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フロムエース２




可憐すぎる幼馴染みとホテルに行くんだけど、何か質問ある？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　聞き間ま違ちがいではないのか。

　あまりに、唐とう突とつすぎる。

　どうしても、信じられない。

「明日あしたね、わたしと──ホテルでお泊とまりしよ？　勿もち論ろん、二人っきりでね」

　目の前にいる幼おさな馴な染じみが、そんなことを言うなんて──
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「またお越こし下さいませっ」

　買い物を済ませたお客さんに、庫くら川かわ武たけ詞しはレジカウンターの中から頭を下げた。

（……よし、俺も随ずい分ぶんとさまになってきたな）

　とらのまきでアルバイトを始めてから、二ヶ月ほど。客観的に見ても、自分の店員ぶりは板についてきているはずだ。

「ふふ、やるじゃない」

　隣となりで、一人の少女が褒ほめてきた。

「遂ついに、あなたを普ふ通つうの店員だと認めなければならなくなったようね」

　彼女は、その名を天あま賀が佐さ希きという。武詞の先せん輩ぱい店員であり、クラスメイトでもあり、また武詞がとらのまきでアルバイトを始めることになったそもそものきっかけでもある。

「……見直したわ」

　頬ほおを染めながら、佐希が言った。

「ふふ、まあな」

　得意になって胸を反らす。かつてはがみがみとうるさかった佐希だが、ようやく武詞の実力を理解したらしい。

「そうね～」

　佐希とは逆側から、呑のん気きな声がした。

「素す敵てきな男性に成長したわね～。頼たのもしいわ～」

　声の主は、伏ふし山やま桃もも見み。幼いといっていいほどの容姿や間延びした口調からは想像もつかないが、なんと彼女はこのとらのまき庵あん波ば店の店長さんなのだ。

「いずれ～、副店長の椅い子すも用意しなくちゃいけないわよね～」

　桃見が、武詞をうっとりした目で見上げながら言う。

「いやーはっは」

　出世の道筋が見えてきたようだ。まあ、当然のことだろう。

「師し匠しよー、師匠師匠！」

　そう言い駆かけ寄ってきたのは、河かわ内ち園その花か。彼女も店員で、武詞を師と慕したう女の子である。

「師匠って……カッコいいね！」

　園花も、熱を帯びた視線を武詞に向けてくる。

「いやーはっは」

　三人揃そろって、武詞にメロメロのようだ。まったく、モテる男というのも辛つらいものだ。

「あの、すいません」

　すっかり有頂天になっていると、お客さんが話しかけてきた。

「この店に、徳川幕府の隠かくした埋まい蔵ぞう金はありませんか？」

「……はい？」

　また突とつ飛ぴな質問である。とらのまきはアニメショップだ。そんなお宝はあるはずが──

「ってうおおお!?」

　質問者の方を向くなり、武詞は悲鳴を上げた。

「か、母さん!?」

「うふふ、武詞くん。元気してた？」

　そこにいたのは、母だった。サファリジャケットに探検帽ぼうという、アニメショップを訪おとずれるにはあまりに不似合いな出いで立ちをしている。

「なんでここに！　母さんは、父さんと一いつ緒しよにブラジルに行ってるはずじゃ!?」

「息むす子この事が心配で、泳いで帰ってきたの」

　しれっと母が答える。

「無理だろ！　クロマグロじゃないんだから！　というか、俺は今仕事中で──」

　武詞が母を追い払はらおうとしていると、店の中に爆ばく発はつ音が響ひびいた。

「一体何が!?」

　慌あわててレジから飛び出す。

「ここか！　それともここかっ！」

　轟ごう音おんの原因は、中折れ帽ぼう子しに革のジャンパーという出で立ちの男性だった。手近な棚たなを、片かたっ端ぱしから引き倒たおしている。

「わああああ!?　何やってるんだよ父さん！」

　男性──自らの父に向かって、武詞は叫さけぶ。

「勿論徳川埋蔵金の探たん索さくだ！　お前も手伝えっ！」

　武詞の問いに、父は爽さわやかな笑え顔がおでそう答えてきた。

「冗じよう談だんじゃないよ！　そういうのは山の中とか森の奥とかでやるもんだろ！　人の仕事先を荒あらさないでくれよ！」

　必死で取り押さえようとする武詞だが、父は俊しゆん敏びんな身のこなしでかわす。

「むっ！　何をする！　……そうか、さては父を超こえるべく戦いを挑いどんできたのだな！」

　奇き天て烈れつな解かい釈しやくと共に、父は腰こしに下げていた鞭むちを取り出した。

「いいだろう！　かかってこい！　全力で相手してやるぞ！　せやああ！」

　父が鞭を振ふり回す。ディスプレイが割れ、立て看板がへし折れる。新刊が台から叩たたき落とされ、お客さんが吹ふっ飛とばされ気絶する。

「やめろ！　頼むからやめてくれ！　俺の、俺の大事な場所が──」

「武詞くん」

　悲鳴を上げる武詞の背後で、桃見の声がする。

「店長、これは、その……」

　青ざめて振り返ると、桃見は失望しきった目で武詞を見ていた。

「店で宝探しをするような人を、うちには置いておけません。今日限りでクビです」

「なっ──」

「あなたみたいな人は、もう師匠でも何でもないよ」

　絶句する武詞に、園花が突つき放したような言葉を投げつけ、

「やっぱり、ただのスーパーヘンタイマンだったみたいね」

　佐希は、背中を向けて去っていく。

「ち、違ちがうんだ、これには深いわけが……待って、待ってくれ！」

　武詞は、佐希の背中を必死で追う。しかし追い付けない、どうしても追い付けない──
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　──次の瞬しゆん間かん、庫くら川かわ武たけ詞しは目を覚ました。

「……ひ、ひどい夢を見た」

　ひとまず、嘘うそ偽いつわりない本音を口にしてみる。

（何がひどいって、内容が実際に起こりかねないような気がするところだよ……）

　心臓がいやな感じに高鳴り、呼吸は乱れている。全身は、寝ね汗あせでぐっしょりだ。

（今思うと、店のみんなの台詞せりふが微び妙みように変だった気もするけど……父さんと母さんはマジでやらかしかねないし──）

「おはよう、たっくん」

「おわっ!?」

　いきなり声を掛かけられ、武詞は仰ぎよう天てんした。

「わわっ？」

　武詞の反応に、声の主もぎょっとする。

「びっくりしたなあ。起きたと思ったら叫んで」

　長く美しい黒くろ髪かみに、豊かな胸。普ふ段だんなら優やさしい光を湛たたえている左右で色の違う瞳オツドアイには、驚おどろきの色が浮うかんでいる。

「……な、なんだ藍あい那なか」

　木き津づ藍那。武詞とは幼馴染みの間あいだ柄がらな少女である。

「大だい丈じよう夫ぶ？　何だかとってもうなされてたよ」

　気き遣づかわしげに言うと、藍那は武詞の額に手を当ててくる。ひんやりとして心ここ地ち好よい。

「い、いや……ちょっと悪夢を見ただけだよ」

　何だか恥はずかしくなり、藍那の手から逃のがれて起き上がる。

「……てか、あれ？　そもそも、なんで藍那がいるの？」

「んーとね」

　藍那は少し宙に視線を彷徨さまよわせた。

「久々に遊びに行きたいなーって思ったり思わなかったりして。ほら、最近わたし習い事であんまり時間がなかったし……」

　そして、指を組み合わせてえへへと笑う。

「で、たっくんの携けい帯たいに電話したんだけど出なくて。だから合い鍵かぎ使って上がっちゃった」

「ああ、合い鍵か……。前に、母さんが渡わたしたんだっけ」

　横になったまま、記き憶おくを辿たどる。

　──高一の夏休み。両親がキャプテンキッドの宝を探しに船出しようというので同行を拒きよ否ひしたことがあった。すると母が、出航前に「武詞のことを頼む」といった感じで藍那に家の鍵を渡したのだ。今まで藍那が使ったことはなかったので、すっかり忘れていた。

「そうだ！　朝ご飯作ったから持ってくるね」

　手を合わせると、藍那は部屋から出ていった。

「……うーん」

　悪夢を見たせいか、起きたばかりだというのに随分体力を消しよう耗もうしている。

（睡すい眠みんは体力を回復させるためのものなのに、疲つかれてちゃ意味ないよ……）

　ぐったりとしていると、味み噌そ汁しるのいい匂においがしてきた。

「おまたせー」

　藍那がお盆ぼんに色々載のせて戻もどってきた。

「さ。ご飯にしよっ」

　そして、テーブルの上にお盆に載せてきたものを並べていく。

「まずはたっくんの分ね」

　ご飯、味噌汁、焼き魚、漬つけ物、だし巻き。

「す、すごい……」

　完全無欠、文句の付けようがない『朝ご飯』である。

「てか、材料あったっけ……？」

　一応自じ炊すいのために最低限の食材は用意しているが、漬け物や味噌汁といった献こん立だてを準備できるほどのバラエティには富んでいない。

「足りなそうなの持ってきたの。たっくん、きっとちゃんと食べてないだろうなーと思って」

　朝ご飯を並べ終えると、藍那がそんなことを言ってきた。

「いや、そんなことは……あるようなないような……」

「お金を節約するためにドングリとか食べてるんでしょ」

　藍那が目を細める。一発で見み抜ぬかれてしまった。

「……はい」

　こうなってはいかんともしがたい。素直に白状する武詞である。

「まったくもう。これからはしっかりしたお食事をすること。何だったらわたしが作ってあげるから」

　そう言うと、藍那は立ち上がり歩き出す。

「じゃ、自分の分を取ってくるねー」

「なんだ、家で食べてこなかったのか」

　驚いて武詞がそう言うと、藍那は足を止める。

「たっくん、おうちでご飯の時はいつも一人でしょ？」

　そして、振り返って微笑ほほえみかけてきた。

「やっぱり、ご飯は誰だれかと一緒が美お味いしいと思うの。わたしと一緒にご飯はイヤ？」

「そ、そんなことはないけど……」

　どきりとする。

「ふふ。じゃ、一緒だね」

　そう言って、藍那は部屋を出て行った。

（……って、あれ？　何か忘れているような……）

　それなりに目覚めはしたものの、悪夢プラス起き抜ぬけの藍那という合わせ技わざで、記憶が混こん濁だくしている。

（えーと、えーと……）

　必死で思い出そうとしていると、武詞の鼻をいい香かおりがくすぐった。

「……む」

　その元は、勿もち論ろん目の前のテーブルである。焼けた魚と味噌汁が入り混じった匂いは、日本人のＤＮＡに激しく訴うつたえかけてくる。

「どれどれ……」

　味噌汁のお椀わんを持って、一口すすってみる。

「うむっ……！」

　感かん嘆たんする。味が『深い』。ただ味噌でどうこうしただけではない、重層的な味わいだ。

「こっちはどうかな……？」

　呟つぶやきながら、焼き魚に箸はしをつける。

「うむむっ……！」

　こちらも素す晴ばらしい。焼いて醤しよう油ゆをかけただけのようだが、なぜこれ程ほど美味しいのか。

「あっ、食べちゃったのー!?」

　お盆に自分の分を載のせて戻ってきた藍那が、高い声でそう言った。

「え？　え？　なに、食べちゃダメだったの？」

「もー、一いつ緒しよに食べるっていうのは、いただきますも一緒に言うってことなのー」

　自分の分を並べながら、藍那はむーっとむくれる。

「ご、ごめん……」

「これからは気をつけること。……それじゃ、一緒に。いただきまーす」

　手を合わせると、藍那は箸を持つ。実に見事なフォームであり、彼女の育ちの良さが滲にじみ出ている。さすがはいいとこのお嬢様である。

「いただきます」

　武詞も手を合わせ、改めて箸を取った。

「えへへ」

　藍那が嬉うれしそうに微笑む。

「あ、そうだ。テレビ見ていい？」

　だし巻きを一口食べてから、藍那はそんなことを言う。

「お嬢様の割に、そんなところは俗ぞくっぽいんだよなあ」

「いいでしょべつにー」

　唇くちびるを尖とがらせながら、藍那はリモコンでテレビをつけた。

『人気急きゆう上じよう昇しよう中の９人組ラウドロックバンドＣ・Ｙ・Ｍのニューシングル『Ｇｏ　Ｒｏｃｋ！』の発売イベントが、新しん斎さい橋ばしクラブクアッドで行われました。ドラマ『５、６時限目の憂ゆう鬱うつ』の主題歌にも決まり──』
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　朝の情報番組が映し出される。

「あ、このバンド知ってるよ。法のり華かちゃんに聴きかせてもらったんだ」

　ライブハウスのステージで飛び回るバンドメンバーを見ながら、藍那が言った。

「へえ、あの子こういうの聴くんだね。大人しそうなのに」

「そうそう。洋楽とかも詳くわしいんだよー」

「なるほどなー。……ん？　このライブハウス、客席に柱あるのか……邪じや魔まそうだなぁ」

「あはは、ほんとだね。あ、ねねたっくん。柱で思い出したんだけど、前に駅で──」

　テレビを元に、他愛たわいない話をしていく。何せ付き合いが長いので、気遣いも遠えん慮りよも要いらない。思ったことをそのまま口に出しているだけなのに、ごく自然に会話が続く。

「そういえば、たっくん。悪夢ってどんなのだったの？」

　ふと、藍那がそんなことを聞いてきた。

「あー、ほら。俺アニメショップでバイトしてるって話をしたじゃん」

「うん」

　武詞の目を見ながら、藍那が頷うなずいてくる。

「そこに親父おやじ達がやってきて大暴れして、俺がクビになるって夢だよ」

「あはは、それでうなされてたんだね」

「そうだよ。折角見つけた俺の居場所だったのに、そこを破は壊かいされるんだぞ。シャレになんないよ」

「えっ──」

　藍那が、少しだけ目を見開いた。

「居場所……？」

「そう。自分らしくいられる場所っていうか、俺にとってすごく大事な空間なんだよな」

「……」

　黙だまり込み、藍那は茶ちや碗わんの上に箸を置く。

「ん、どうした藍那」

「……あの、あのね。たっくん」

　藍那が武詞を見てくる。真しん剣けんで、それでいてどこか──不安そうな瞳。

「その、アニメショップ？　ってところに、なんて言うのかな、もしかして誰か──」

『土曜日の今日は、全国的に晴れ。絶好のお出かけ日和びよりとなりました』

　藍那が何か言いかけたところで、テレビから女性の声が聞こえてきた。

「ど、ようび……」

　その単語が、武詞に忘れていた何か──とても重要な何かを思い出させる。

「……土曜日はバイトじゃないか！」

　テレビに目を向ける。

「やばっ！　時間がない！」

　画面の左上のデジタル時計は、相当に危険な時刻を表示していた。

「た、たっくん？」

　状じよう況きようがよく飲み込めないのか、藍那はわたわたしている。

「ごめん、また後で！　シャワー浴びてすぐ出て行かないと！」

　そう言うと武詞は朝食の残りを猛もう然ぜんとかきこみ、

「ごちそうさま！　ありがとう！　じゃあな！」

　次の瞬しゆん間かんには部屋を飛び出した。

「あ、ちょっとたっくん!?」

　──だから、気づかなかった。

「……たっくん……」

　部屋に一人残された藍那が、寂さびしそうに俯うつむいていることに。







「さて、それでは集合だ」

　庵あん波ば店の一日は、事務所でのミーティングから始まる。

「時間があまりないから、手短に行くぞ」

　ミーティングを取り仕切るのは、丹たん波ば観み月つき。スーツに身を包んだ彼女は、とらのまきの社員である。

（紙一重だった…………）

　彼女の言葉を聞きながら、武詞はほっとしていた。シャワーを浴びて着き替がえて家を飛び出し電車に乗って途と中ちゆうで乗り換かえて最寄りの駅で降りてそこからダッシュする──という相当にシビアなタイムラインだったのだが、何とかギリギリで間に合ったのだ。

「まずは、昨さく日じつの売り上げからだな」

　言いながら、観月はホワイトボードを出してくる。

『商業　95％』『同人　１３７％』『古物　１６０％』『女性向け　１２０％』『メディア　１１４％』──ホワイトボードには、数字が記されている。

（……また、か……）

　書かれている数字を見るなり、武詞はがっくりと肩かたを落とした。

　武詞の所属する商業コーナーだけが、他のコーナーと違ちがい目標金額を下回っている。実に悩なやましい。

（ぱっと見、95％ならまあまあに見えるんだけどな……）

　しかし、それほど甘くはない。少し前までは１２０％以上の目標達成率だったのだ。25ポイントダウンと考えると、これは深刻である。

「ここしばらく下降気味だったメディアが、回復基調にあるな。実に喜ばしいことだ」

　ホワイトボードを見ながら、観月が言う。

「わしがそだてた」

　そう言って胸を張ったのは、鳥とり居い一いち乃の。セクシーな雰ふん囲い気きを纏まとう彼女は、メディア──ＤＶＤやＣＤ等を指す──コーナーの担当であり、そのためか実に誇ほこらしげだ。

「女性向けも堅けん実じつに伸のばしているな。この安定感は、実に心強い」

　続けて、観月が頷く。

「いやっはっはー」

　得意げに笑ったのは、眼鏡をかけた女性店員だった。

「まあ、それほどでもありますでございますよ」

　彼女は、朝あさ霧ぎり舞まい子こ。女性向けコーナーを担当する店員である。いわゆる腐ふ女じよ子し的な話題については、無む双そうの詳しさを誇る猛も者さだ。

「……朝霧。お前は女性向け担当であり、しかもバイトチーフでもある。あまり慢まん心しんするのは感心せんな。勝って兜かぶとの緒おを締しめよというヤツだ」

「は、はいぃ」

　観月の放つ強きよう烈れつなプレッシャーに耐たえかねたか、舞子は首を竦すくめた。

「ねぇねぇ今どんな気持ち？　結局怒おこられてどんな気持ち？」

　縮こまる舞子を、一乃がからかう。

「鳥居、少々気が緩ゆるみすぎではないか」

　そんな一乃にも、観月の叱しつ責せきが飛んだ。

「メディアの復調は、今期アニメの一番人気作品の映像ソフトが発売されたことが大きい。いわばコンテンツに救われた形だ。場合によっては一時的なものになりかねないのだぞ」

「ふひぃ……サーセン」

　一乃はうなだれる。言い回しこそネットで多用される軽い感じだが、表情等からして相当しょげているようだ。

（今日も、丹波さんは怖こわいなあ……）

　そんなことを考えながら、武詞は観月を見やる。

　普ふ段だんは割と優やさしく気さくな女性なのだが、ひとたび仕事モードになると、この通り苛か烈れつとさえ表現出来そうな人ひと柄がらに変へん貌ぼうするのだ。

「……そして、商業だな」

　ホワイトボードに目を向けて、観月が言う。

「皆みんなも分かっているとは思うが、ここ最近商業の数字が漸ぜん減げんしている」

（遂ついに、きたか……）

　身を硬くする。

　──観月の言う通り、商業コーナーの数字はある時期を境に徐じよ々じよに減っている。

　まだ経験の浅い武詞には原因が分からず、そもそも一過性のものなのか恒こう常じよう的なものなのかも判然としなかったのだが、観月がこうして取り上げたということは、やはり何らかの問題があるということなのだろう。

「速すみやかに対処する必要があるのだが──」

　そこで、観月は一いつ旦たん言葉を切った。何を言うべきか迷っているらしい。常に歯切れの良い物言いをする彼女にしては、少し珍めずらしい。

「──しかし、事情が事情というのもある。わたしや店長の方で善後策を検討するから、ひとまずは各自で出来ることをしっかりとこなしてくれ」

　観月の話をきっかけに、事務所の空気が変わった。

　それまでのポジティブさが霧む消しようし、微び妙みように重い空気が垂れ込める。一乃と舞子は視線を合わせ、佐さ希きは考え込むような表情を見せる。そんな周りの様子を感じ取ったのか、普段元気な園その花かも少ししゅんとする。

「わたし達で考えるといっても～、勿もち論ろんみんなの意見を排はい除じよするということではありませんから～、提案のある人はどしどし言ってきて下さいね～」

　桃もも見みが、みんなを元気づけるように言うが、今ひとつ空回りしてしまっている感がある。

「よし、話は以上だ。声出しを始めるぞ！」

　観月の合図で、全員が声を合わせて挨あい拶さつの練習を始める。

（事情って、なんだろう……？　みんなの様子もおかしいし……）

　参加しながら、武詞は内心で不思議に思うのだった。







　武詞は現在、藤ふじ江えファンタスティック文庫というレーベルの棚たなを担当している。

「えーと……」

　一言で『棚を担当する』と言っても、実際の作業は色々とある。中でも代表的なものが、在庫確かく認にんだ。

「いち、にい、さん……」

　バインダーに留めた在庫表と、平台や棚、ストッカー──棚の下に取り付けられている引き出しのことをいう──を見比べ、チェックしていく。

　とらのまきには、オンラインで在庫を管理するＴＣＳというシステムがある。しかし、そのＴＣＳはリアルタイムで逐ちく一いち数が反映されるわけではない。なので、まめに状況をチェックしておく必要もあるのだ。

（よし、フルオタ売れてるな……！　これは、もう一度追加発注かけるのもありかも）

　そうすれば、たとえばこのように追加発注のタイミングも見定めることが出来る。とらのまきにおいては、最初の入荷量は本社の方で決められるのだが、追加発注については武詞達現場の人間に任されている。棚を担当するにあたって、最も重要な部分の一つなのだ。

（……っとと、こりゃいかん）

　その途中で、武詞はあることに気づいた。

（ちゃんと並んでないな）

　棚に並んでいる「合格のレギオス」シリーズ、その十五巻と十六巻の順番が入れ替かわっている。

（直しとかないとな）

　人気シリーズだけに手に取る人が多く、どうしてもこういう状況が起こってしまうのだ。

　並べ直すべく、文庫を一冊棚から抜ぬく。表紙には、赤本を手に受験勉強に挑いどむ主人公やヒロイン達の姿が描えがかれている。実に面おも白しろそうだし、しかもヒロインが非常に可愛かわいい。

（……ダメだダメだ！）

　じっくり表紙を眺ながめたい──そんな欲求を、何とか抑おさえる。

（ここが、辛つらいところなんだよなあ……）

　好きなものに囲まれているというのに、仕事中には楽しむことが出来ない。生殺し状態なのである。仕事に慣れて余よ裕ゆうが出てきた最近になって、武詞はその辛さを理解した。

（我が慢まん、我慢……）

　ぐっとこらえて、棚から取り出した文庫を正しい順番となるように戻もどす。

　──たかが途中の一冊の順番が違うだけ。そう言われれば、確かにその通りだ。

　だが、実際には『たかが』ではすまない。通し番号がついたものが順番通りに並んでいない時の違い和わ感は、計り知れない。棚自体の印象に、深刻な悪あく影えい響きようを与あたえかねないのだ。

（よしよし、これでＯＫだな）

　武詞の担当するこの藤江ファンタスティック文庫も、大きく分けると商業のカテゴリに入る。不ふ振しんを改善するためにも、こういうこまごました部分にもしっかり注意を払はらっていかねばならない。

「どうするどうするどうする、君ならどうするー！」

　もう一度棚の様子を確認していると、やたらと明るい歌声が辺りに響ひびいた。

「任せるんだあたしに！　商業担当園花ちゃーん！」

　園花である。

「師し匠しよーー、お昼だよ！　交替交替！」

　しゅたたたと武詞に駆かけ寄ると、園花はそう言った。

「あ、もうそんな時間か……」

　仕事に集中していて、全く気づいていなかった。

「おつかれ。じゃ、あとよろしくね」

「かしこまりー！」

　元気よく返事する園花に、武詞はふと疑問をぶつけてみた。

「……ねえ、園花ちゃん。ミーティングで観月さんが言ってた『事情』ってなに？」

「分かんない！」

　返事は単純にして明快だった。

「そ、そか……」

「んーでも、今一なのには理由があるよね。何でだろ？」

　園花はむーっと考え込み、やがて結論を出した。

「……さては、ゴルゴムの仕し業わざだなっ！」







　事務所の隅すみに備え付けられている、休きゆう憩けい用のテーブル。

「おお……」

　そこに腰こし掛かけて、武詞はライトノベルを読んでいた。

「なるほど……」

　筆ひつ姫ぎのチャイカ。大きな筆を背負って旅する少女が主人公の、ファンタジー作品である。王道の展開に正面から取り組んだ、とても面白い作品だ。

「さっきから、何を一人でぶつぶつ言ってるのよ」

　武詞の向かいに、一人の少女が座ってきた。

　モデルのようにすらりとした体を、とらのまき女子店員の制服に包み、長い髪かみを二つにくくっている。

「って、なに？　ライトノベル読んでるの？」

　佐希だ。小さなお弁当箱を持っている。

「あんた最近、いつも読んでるわよね。しかも藤江の本ばっかり。どうしたの？」

　お弁当箱からおにぎり──自分で作ったのだろう──を出しながら、佐希が訊たずねてくる。

「いやさ、棚を持つことになったから、色々読んでみようと思って」

　本から目を上げ、武詞は答える。

「勉強……って言うと大げさだけどさ、やっぱ詳くわしい方がいいかなって」

　棚を担当するにあたって、やはりしっかりした商品知識があるのとないのとでは大きく違ちがうはずだ。

「へえ、なるほどね」

　佐希が褒ほめてくる。

「……」

　武詞は黙だまり込んだ。

「なによ」

「いや、なんて言うんだろう。不気味だなあと。日ひ頃ごろは鬼おにみたいな先せん輩ぱいが普ふ通つうに褒めてくれるとか、死亡フラグにしか思えないよ」

「なんですってー！」

　どこからともなく、佐希がメガホンを取り出した。とらのまきのマスコットキャラである真ま黄きちゃんが持っているものだ。

「冗じよう談だん！　冗談だよ！」

　慌あわてて手を振ふる武詞である。あのメガホンは、佐希が人間に対して使用するとファンタジックな破は壊かい力を発揮するのだ。

「最初からそう言いなさい」

　佐希がメガホンをしまう。

「ああ、そうだ」

　丁度いいタイミングだ。武詞は、とある疑問について佐希に聞いてみることにした。

「ミーティングのことなんだけどさ」

「……ああ、商業の話？」

　佐希の表情が、微妙に変化する。

「うん、そうそう。事情ってなんなの？」

「んー……」

　視線を逸そらしながら、佐希はおにぎりを一つ頬ほお張ばった。

「……まあ、そのことについては、おいおい話すわよ」

　いつもはきはきしている佐希にしては、随ずい分ぶんと歯切れの悪い物言いである。

（なんか言いにくいことなのかな……？）

　だとしたら、無む闇やみに聞かない方がいいかもしれない。

「……それはそうと、あんたお昼それだけなの？」

　武詞の手元のカレーパンを見ながら、佐希が呆あきれたように聞いてきた。

「ああ、まあな」

「もうちょっと食べた方がいいんじゃないの？」

「んー、観月さんにもそう言われたけど……まあ大だい丈じよう夫ぶだよ」

　トレジャーハンター時代、飲まず食わずで砂さ漠ばくだの荒こう野やだのを踏とう破はしたりしているうちに、武詞は最小限のエネルギー摂せつ取しゆで最大限のパフォーマンスを発揮するエコカーのような体質になってしまった。なので、カレーパン一個分のカロリーでも、残りの時間しっかりと働く事が出来るというわけだ。

「まったく……ほら、仕方ないから分けたげるわよ」

　そう言って、佐希が弁当箱を武詞の方に寄せてくる。

「お、マジか。さんきゅー」

　カレーパン一個で事足りるとは言え、もらえるものを断る理由もない。早さつ速そく武詞は弁当箱に手を伸のばした。

「んじゃ、これかな」

　適当に一つ選んで掴つかみ、

「ぶっ」

　次の瞬しゆん間かん、武詞は思わず鼻から息を吹ふき出した。

　──おにぎりというのは、普通三角形なり俵形なりの形をしているものである。しかし、佐希のおにぎりはそのどちらでもなかった。何かに喩たとえるのも難しい、ひたすらに歪いびつなフォームをしている。

（待て待て、いくら何でもこれは下手すぎだろ）

「なに笑ってるのよ！」

　武詞の反応を見るなり、佐希は怒おこり出した。

「もうあげないんだから！　ほんと失礼ね！」

　そう言って、弁当箱を武詞の手元から取り上げようとしてくる。

「まあまあ。折角だからさ」

　奪うばわれないようにさっと寄せると、武詞はおにぎりを一個頬張る。

「……む」

　瞬間、武詞は目を見開いて唸うなった。

「……どうなのよ？」

　佐希が聞いてくる。その表情は、何だか心配そうだ。

「……むう」

　もう一度唸ってみせる。

「ど、どうなのよ」

　佐希が、どんどん不安げになっていく。

「……むむう」

　更さらにもう一度唸ってみせる。

「だから、どうなのよっ」

　佐希の声はほとんど悲鳴のようだ。

「ふふ」

　そこで、武詞はようやく笑ってみせた。からかうのはここまでにしておこう。

「いや、ウマいよこれ」

　実際のところを伝えてみると、

「ほんとう？」
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　佐希の表情がぱあっと明るくなる。

「だな。見た目はともかくとして、味はいいよ本当。一生懸けん命めいっていうか、頑がん張ばりがすごく分かる」

　気持ちが伝わってくるのだ。ライトノベルや漫まん画がだと、料理の苦手な子はどんなに頑張っても毒物が出来上がったりキッチンが爆ばく発はつしたりするものだが、実際のところは本人の努力は作ったものにちゃんと反映するようだ。

「そ、か……」

　照れたように、佐希が俯うつむく。

「あのね。じゃあ、バイトの日だけでもわたしが──」

「しかし、考えてみたらおにぎり作った方が経済的だよなあ」

　武詞は気づいたことを口にした。

「やっぱりそういうところから削けずっていくと節約出来そうだし」

　アルバイトのおかげでお金の面では少し楽になっているのだが、勉強用のライトノベルの購こう入にゆう費ひもありキツいことには変わりない。何しろ親からの仕送りには期待出来ないわけで、日々の生活での努力という部分でも──

「……」

　そこで、武詞は佐希がむすっと黙り込んでいることに気づいた。

「ん？　どうしたの？」

　聞いてみるが、

「……どうもしないわよ」

　佐希はそっぽを向いてしまった。

（どういうことだ……？）

　考えてみるが、さっぱり分からない。

「で、自分で作るの？」

　やや不ふ機き嫌げんそうに、佐希が訊ねてくる。

「そうだなー。色々作ったら栄養も取れるし」

　カレーパン一個でも動けるとはいえ、それは最低限の話だ。やはり、しっかり食べるに越こしたことはない。

「まあ、別にそれでもいいと思うけど……というか、ちょっと」

　佐希が、横目で武詞を見てくる。

「なに、あんた。さっきから観月さん観月さんって。やたら気にしてるじゃない」

「え、そうか？」

　きょとんとしてしまう。自分では気づいていなかったのだ。

「いつの間にか『丹波さん』じゃなくて『観月さん』って呼び方になってるし」

　何やら、佐希の様子が少しおかしくなっている。

「え、何？　別に興味ないけど、あれなの？　あんたってば、観月さんみたいな人がタイプなわけ？　いや、あんたの好みなんて全然興味ないけどさ」

「ん？　タイプ？　んー、どうだろうな」

　改めて、観月について考えてみる。

「スーツの似合うカッコいい美人で、仕事が凄すごく出来る人で、厳しいけどゆるキャラ好きみたいな可愛いところがあって……うん、確かに中々いいかも」

「ほ、ほほー」

　佐希の挙動が、更に不ふ審しんになる。

「……どうしたんだ？　なんか変だぞ」

「はあ!?　全然普ふ通つうだし！　あんたが、その、同年代より年上好きっぽいかもしれないからって、なんでわたしが動どう揺ようしなくちゃいけないのよ！」

　ついには怒り出してしまった。

「いや、その、訳が分からない……おい待て！　メガホン出すな！　なんで俺が殴なぐられなくちゃいけないんだ！」

「ちょっとちょっと。何よこの超ちようベタなイベントは」

「どうしてラブコメが湧わいてるんですかねえ……」

　いきなり、舞子と一乃が現れた。佐希を両側から挟はさみ、ぺしぺしと頬ほおをつついている。

「ち、違ちがいます！　変な誤解しないでください！」

　佐希が、顔を真っ赤にして叫さけぶ。

「オチしたいところだけど、ちょっと用事。名な越ごせさん来てるよ。今外で待ってもらってる」

　ニヤニヤしながら、一乃がそんなことを言った。

「えっ、本当ですか？　もう、早く言って下さいよ」

　佐希が立ち上がる。

「ほら、あんたも名越さんに挨あい拶さつしときなさい」

「へ？　誰だれ、その人？」

　知らない名前である。武詞が不思議に思っていると、佐希は両手を腰こしに当てた。

「藤江書房の営業さんよ。棚たなを引き継ついだんだから、一度挨拶しておきなさい」

「ふ、藤江の人!?」

　息を呑のむ。大好きな本を出している出版社の人と会うなど、初めての経験だ。

「そんな硬くならなくても大だい丈じよう夫ぶよ。名越さん、いい人だし。……さ、行くわよ」

　佐希が歩き出した。

「ま、待ってくれよ！」

　慌あわてて、武詞もその跡あとを追う。

「あ、どうもお世話になっております！」

　事務所から出るなり、武詞達は声を掛かけられた。

「どうもどうも、こちらこそお世話になっております」

　佐希が、挨拶を返す。

「お昼時にすいません。近くまで来ましたもので、ご挨拶しておこうかと思いまして」

　声を掛けてきたのは、スーツ姿の男性だった。ウォーキングシューズを履はき、ビジネスバッグを手に持っているという出いで立ちは、いかにも営業マンといった感じだ。

「わざわざありがとうございます！　あ、名越さん。紹しよう介かいしますね」

　そう言うと、佐希は武詞の方をちらりと見る。

「彼、新しく藤江さんの棚を担当することになりました庫川武詞くんです」

「は、初めまして。庫川です」

　緊きん張ちようしながら、頭を下げる。

「あ、これはどうも！　初めまして！」

　男性は頭を下げると、滑なめらかな手つきで懐ふところから名めい刺し入いれを取り出した。

「わたくし、藤江書房の名越と申します。以後お見知りおきを」

　そして、名刺を差し出してくる。

「これは、どうもご丁てい寧ねいにありがとうございます」

　名刺には、「株式会社藤江書房　営業　名越　清せい児じ」と書かれていた。

（本物だ……！　本物の業界人だ……！）

　受け取りながら、武詞は感動する。

「あのー、失礼ですが……」

　そんな武詞を見ながら、名越が訊たずねてくる。

「もしかして、アッパレストを作られた方ですか？」

「えっ!?」

　狼狽うろたえる。まさか、藤江の人に知られているとは思わなかった。

「はい、そうですよ。見られますか？」

　そう言って、佐希は事務所の中へと名越を迎むかえ入れる。

「はい、是ぜ非ひ！」

「え、ちょっと、待って……」

　武詞は慌てた。

　──大好きな小説シリーズ『フルオタク・パニック！』の販はん促そくのために、武詞は作中に登場するロボット『アッパレスト』を制作した。

　もう店頭には出していないが、今もそのアッパレストは事務所に置いてある。他のみんなが気に入ったので、飾かざろうということになったのだ。

「その、なんか恥はずかしいっていうか……」

　話題にもなったし、自分でも中々いい出来だとは思うのだが、出版社の人に見せるとなってくると話は別である。

「いいの。自信を持ちなさい」

　佐希は聞く耳を持ってくれず、名越を連れてずんずん歩いて行く。

「これです。いかがですか？」

　事務所の隅すみで守護神の如ごとく仁に王おう立ちしているアッパレストを、佐希が指し示した。

「おおお……すごいですね！」

　途と端たん、名越は感かん嘆たんの声を上げる。

「いや、びっくりですよこれ。写真撮とっていいですか？」

　そして、スマートフォンを取り出しながら、武詞にそう訊ねてきた。

「あ、はい。全然構いませんよ」

　照れくさいと同時に、少し誇ほこらしい。関係者に、褒ほめてもらえるなんて──

「藤江でも話題になってるんですよ。羽は東とう先生や西にし季きさんも喜んでらっしゃるそうで」

「えっ!?」

　今度こそ、武詞は本当に仰ぎよう天てんした。

「ほ、ほ、本当ですか？」

「ええ」

　写真を撮さつ影えいし、スマートフォンを仕し舞まいながら、名越は頷うなずく。

「担当編集から聞いたんですけども、いつか実物を見たいとおっしゃったらしいですよ」

「……！」

　何と言えばいいのか分からない。嬉うれしいとか喜ぶとか、そういうのを通り越してしまっている。作者の人にまで届くなんて──こんな素す晴ばらしいことがあっていいのだろうか。

「良かったじゃない」

　微笑ほほえみながら、佐希が武詞の腕うでを軽くこづいてくる。

「うん、うん」

　がくがくと首を縦に振ふる。あまりのことに、そのくらいの反応しかできない。

「舞子ちゃん～、一乃ちゃん～。交こう替たいよ～」

　桃見が、事務所に入ってきた。

「はーい」

「店長乙おつです」

　呼ばれた二人が、フロアへと向かう。

「あら～、名越さん～。こんにちは～」

　名越の存在に気づいたのか、桃見が武詞達の方に歩み寄ってくる。

「どうも、お世話になっております。……いやー、アッパレスト見せて頂いてたんですけど、本当に凄いですねこれ」

「ふふ～。そうでしょ～」

「いや、そんな……」

　ひたすら照れる武詞である。

「これだけ推おして頂けて、うちとしても非常に嬉しいです。何卒なにとぞ、今後ともよろしくお願いします」

　名越が、武詞に頭を下げてきた。

「い、いえそんな！　こちらこそ！」

　慌てて武詞も頭を下げ返す。

「……あ、それではすいません。来たばかりで申し訳ないんですけれども、ちょっと他の店にも行かなければらないないので……」

　腕時計を見て、名越が言った。

「そうなんですか～。食パンもお出ししてませんのに～」

　桃見が残念そうに眉まゆ尻じりを下げる。

（というか、営業さんにも食パンすすめていたのか……）

　つい呆あきれてしまう。まったくこの桃見は、どれだけ食パンが好きなのか。

「どちらへ行かれますか～？　ゲマさん辺りですか～？」

　桃見が訊ねる。

「はい、そうですね。ゲマさんやメルトさん、マロンブックスさんやわんだーあいらんどさんにソフラップさん、あとは──」

「あの、店長」

　名越が指折り書店を数えていると、舞子が戻もどってきた。

「えーと、なんて言うかアレなんですけど」

　その顔に浮うかんでいる表情は、舞子にしては珍めずらしいもの──すなわち、困こん惑わくである。

「どうしたの～？」

　目をぱちくりさせながら、桃見が訊ねる。

「人が来てて、今一乃に相手してもらってるんですけど、んーとその人っていうのが──」

「あ、ちょっと……」

　その時、事務所の入り口の方で一乃の声がした。こちらも珍しい。慌てているのだ。

（なんだ……？）

　何か、非常におかしなことが起こっているようだ。

「ふむ。整せい頓とんしようという意図があまり感じられませんね」

　入り口に目を向けると、一人の男性が事務所に入ってくるのが見えた。その後ろには、弱った様子の一乃がいる。

「作業の効率という面から見て、抜ばつ本ぽん的な改善インプルーブの必要性があると言えますね」

　男性は、スーツを身に纏まとい、フレームの細い眼鏡を光らせて辺りを見回している。

「あ、これはこれは！」

　男性の姿を見るなり、名越が早足で歩み寄った。

「おや、名越さんではありませんか」

　入ってきた男性が、会え釈しやくする。丁寧な仕草である。

「お世話になっております。丁度今からそちらに伺うかがうつもりでして」

　男性に、名越が頭を下げた。

「いえいえ。こういう店まで一つ一つ回らないといけないというのは、大変なお仕事ですね」

　男性が、鷹おう揚ような態度で言う。

（……ん？）

　武詞は眉まゆをひそめた。何だか、妙みように引っかかる物言いである。

「あ、ご紹介いたしますね。こちらの方は、一いつ本ぽん橋ばしに新しく出来たアルトリバーの店長さんで、寺てら田ださんと仰おつしやいます」

　名越が、男性を紹介する。

（アルト、リバー……？）

　内心で、武詞は首を傾かしげた。聞いたことがない名前だ。

「どうも」

　武詞達を一いち瞥べつすると、男性は軽く頭を下げた。

「寺田さん、今日は……？」

　少し不思議そうな面おも持もちで、名越が訊ねる。

「ええ。近い業種のお店にご挨あい拶さつを、と思いまして」

（近い業種……本屋さんか何かなのかな）

　だとしたら、驚おどろきである。いくつもの書店やアニメショップが軒のきを連ねる一本橋に乗り込んでくるとは、実に挑ちよう戦せん的な話だ。

「お店の責任者の方は、いらっしゃいますか？」

　寺田というらしい男性が、訊ねてくる。

「わたしです～」

　そう言って、桃見が歩み出る。

「店長の～、伏ふし山やま桃見と申します～」

　桃見は、寺田に向かって名刺を差し出した。

「あなたが、ですか？」

　名刺を受け取りながら、寺田が少し目を見開く。

「はい～」

「さすがアニメショップですね……子供を店長にするとは、社会の常識というものを考こう慮りよしていらっしゃらない」

「あら～、若く見えます～？」

　桃見は嬉しそうに笑っているが、武詞にはやはり違い和わ感がある。丁てい寧ねいな物もの腰ごしの裏に、何か別の意図があるように思えるのだ。

　気になり、寺田を観察してみる。スーツ姿というのは名越と変わらないが、根本的に違ちがう面がある。

（……お金かけてるなあ）

　スーツそのものは勿もち論ろん、腕時計や靴くつといったところに至るまで、嫌いや味みなほどに上質な雰ふん囲い気きが滲にじみ出ている。具体的なブランド名は分からないが、高級品で固めているのだろう。

「これは、何ですか？」

　名めい刺しに目を落としたままで、寺田がそんなことを聞いた。

　ちらりと覗のぞくと、彼が見ているのは、どうやら名刺にデザインされている女の子のキャラクターのようだった。

「真黄ちゃんっていいます～。とらのまきのマスコットキャラなんですよ～」

「ははあ」

　含ふくみ笑いしながらそれだけ言うと、寺田は名刺をしまい込む。──漠ばく然ぜんとしていた違和感が、徐じよ々じよに明確な形を持ち始める。

「名越さんが行かれるということは～、藤江さんの本も置いてるんですね～」

　桃見が、寺田に質問した。寺田の態度に気づいていないはずはないのだが、表に出す様子はない。

「ええ」

「どのタイトルが売れてます～？　時期的に～、やっぱりアニメ化が決まった作品ですか～？」

「いやあ、何というタイトルでしたかね」

　寺田が、苦く笑しようする。

「すいません。ライトノベルには詳くわしくありませんで。内容のある文学や、ためになる実用書なら読むのですが」

　──ここにきて、武詞はほぼ確信した。

「時間は有限ですからね。出来る限り無駄は省かないと」

　──この寺田という男、こちらの世界をバカにしている。

「おほん」

　舞子が咳せき払ばらいをした。眼鏡のレンズが光っていて分からないが、その目にはかなりの怒いかりが燃え上がっているようである。

「そんなお忙いそがしい方が、こんなところで油売ってていいんですかー。とっととお帰りになってはいかがでしょう」

　証しよう拠こが、この言葉だ。攻こう撃げき的なとげがてんこ盛りになっている。

「はは、そうですね。特に得るものがあるというわけでもなさそうですし」

　そう言うと、背中を向けて寺田は歩き出す。

「そうそう、一つだけ」

　入り口の近くで、寺田はふと足を止めて振り返ってきた。

「店内の様子も少し拝見しましたが、あれではいけませんね」

　最も早はや、小こ馬ば鹿かにしていることを隠かくそうともしない、そんな物言い。

「何しろ相手はオタクですし、今までは深く考えなくても商売が出来ていたのでしょうが、それはあくまで幸運だっただけです。ドラスティックに状じよう況きようが変化する現代においては、過去のやり方に固こ執しゆうするのはあまり賢かしこい選せん択たくとはいえません」

　そこまで言ってから、寺田は眼鏡をずり上げる。

「先人の言葉に、不善の改むる能あたわざる、是これ吾わが憂うれいなり──とあります。改善インプルーブすべき問題点は躊躇ためらいなく改善インプルーブする、これがきちんとした店舗に生まれ変わる第一歩ですよ。……わたくしは他業種から来た人間なのですが、コンサル業務に携たずさわった経験もございます。どうしてもと仰るのであれば、助言を差し上げますよ。どうぞご検討ください」

　長々とした話をようやく終え、寺田は事務所から出て行った。

「あ、ではわたしも失礼します。また日を改めて伺いますのでっ」

　名越も、寺田の跡あとを追うように出て行く。

「お疲つかれ様です～」

　桃見が、その背中に声を掛かけた。

「……うぬぬー！」

　舞子が、心の底から忌いま々いましいといった様子で唸うなる。

「なんなのよあれー！　何様のつもりー!?」

「超ちよう上から目線だった件」

　一乃も、実に不ふ愉ゆ快かいそうである。

「なーにが『先人の言葉です』よー！　えらそうに！　どうせ、『もしもサラリーマンが孫子の兵法を読んだら』的な新書で覚えただけでしょー！」

「舞子ちゃん～。さっきのは孫子じゃなくて論語よ～」

　対して、桃見は寺田の言葉などどこ吹ふく風といった様子だ。

「名越さん……何とも思わなかったのかな」

　佐希が呟つぶやき、

「あれでいいのよ～。むしろプロだなと思ったわ～」

　桃見がフォローした。

「そもそも、何しに来たわけ!?」

「挨拶に来た相手と話していたら、いつの間にか喧けん嘩かを売られていた。何を言ってるのかわからねーと思うが、あたしも何をされたのか分からなかった……」

　舞子と一乃は、未まだ憤ふん慨がいしている。

「……あのさ、ちょっといい？」

　それまで黙だまっていた武詞だったが、佐希に話しかけることにした。一つ、どうしても気になることがあったのだ。

「もしかして、その……商業コーナーの売り上げって……」

「……」

　佐希は、口をつぐんだ。何を言っていいのか分からない、そんな様子だ。

「おそらく～、武詞くんの考えている通りよ～」

　代わりに、桃見が話し始める。

「あの人のお店──アルトリバーの庵波店は、オープンしてから大人気なの～。うちだけじゃなくて～、ほかのアニメショップさんや書店さんの売り上げも奪うばわれ気味なのよ～」

　そう言ってから、桃見は苦笑した。

「新たなライバル登場～、ってところなのかしら～」




「おつかれさまでしたー」

　仕事を終え、勤きん怠たいを押し、武詞は帰り支じ度たくを始める。

「おつかれさま」

　髪かみをほどきながら、佐希が答えてきた。

「……あ、そうだ」

　ふと、武詞はあることを思いついた。

「あのさ、今から暇ひま？　ちょっと、付き合ってほしいんだけど」

　早さつ速そく、佐希に話しかけてみる。

「え、え？」

　すると、佐希はいきなりきょろきょろし始めた。

「なに、何なのよ。仕事上がりに誘さそってくるなんて、初めてじゃない」

　何やら困っている。用事でもあるようだ。

「いや、忙しいなら別にいいんだ。園花ちゃんにでも──」

「べ、別に忙しいってわけじゃないわよ」

　園花を捜そうとした武詞の前に、佐希が回りこんでくる。

「その……何なのよ。用があるなら、はっきり言ってみなさいよ。……聞く、から」

　そして、若じやつ干かん顔を赤らめながらそんなことを言った。

「いやさ。アルトリバー、だっけ？　そこに行ってみようと思うんだけど」

　これが、その思いつきである。

「売り上げ取られてるっていうなら、研究しようと思ってさ。うちだけじゃなくて、他の店舗も圧あつ倒とうするくらいなら、きっと凄すごい仕し掛かけがあるはずだろ。まずはそれを調査してみようかなって」

　トレジャーハンター時代に学んだ事だ。何をするにせよ、事前の情報収集というのは大変重要である。前もって下調べしておくことで、様々な対策が立てられるようになるのだ。

「でも、俺場所知らなくってさ。その店の場所知ってるなら、案内してもらえないかなーと思って」

「……」

　説明を終え、改めて佐希を見やると、佐希はえらく不満げな表情をしていた。

「何に誘われるのかと思ったら……」

「ん？　なに、どうしたの？」

「どうもしないってばっ。……着き替がえるから外で待ってなさい」

　佐希は、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

「あ、ああ……」

　釈しやく然ぜんとしないものを抱かかえながらも、武詞は大人しく事務所から出たのだった。







　店の外でしばらく待っていると、佐希が出てきた。着替えを済ませ、私服である。

「へえ……」

　佐希の私服は、ワンピースに八分丈たけのデニムパンツを合わせるというシンプルなものだった。しかしこれが随ずい分ぶんとよく似合っている。

「なによ、じろじろ見て」

「……い、いや、何でもないって！　ほら、早く行こうぜ！」

　誤ご魔ま化かして、武詞は歩き出す。

「もう、そっちじゃないわよ」

　すると、武詞の腕うでを佐希が掴つかんできた。

「わわっ!?」

　思わず、裏返った声を上げてしまう。

「えっ、ちょ、なななんなのよ」

　武詞の反応に驚おどろいたのか、佐希が手を離はなした。

「……」

　しかし、掴まれた部分にはまだ感かん触しよくが残っている。柔やわらかく、甘く、何か切なくなってしまうような──そんな感触。

「うわー、青春ですかー？」

　いきなり、そんな声がした。

「どうよお姉ちゃん、お姉ちゃんの灰色の人生とは大おお違ちがいじゃないんですかー？」

　髪を後ろで二つに結んだ女性が、武詞の方を見ながら話している。

「大きなお世話と思わない？　わたしはエロい事しか頭にない桃もも色いろ人間とは違う、思し慮りよ深ぶかい女性なの」

　背格好から面立ちまでまったく瓜うり二ふたつの女性が、それに答える。

　──彼女たちは、名前を越こし部べ絵え美みと越部玲れ美みという。とらのまきと同じビルに入っている、ゲーマード庵波店の店員だ。

「あ、ども」

　とりあえず会え釈しやくをすると、軽い雰ふん囲い気きの方の女性──玲美がにんまり笑った。

「仕事上がりとお見受けしますが、二人してどこへ行く予定ですかー？」

「いやらしいことをすると思わない？　エロ同人みたいに……」

　少々暗い印象の女性──絵美が、じっとりした目で武詞達を見やってくる。

「しませんっ！」

　武詞と佐希は同時に否定した。

「じゃあ、どこに何しに行くんですかー？」

　あくまでニヤニヤしながら、妹の玲美が聞いてくる。

「こいつが、『アルトリバーに行ってみたいけど場所が分からない』っていうから案内するんです」

　佐希がそう言うなり、二人は揃そろって微び妙みような表情をした。

「あそこ、ですかー……」

「ふーん……」

（……なんなんだ？）

　武詞は怪け訝げんに思う。店が近い──というか同じビルにある関係で、この二人とは結構話す機会があるのだが、こんな表情はあまり見たことがない。

「ま、ごゆっくり。わたしたちは帰りますかー？」

「……やっぱり、アルトリバーに行くとか怪あやしいと思わない？　そう言っておいて、どこかのホテルに行くんだわ。そして、女の子にコスプレをさせた上で、あれこれいやらしいことを──」

「また妄もう想そうが始まったー。実はそういう願望があるんじゃないんですかー？」

「なっ!?　そ、そんなわけないって思わない!?」

　わいわい言いながら、二人は去っていった。

「……賑にぎやかな人達だなあ」

「ほら、わたし達も行くわよ」

　佐希が急せかしてくる。

「あ、うん」

「……にしても、やっぱりゲマでもああいう評価なのね。まあ、無理もないか……」

　ふと、佐希がそんなことを呟いた。

「ん？　どういうこと？」

　武詞が聞き返すと、佐希は目を閉じて眉まゆを軽く上げた。

「ま、行けば分かるわよ。──アルトリバーが、どういう店かを見ると、ね」







　とらのまきから、少し離れたところに、その店はあった。

「おー、オシャレな感じだね」

　外装エクステリアを見ながら、武詞は感心する。趣しゆ味みのいい雑貨屋さんといった感じの雰囲気だ。

「外面はいいのよね」

　佐希も感想を口にする。

「……？」

　武詞は首を傾かしげた。なんだか、微妙にとげがあるように思える。

（みんなして、どうしたんだろうなあ）

　さっきのゲーマードの二人といい、このアルトリバーというお店に、何か含ふくむところがあるような気がする。まあ、あの寺田という男の態度からすると無理もない事なのだろうが、ただそれだけが理由ではないようにも思える。

「……それはさておき、すごい人気だな」

　中の様子を窺うかがって、武詞は感かん嘆たんした。

　人が沢たく山さん入っている。出入りも中々激しい。回転率がいい、というヤツだろうか。

「……ま、とりあえず入ってみるか」

　まあ、何にせよ入ってみなければ分からない。扉とびらを開け、武詞は店内に足を踏ふみ入れた。

「いらっしゃいませですにゃあ☆」

　瞬間、黄色い声が飛んでくる。

「へっ……？」

　武詞は仰ぎよう天てんする。一体何事なのだろう。

「ごしゅじんさま、ごしゅじんさま」

　ぽかんとしている武詞に、メイド服姿に猫ねこ耳を着けた女の子が駆かけ寄ってくる。

「今日も沢山買ってってくださいにゃあ☆」

　そして、武詞の前で萌もえ萌えなポーズを取った。

「あ、はい、ども……」

　武詞は面食らいつつ、会釈する。

「はっ」

　小さい声で、佐希が鼻を鳴らす。

「にゃあにゃあ☆」

　またポーズを取ると、女の子は去っていった。

「……誰だれ？」

　武詞が呟つぶやくと、佐希が溜ため息いきをついた。

「店員よ。驚いたことにね」

「そう、なの……？」

　店内を見回す。すると、同じようにメイド服プラス猫耳の女の子が何人も店の中を歩き回っていた。

「……ほんとに？」

　しかし、武詞の知る書店員とは何もかもが違っていた。棚たなのメンテをすることもなければ、品出しをすることもない。何というか、適当にうろうろと歩き回っている感じである。とらのまきなら、これだけ混雑しているとてんやわんやになってしまうのだが、何が違うのだろう。

「本当なのよ。呆あきれたことにね」

　そう言って、佐希が腕を組む。

「はあ……」

　呆あつ気けにとられながら、ひとまず辺りの棚を見回ってみる。

「お、ライトノベルコーナーじゃん」

　店の一角に、紙に手書きで「ラノベ」と書かれたポップ──らしきものが貼はり付けられた棚があった。

「ちょっと行ってみようぜ」

　その棚に向かって歩き出す。店員さんはさておくとして、棚の様子は見ておきたい。どんな工く夫ふうが為なされているのか。

「画用紙にマジックで書き殴なぐって、セロテープで貼り付けただけねえ」

　呟きながら、佐希がついてくる。

「さて、どれどれ」

　棚の前に立ち、並び方を見てみる。

「スーパーラッシュに、ダダダ文庫に、ホワイトバードに……って、あれ？」

　程ほどなく、武詞は猛もう烈れつな違い和わ感にとらわれた。

「え、ちょっと……」

　出版社別に分けられていない。少年向けのものと少女向けのものがごちゃごちゃになっている場所さえある。

「なんなんだ……？」

　──否いな、それどころではない。七巻で完結したシリーズの二巻だけが差さっていたり、あ行の作者のとなりにま行の作者の本があったり。整理されていないというより、整理する気が最初からないといった方が近い。

（おかしいだろ、これ……！）

　なるほど、店員が忙いそがしそうにしていないわけである。最低限の仕事もしていないのだ。

「はあ……」

　佐希はというと、うんざりした様子を隠そうともせずに溜息をついている。

「ねえ、これって──」

「ちょっと、どいてよ」

　佐希に話しかけようとしたところで、武詞はいきなり押された。

「あ、すいません」

　乱暴な手つきにぎょっとしつつ下がる。

「邪じや魔まだよ」

　鬱うつ陶とうしそうに言ったのは、かごを手にした一人の男性だった。お客さんだろうか。

「……」

　武詞を押しのけると、男性は興味なさそうに棚を眺ながめる。

（これじゃ、探せないだろ……）

　横で様子を窺いながら、武詞はそんなことを考える。何がどこにあるのか分からないこんな棚では、欲しいものを見つけることなど──

「……えっ!?」

　次の瞬間、武詞は息を呑のんだ。男性が、棚のライトノベルを片かたっ端ぱしからぽんぽんとかごに放ほうり込み始めたのだ。

　無造作極きわまりない手つき。選んでさえもいないことは、明らかだ。

「おし」

　かごが一いつ杯ぱいになったところで、男性はさっさと歩き出した。

「……」

　絶句する。理解を超ちよう越えつした光景だ。

（何が、どうなってるんだ……？）

　衝しよう撃げき冷めやらぬまま、武詞は男性の姿を目で追う。

　男性が向かったのは、レジだった。先程のつっけんどんな態度はどこへやら、にこにこ満面の笑えみでもって、男性はレジにかごを置く。

「いらっしゃいませですにゃあ☆」

　カウンターの中の店員さんが、いちいちポーズを取りながら接客を始める。

「わー！　すごいですにゃあ！　ライトノベル、一万円以上お買い上げですにゃあ！」

　そう言って、店員さんがからんからんと鈴すずを鳴らした。

『ありがとうございますにゃあ！』

　すると、店の中の店員さん達が声を揃そろえてそう言った。

「……」

　佐希は黙だまりこくっている。もう、言うべき言葉も見つからないといった様子だ。

「二万三千五百円のお買い上げですにゃあ！　きゅぴーん」

　あくまでポーズを取りながら店員さんがそう言うと、お客さんの男性は惜おしげもなくお札を財さい布ふから取り出す。

「二万と、えーと……四千円？　のお預かりですにゃあ」

　もたもたした手つきでお金を勘かん定じようし、お釣つりを渡わたすと、

「……さあごしゅじんさま、どの子にしますにゃあ？」

　そんなことを訊たずねた。

（……どういうことだ？）

　唖あ然ぜんとしながらも、武詞は成り行きを見守る。

「も、勿もち論ろんみかちゃん！」

　店員さんの問いに、男性は興奮を抑おさえきれないといった様子で答えた。

「わあ☆嬉うれしいにゃあ☆」

　そう言って、店員さんがカウンターから出てくる。どうやら、みかちゃんというのは彼女のことらしい。

「じゃ、よろしくお願いしますにゃあ☆」

　しつこいくらいにポーズを取りながら、店員さんがお客さんの隣となりに移動する。

「はーい、じゃあ撮さつ影えいしますにゃあ」

　別の店員さんが、小さなインスタントカメラ──いわゆるチェキというヤツだ──を手にして、二人の前に立つ。

「はーい、ピースにゃあ☆」

　カメラの前で、みかちゃんなる店員さんはなおもポーズを取る。お客さんは、その店員さんの腰こしに手を回したりなんかしちゃって、ご満まん悦えつの様子である。

「はーい、撮とれました。じゃなかった撮れましたにゃあ。どうぞにゃあ」

　写真を撮った店員さんは、出てきたチェキをつまむようにして持つと、男性に渡した。

「ありがとう！」

　笑顔で受け取ると、男性はチェキを大事そうにしまいこむ。

「商品ですにゃあ☆」

　続いて、茶色の紙かみ袋ぶくろに詰つめ込まれたライトノベルが差し出される。

「あ、うん」

　受け取ると、男性はライトノベルを背負っていたリュックに適当な手つきで押し込む。

「じゃあね」

　手を振ふって、男性が店から出て行った。

「また、沢山買ってくださいにゃあ！」

　その背中に、店員さん達の声が掛かけられたのだった。







「どう、分かった？」

　店から少し離はなれた自動販はん売ばい機きの前で、佐希が聞いてきた。

「……うん」

　缶かんジュースを手に、武詞はぼんやりと頷うなずく。

「頭真っ白って感じね。ま、無理もないわ。わたしも最初はそうだったし」

　呆ぼう然ぜんとした様子の武詞を見ながら、佐希は苦く笑しようした。

「ちなみにあれ、金額によってサービスが変わるらしいわよ。店員とゲームが出来たり、手を繋つないでデートしたりも出来るんですって。『同じ本を買うだけなら、女の子と遊べる当店へ！』が売りですって」

「……おかしいよ」

　ようやくのことで、武詞はそれだけ言う。

「ええ、おかしいわね」

　佐希が、言葉に力を込こめた。

「あんなのは本屋じゃないわ。ダシにされてる本が可か哀わい想そうよ」

「そう、だね」

　佐希や、ゲーマードの店員さん達の微び妙みような態度が、今になればよく分かる。あんなもの、同じ業種として到とう底てい認められない。

「初めは、完全にシカトされて終わりかとも思ったんだけどね。ほら、一口にオタクって言っても色々な人がいるでしょ？　二次元や二・五次元命のお客さんもいれば、そうでもないタイプ──バラエティ番組を見ればＪ─ＰＯＰを聴きくような人もいるわけで、そっちの人が流れちゃってるみたい。いわゆる『ライト層』ね」

　佐希が言う。

「最近のとらのまきは、そういう人も来てくれるようになってきてたんだけど、一気に持って行かれた感じね。何とかして取り返したいんだけど──」

「キャハハハ！」

　いきなり、辺りに甲かん高だかい笑い声が響ひびいた。

「な、なに？」

　驚おどろいた様子で、佐希が声のした方を向く。

　そこは、路地裏だった。複数の女の子が、話をしているらしい。

「この声、まさか──」

　武詞は、路地裏をそっと覗のぞいてみた。

「──やっぱりだ」

　そこにいたのは、さっきの店員さん達だった。メイド服姿のままでたむろしている。

「マジバカだよねー。語ご尾びににゃあ☆とか付けたら『萌もえ～』とか言うんでしょ」

「アハハ！　ウケるー！」

　その話題は──明らかに不ふ穏おんなものだった。

「時給いいから続けてるけどさー、まじきっちいわ」

　みかちゃんと呼ばれていた店員さんが、不快そうに眉まゆをしかめる。

「さっきのヤツとか、腰に手ぇ回してくるし。調子乗りすぎだっての」

「許してやんなよー。どうせ童どう貞ていで女の子の手も握にぎったことないんだよ」

「でもさ、手て汗あせとかひどいんだよ。ほらここ触さわって触って、まだべとべとしてる」

「やだー！　キモーイ！」

「てか服もウケルよね。下手にオシャレぶった格好してるから余計悲ひ惨さんな事になってたわ」

「ネットで通つう販はんしたんじゃないの？　服屋とかキョドって行けなそうだし」

（……ひ、ひどい……）

　邪じや険けんにされたことも忘れ、武詞は男性に同情する。もし彼がこの話を聞いたら、吐と血けつして死んでしまうかもしれない。

「あー、明日あしたバイトないしクラブでオールすっかー」

「あ、あたしも行っていい？」

「そうそう、りっちゃんに合コン誘さそわれたんだ！　相手は坂大の院生で、一流企き業ぎように就職決まってるんだって！」

　話の内容からして、彼女たちはいわゆる「リア充じゆう」に分類される人種らしい。

「それにしても、うちらの仕事って本屋っぽくないよねー」

　女の子の一人が言い、別の女の子が頷く。

「まー、どうせこうでもしないと売れないんでしょ。ラノベとか、くだらなそうだし」

「タイトルばっかり無む駄だに長いんだよね。ナントカがナントカでナントカーみたいな」

「そうでもしないと内容が分かんないんでしょ。オタクって、ネットでは偉えらそうだけどバカだから」

（……）

　びき、と。武詞のこめかみで血管が音を立てた。少々、なめすぎだろう。

「ああ、タイトルで思い出した」

　みかちゃんが、ぽんと手を合わせた。

「この前ちょーウケるタイトルの本があったの。えーと、なんだっけえーと……」

　少し考えてから、

「思い出した思い出した！　フルオタクパニックってのがあったの！　もー笑いこらえるの必死だったよ！」

（……っ！）

「やだー何それ！　バカっぽい！」

「そりゃパニックにもなるわよねー。オタクなんて一人だけでも死ぬほどキモいのに、フルでオタクとかマジありえないー」

「あはははは！」

　目の前が真っ赤になる。これはもう我が慢まんできない。一言いってやらねば。ラノベ好き代表として、お前らふざけんなと一いつ喝かつするのだ──

「おまえら！　ふざけんなー！」

「へっ……？」

　武詞は仰ぎよう天てんした。自分が言わんとしていたことを、誰だれかが代わりに言っている──？

「黙って聞いてたら好き放題いってくれちゃって！　もう許さないわよ！」

　それは、佐希だった。顔を真っ赤にして、怒ど鳴なりつけている。

「はぁ？　なにあんた？」

「うざ」

　女性店員達が、佐希を睨にらみ返す。

「うざいのはあんた達よ！」

　佐希は一歩も退かない。それどころか、つかつかと女性店員達に向かって歩き出した。

「ま、待て！　落ち着け！」

　武詞は佐希の前に立ち、彼女を押しとどめた。怒いかりはもうどこかに消えてしまっている。自分より明らかに怒おこっている佐希を見て、かえって冷静になってしまったのだ。

「どいて！　そいつら叩たたきのめせない！」

　佐希が喚わめいた。これはまずい、完全にキレてしまっている。

「と、とりあえず行こう。な？　向こうも店員だし、とらの人間が喧けん嘩かしちゃまずいって」

「一いつ緒しよにするなー！」

「まあまあ、その気持ちは分かるけども」

　必死でなだめながら、武詞はどうにかこうにか佐希をその場から引き離したのだった。







「え、なんであたしらキレられてんの？　意味分かんない」

「ムカつくー」

　二人の闖ちん入にゆう者が去った後で、メイド姿の女性店員達が口を開いた。揃そろって腹立たしげな様子である。

「おや、どうしました？」

　そこに、一人の男性が姿を現した。

「あっ、寺田さん！」

　途と端たん、一同は揃って目を輝かがやかせた。

「寺田さんー、なんか変なのがいきなり怒鳴ってきてー」

「すごく怖こわかったんですー」

　揃いも揃って、声色に明らかな媚こびが浮うかぶ。

「それは穏おだやかではありませんね。まさか、ストーカーですか？」

　現れた男性──寺田が言った。

「そういうんじゃないですけどぉ、なんか男と女の二人連れでぇ」

　みかちゃんが、露ろ骨こつに寺田へとすり寄る。

「なんだっけ、とらの人間？　とか言ってたよね」

「とらってなにー？」

「知らないよー」

　他の店員達も、口々に言う。

「……ふむ、なるほど」

　話を聞きながら、男性は唇くちびるを歪ゆがめる。

「で、あるなら……もう一度、行ってみるのもいいかもしれませんね」
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「ほんと、なんなのよあいつら！　失礼しちゃうわ！」

　次の昼休み、佐さ希きは昼食を取りながら憤ふん慨がいしていた。

「ああ、そうだよな」

　やや気け圧おされながらも、相あい槌づちを打つ。

「オタクをバカにするのは勝手だけど、仕事にしておいてそれってどうなのって感じじゃない。あれじゃ騙だましてるようなものよ」

「確かに」

「ちょっと可愛かわいいと思って、調子に乗ってさ！　リア充ってどうしてみんなああなのかしら！」

　ふと、佐希が気になる言葉を口にした。

「そりゃあ可愛い子がコスプレしたら似合うわよ？　でもさ、それってうわべだけじゃない。アニメルトの人みたいに作品をしっかり研究して仕草まで再現してるならまだしも、あんなうわべだけの人達に騙されるなんて。男の人ってみんなそうなのかしら」

「……んー、なんか違い和わ感あるな……」

「何がよ」

　むっ、と佐希が武たけ詞しを見てくる。

「いやさ、今の台詞せりふはお前が言っても嫌いや味みだろ」

「どういうことよ」

「どういうって……明らかに、お前の方が可愛いじゃないか」

　武詞としては、客観的に事実を述べたつもりだった。中身は別として、佐希の外見はそんじょそこらの『可愛い』子では歯が立たない。伊だ達てに学校で人気を誇ほこっているわけではないのだ。

「なっ──」

　だというのに、佐希の反応は武詞にとって全く想定外のものだった。

「なな、何を──」

　顔は真っ赤。口をぱくぱくさせるばかりで、具体的な言葉が出てこない。

「ど、どうしたんだよ。俺は別に、ただ──」

「ひ、昼休みに口説いてくるとかどういう神経してるのよ！」

　佐希の手に、メガホンが閃ひらめく。

「時と場合を考えなさいよ！」

「ほほう」

　瞬しゆん間かん、どこからともなく舞まい子こが現れる。

「それはつまり、時と場合によっては口説かれてやってもいいってこと？」

「ちっ、違ちがいます！　……なに変なこと考えてるのよバカ！」

「そこでなぜ俺に殴なぐりかかる！」

「天あま賀が、それに庫くら川かわ。いるか？」

　わいわい騒さわいでいると、観み月つきの声がした。

「二人とも、ちょっと来てくれ」

　普ふ段だんの観月と、少し様子が違う。

「はい？」

　返事をして、観月のいる方へと向かう。

「これはこれは、お忙いそがしい中すみません」

　──そこに、あの寺てら田だという男がいた。

「……」

　一緒に来ていた佐希が、わずかにたじろぐ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　武詞はそう声を掛かけ、一歩前に出た。

「え、でも……」

　佐希が何か言いかけたが、後ろ手のジェスチャーで「任せておけ」と伝える。

「昨さく日じつは、どうもうちの店員が失礼を働きましたようで」

　寺田は、そう切り出してきた。やや意外な展開だ。

「いえ、こちらこそかっとなってしまいまして」

　武詞は頭を下げる。向こうがそういう態度を取ったからといって、居い丈たけ高だかにはなれない。

「いえいえそんな。配はい慮りよに欠けておりました」

　寺田が、笑えみを浮かべる。

「オタク……というんですか？　そういう社会の階級カーストでいうと下位に位置するものに帰属心のようなものを抱いだいているとは、思いませんでしたので。好きこのんで見下される立場に自分を置きたがる方がいらっしゃるというのは、不勉強でした。スタッフの教育の仕方を考えないといけませんね」

「……」

　ぐっとこらえる。実に不ふ愉ゆ快かいな言いぐさだ。しかし、怒おこればこちらが狭きよう量りようということになってしまう。寺田はそういう風に話を持っていっている。

「聞くところによると、店にもおいで頂いたようで。いかがでしたか？　勉強になりましたか？」

　そんな武詞の内心を察しているのかいないのか、寺田が話を続ける。

「是ぜ非ひあの手法を取り入れて、うちの店に対抗出来るくらいになってくださいね」

「……ははは」

　我が慢まん、我慢だ。たとえひどく傲ごう慢まんな物言いでも、反応してしまったら負けだ。

「オタク相手のビジネスモデルとしては、非常に優ゆう秀しゆうなものであるとわたしは自負しております。彼らが異性に縁えんのないこと、加えて目新しく見える仕し掛かけにすぐ食いつく習性を持っていること、思し慮りよ深ぶかい行動を取らないこと──この辺りを狙ねらい目と感じました」

　我慢、だ。一体どうしてわざわざそんなことを言いに来るのだ──と噛かみつきたい気持ちを、必死でこらえる。

「失礼ながら、あなた方にはそういうパラダイムをシフトさせるような視点が欠けつ如じよしている。老ろう婆ば心しんながら申し上げますが、今のままではいつまで経っても惨みじめなオタク商売から抜ぬけ出せませんよ」

　──限界は、呆あつ気けなく来てしまった。

「それは……お断りします」

　我慢しないといけないのではない。

「騒ぎを起こしておいて、こんな言い方するのもどうかとは思うんですけど──」

　我慢しては、いけない。

「──貴方あなたのやり方は、間違っています」

　事務所に静せい寂じやくが訪おとずれる。それまでぺらぺらと喋しやべり立てていた寺田まで、目を見開いて黙だまり込んでいる。

「……はは、はっはっは！」

　ややあってから、寺田は笑い出した。

「これは驚おどろきました。最近の若者は、相手が目上であってもずけずけとものを言うと聞いていましたが、なるほどその通りですね。自信の根こん拠きよがやや薄はく弱じやくであるようにも見えますが、そこは若さの表れと大目に見て差し上げます」

　そして、笑顔のまま訊たずねてくる。

「参考までに、一体何が気に入らないのですか？　綿密なリサーチに基もとづき、対象を正しく把は握あくした上で、最も適切なサービスを提供する。ビジネスの基本中の基本でしょう」

「そこが許せないんですよね」

　言葉選びが厳しいかもしれない。が、そのくらいはしないといけないだろう。

「つまり、お客さんを見下し、バカにして、そして搾さく取しゆするような形でものを売りつける。そういう貴方の姿勢そのものですね。……あと」

　きっ、と。寺田を睨にらみ付ける。

「この店をコケにされて、黙っていられるはずがないじゃないですか。こっちにも、意地ってものがあります」

「ふーむ。なんて言えばいいのかなあ……」

　寺田は腕うでを組んで考え込んだ。出来の悪い生徒に、何とか問題の解き方を教えようとしている教師のような仕草である。

「いいですか？　『民たみは之これに由よらしむべし。之これを知しらしむべからず』といいましてね。民衆に、正しい道に従わせることは出来る。しかし、一人一人にその内容を理解させるのは難しい──という意味ですね」

　もったいぶった態度で、寺田が話す。

「民衆、という大きな枠わく組ぐみで見てもそうなのです。ましてや、その中でも下層に位置する集団が相手なのですから、どうしてもそれなりの扱あつかいになるのは仕方ない事でしょう」

「いいえ、そうは思いません」

　武詞は、寺田の言葉を即そく座ざに否定する。

「ね、ねえ……」

　佐希が、そっと袖そでを引いてきた。もうそのくらいにしておけ、と言いたいに違いない。

　しかし、武詞は振ふり返らない。寺田から目を離はなさない。──絶対に、退きたくない。

「僕は、この店で大切なことを教わりました。ものを売るということがどういうことか、お客さんに商品を買ってもらうことが、どういうことなのかを。そんな大事な場所を馬鹿にされて、黙っていられるはずがありません」

　後ろで、佐希が息を呑のんだ。彼女には、彼女にだけはこの気持ちを分かって欲しい──なぜか、強くそう思う。

「ほほう」

　寺田の余よ裕ゆうの態度は崩くずれない。

「ならば、こういうのはいかがでしょう？　いわゆる、売り上げ比べですよ」

　眼鏡の奥で、寺田はその瞳ひとみを光らせた。

「私は、私のビジネスマンとしての経験から、私のモデルが書しよ籍せき販はん売ばい業における最高の革新イノベーシヨンであると考えている。しかし、君は自分達の書店員としての経験から、自分達の売り方が本屋としてベストだと信じている。ならば、競きそってみましょう」

　表面上の慇いん懃ぎんさで隠かくしきれない、相手を見下し軽んじる、そんな視線。

「いいでしょう～」

　その時。ずっと黙っていた桃もも見みが、口を開いた。

「わたしが許可します～。勝負して～、白黒つけましょう～」

「本当にですか？　リスクを考こう慮りよしない無む鉄てつ砲ぽうな行動は、深刻な損失をもたらしますよ？」

　寺田が、唇くちびるを歪ゆがめる。

「『暴ぼう虎こ馮ひよう河かし死して悔くいなき者は、吾われ与ともにせざるなり』という言葉があります。虎とらと素す手でで戦い、大きな川を泳いで渡わたろうとして死んで後こう悔かいしないような人間は──」

「言いたいことは、それだけですか～？」

　寺田のお喋しやべりを、桃見は遮さえぎった。

「四の五の言ってないで～、戻もどってナントカ会議でも開きなさいな～」

　そして、不敵な笑みを浮うかべる。

「──武詞くんを相手にするのなら、それなりの覚かく悟ごが必要です。なめてかかっていると、後悔する羽目になりますよ」

　一いつ瞬しゆん。彼女の体から、何か恐おそるべき力が放たれる。

「おやおや、大丈夫ですか？　そこまで言ってしまうと、もう、後に退ひけませんよ？」

　寺田がわざとらしく目を見開いた。垣かい間ま見みえた彼女の別の顔に、気づかなかったらしい。

「ええ～。望むところよ～。こういう展開は嫌きらいじゃないですもの～」

　元に戻った桃見が、にっこりと微笑ほほえむ。

「では、店長さんの有り難いご助言に従って、わたしはそろそろお暇いとまいたしましょうか。……細々としたルールについては、また後ほどこちらより提示いたしますね。それでは」

　大おお仰ぎような仕草で会え釈しやくすると、寺田は事務所を出て行った。

「……」

　誰だれも、何も言わない。武詞でさえも、言うべき言葉が見つからなかった。

（店長、どうして……）

　冷静に考えてみると、店同士でそういう勝負事を行うというのは、一大事である。

「さあ、仕事に戻りましょう～」

　ぽんぽん、と桃見が手を叩たたく。

「そうそう～。武詞くん～。今回の対決は～、あなたに指揮を一任します～。思う通りにやってちょうだい～。期待してるわよ～」

　そして、武詞に微笑みかけてきた。







「……あ、寺田さん！」

　店から出てきた寺田の許もとに、ジュースのペットボトルを持ったみかちゃんが駆かけ寄った。

「どう、でしたか？」

　そして上うわ目め遣づかいになり、心配していたことを大げさな程ほどアピールする。

「ええ。大丈夫でしたよ」

　余裕だった、と言わんばかりの表情で寺田は答えた。

「ごめんなさぁい、わたしのせいで……」

　みかちゃんがしゅんとする。

「いえいえ。これも、仕事のうちですよ」

　そう言うと、寺田は微び笑しようする。

「……とらのまきと売り上げで勝負することになりました。君たちには、より一層頑がん張ばってもらわないといけなくなりました。期待していますよ」

「えええ、勝負ですかー？」

　みかちゃんが、目をまん丸にしてみせる。

「ええ。オタクの読むものでよくあるような展開にすれば乗ってくるかと思ったら、案の定でした。やはり、現実と虚きよ構こうの区別が本当についていないのかもしれませんね」

「えぇぇ、気持ち悪いー」

　心底嫌いやそうな感じで、みかちゃんが言った。

「でも、なんでそんな人達とわざわざ競争なんてするんですか？」

「そうですねえ……」

　みかちゃんの問いに寺田が答えようとしたところで、二人の側を一台の車が通った。丸みを帯びた近未来的なデザインだ。排はい気き音は小さく、とても静かである。

「今の車を、知っていますか？」

　ふと、寺田が訊ねた。

「えー、分かんないですー」

　みかちゃんは、そう答える。

「今の車はハイブリッドカーの中でも一番の売れ筋で、今や代名詞的な存在になっている車種です」

「はいぶりっどかー？」

　寺田の言葉に、みかちゃんは首を傾かしげた。

「知らないのですか。まあ、燃費のいい車なのですよ」

　苦笑しながら、寺田が続ける。

「どうしてそれだけの成功を収めたのかというと、比ひ較かく営業を徹てつ底ていしたのがその大きな理由です。他のメーカーの競合車種と比べて、どれだけ優ゆう秀しゆうかということを買い手にアピールしたわけです。そうすることで敵を圧あつ倒とうし、つけいる隙すきを与あたえずシェアを確保したのですよ」

「なるほどぉ……」

　みかちゃんの反応は、若じやつ干かん鈍にぶい。

「はは。女性に車の話は難しかったですかね」

　失礼なことを言って、寺田は苦笑した。

「うーん……ああ、そうだ。これなら女性でも分かりやすいですかね」

　そう言って、寺田はスーツの内ポケットから携けい帯たい音楽プレイヤーを取り出す。リンゴのマークがついた、最もポピュラーなものだ。

「あ、はい！」

　みかちゃんが、うんうんと頷うなずく。

「これも同じです。ブランドイメージを確立させ、次から次へと新製品を投入し、他のメーカーを圧倒し、デファクトスタンダードの地位を確立する。日本では大手の国内メーカーが独自のシェアを持っているのでまた事情が違ちがいますが、世界的に見ればどちらが王様であるかは明白です」

「わあ、そうなんですね！」

「敵を倒たおす。このシンプルでアグレッシヴな戦略が勝因です。今回の作戦も、それが狙ねらいだったのですよ。競合する他店を実力で排はい除じよし、この地域における絶対的な優位を確保するわけです」

　寺田の唇がつり上がる。

「すでに、もう勝ったも同然ですがね。生存競争を勝ち残っていくためのヴィジョンが欠けつ如じよしている。そんな連中を相手にして、負けるはずがありません」







（うーん……どうすっかな……）

　水曜日の終礼。武詞は考え込んでいた。中々、これはというアイデアが浮かばないのだ。

「きりーつ、れい」

　学級委員が型どおりの号令をかけ、それにわずかに遅おくれてついていく。その後は、教室掃そう除じのために机を後ろに下げる。

　お金持ちの子女が多い高校の割に、掃除のおじさんを雇やとっていたりしないのは、学校の方針だ。裕ゆう福ふくだからといって何でも他ひ人と任まかせにしていてはいけない──ということらしいが、別に裕福というわけでもない武詞にとっては、何だかとばっちりのようである。

「おーす」

　机を下げ終えた武詞に話しかけてきたのは、前まえ園ぞの学まなぶ。自じ称しよう武詞の親友だ。

「おう」

　返事はしているが、上の空。武詞にとって、自称親友よりも大切なことで頭がいっぱいなのだ。

「なんだ、考え事か？」

「おう」

「どうしたんだよ、何かあったのか？」

「おう」

「そうか。よし、俺が相談に乗ってやるぞ。何があった？　言ってみろよ？」

「おう」

「おうじゃ分かんねー！」

「おう」

「……そういや俺、掃除当番だ。なあ、代わってくれよ」

「いやだ」

「なんでそこだけちゃんと反応するんだ！」

　学がつっこんでくる。

「まだ完全に集中しきってないっていうか……なんでだろ」

　頭がいっぱいなのに、いまいち考えに没ぼつ入にゆうしきれない。アッパレスト制作時は、もっとぐっと集中出来たのだが。

「どういうことだよ、まったく」

「まあ、こっちの話だ。お前は掃除してろ。じゃあな」

「ちぇっ……天賀さんについて調べたかったのに……」

　武詞が帰ろうとしたところで、学がそんなことを呟つぶやいた。

「……ん？」

　天賀さん、という言葉が耳に引っかかって、武詞は思わず足を止める。

「いやさ、天賀さんの様子が変なんだよな。何かさ、ずっと考え込んでるっていうか──」

　そこで、学ははっと目を見開く。

「──まさか、お前！　天賀さんを襲おそいパンツを見る以上の不ふ埒らちな行こう為いに及およんだんじゃないだろうな!?」

「してねーよ！　なんだよその飛ひ躍やくは！　……しかし、そうか。考え込んでる、か」

　察しはつく。例の、対決の件だろう。

（責任とか、感じてるのかな……）

　佐希は、真ま面じ目めである。ああいう事態が起こり、自分は無関係だと逃にげるようなことはしないだろう。

（俺がしっかりしなくちゃ、な）

　そう、決意を新たにする武詞だった。







　しつこい学をなんとかやり過ごし、武詞はコンビニに立ち寄っていた。

（ヒントがあるかと思ったけど……）

　雑誌等を立ち読みしてみたのだが、これはという情報は見つからなかった。

（やっぱ、そう簡単に上う手まいやり方なんて見つからないのかな）

　溜ため息いきをつき、武詞はコンビニを出ることにする。

「いらっしゃいませー」

　レジから、店員さんの声が聞こえてきた。

「Ｄポイントカードはお持ちですか？」

　店員さんが、お客さんに尋たずねる。

（……ん？）

　その言葉が、なぜか引っかかった。

　ちらり、と。レジを見てみる。

　大学生風の若い男性が、ジュースのペットボトルを買っている様子だ。男性は、財さい布ふから青と黄色のカードを出した。

「お預かりします」

　そう言って、店員さんはカードを読み取る。

（あっ──）

　武詞は息を呑のんだ。

「……そうだ！」

　やってきた。閃ひらめきだ。あの時──フルオタを売る為ためのアイデアを思いついたあの時と同じ。電流が走るような、全身を得体の知れないエネルギーが駆かけ回るような、そんな感覚。

　出来るのか、出来ないのか。店内に突つっ立たったまま、考えを巡めぐらす。

（……うーん）

　材料が足りない。可能かどうか判断するに足る情報が、もう少し欲しい。

（よし、聞いてみよう！）

　そう決め、武詞は学校に戻もどることにした。佐希に聞いてみるのだ。

（行くか！）

　コンビニの出入り口にダッシュ。自動ドアが開くのを待つのももどかしく、外へと飛び出す。

「たっくん？」

　その時、武詞は声を掛かけられた。

「え？」

　足を止めて、振ふり返る。

「やっぱりだー！　コンビニ寄ってたの？」

　藍あい那なだった。何やら、随ずい分ぶんと嬉しそうである。

「ねね、今から帰りだよね。じゃあね、一いつ緒しよに帰らない？　わたし、行ってみたいお店があって──」

「悪い！　ちょっと行くところあるんだ！」

　誘さそってもらっておいて申し訳ないところだが、もういてもたってもいられない。今すぐ、思いつきを形にしたいのだ。

「行く、ところ？」

「仕事でちょっとあってさ。埋うめ合わせはするから。またなっ」

　そう言って、一目散に駆け出だす。

「あっ──」

　後ろで藍那が何か言いかけていたが、武詞はもう気づくことはなかった。







（……で、来てはみたものの）

　誰だれもいない教室で、武詞はぽつんと立っていた。

（そりゃ、いるわけないわな）

　掃除も終わり、ひたすらにがらんとしている教室で、武詞はうーんと悩なやむ。

（どうすっかな……そういやメアドも知らないし……）

　もう、下校してしまっているに違ちがいない。部活にも入っていないはずだし、放課後の学校に残っているはずが──

（──いや、待てよ）

　ふと、武詞はあることに思いあたった。以前、放課後にアッパレストを制作すべく資料を調べていたところ、佐希に声を掛けられたことがあった。

（もしかしたら、あそこにいるかも知れないぞ）

　早さつ速そく、武詞は駆け出す。







　向かった先は、図書室だった。

（いるかな……？）

　がらりと扉とびらを開けて、中に足を踏ふみ入れる。

（いないな……）

　きょろきょろと周りを見回す。本ほん棚だなの前で読む本を物色している生徒、辞書と参考書を脇わきに置いて勉強している生徒、教師がいないのをいいことにスマートフォンを操作している生徒。利用者は結構いるが、そこに佐希の姿はない──

「……あっ！」

　カウンターに目をやったところで、思わず声が出た。

「……？」

　カウンターの図書委員──すなわち眼鏡をかけた佐希が、怪け訝げんそうに武詞の方を向く。

「……」

　武詞を見るなり、佐希は動いた。隣となりに座っていた生徒に小声で何か言うと、カウンターから出てきたのだ。

「……ほら」

　近寄ってくると、佐希は扉に向かって顎あごをしゃくる。外へ出ろ、ということなのだろう。

　小さく頷うなずくと、武詞は扉を開けて図書室から出た。

「なに、何か用なの？」

　続いて出てきた佐希が、壁かべにもたれながら聞いてくる。

「実はさ。いい手を思いついたんだ」

　勢い込んで、武詞は話し始めた。

「いい手って……あの、アルトリバーとのこと？」

「そうだよ」

　一いつ旦たん言葉を切ってから、武詞は思いつきを披ひ露ろうする。

「とらのまきのメンバーズカードって、ポイントつくだろ。それを生かすんだ」

　──とらのまきメンバーズカード。申込用紙に記入すると作ることが出来て、買い物の金額に応じてポイントが貯たまり、一定のポイントでとらのまきのグッズや人気イラストレーター描かき下ろしのテレカなどがもらえるというものだ。

「ほら、コンビニのポイントカードって曜日とか日付とかによってポイントが倍になったりするだろ。あれをやってみるんだ」

　お得感を、お客さんに持ってもらうのだ。いかに本人の意思とはいえ、やたらと買わされてばかりなのは辛つらい。そこに、アピールするというわけである。

「なるほど」

　佐希がふむふむと頷く。

「でも……それ、大だい丈じよう夫ぶかな？」

　そして、心配そうな顔をした。

「ポイントの倍率の変へん更こうとか、わたし達に決められるかな……？」

「うーん……」

　もっともな話である。通常、多分会社単位で企き画かくするレベルのものだ。いち従業員の裁量を、明らかに超こえている。
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「店長に聞いてみるかな」

　メールしてみようと、携けい帯たいを取り出す。

「……あ、そうだ」

　そこで武詞は、ふとあることに気づいた。

「なあなあ、番号教えてもらってもいい？」

　今後も、何か緊きん急きゆうの時にはやはり連れん絡らく先さきが分かっていた方がいいだろう。互たがいに色々と便利になるはずだ。

「え、え？」

　すると、佐希は何やら戸と惑まどい始めた。

「なんだ、どうした？　……あ、もしかして携帯持ってきてないとか？」

「いや、そういうことじゃ、ないけど……」

　言いながら、佐希はスマートフォンを取り出す。

「ちょ、ちょっと待ってね」

　佐希は、妙みようにもたもたした手つきで操作する。

「……はい、赤外線」

　そして、スマートフォンを差し出してきた。

「おう」

　自分の携帯を差し出し、ポートを向かい合わせにする。

「うん、オッケー」

　メモリを確かく認にんし、武詞は携帯をしまった。

「ん？」

　そこで、佐希がじっとスマートフォンの液えき晶しようを見つめていることに気づく。ぽおっとしたような、そんな表情。

「……そ、それじゃ。わたし、図書委員の仕事あるから」

　何かを取り繕つくろうかのように言うと、佐希は図書室の扉に手をかけ、

「遠えん慮りよしないでいいから、何かあったら連れん絡らくしてきなさいよ」

　開ける前に、そう言った。

「おう、そっちもな」

　武詞は気軽に答える。

「……っ」

　すると、佐希は小さく息を呑のみ、それから図書室へ戻ったのだった。

（さて）

　その場で、早速メールの文面を考える。

（えーっと、件名は『アルトリバーの件について』がいいかな。それで、書き出しは──）

　いきなり、携帯がぶるぶると震ふるえ始めた。画面には、『店長』と表示されている。

「……はい、もしもし」

　一応周りの様子を窺うかがってから、小声で電話に出る。

『もしもし～。ごきげんよう～』

　携帯から、いつも通りに呑のん気きな桃もも見みの声が流れ出した。

『えっとね～、今アルトリバーの人が来て～、ルールが決まったの～』

「はい」

　固かた唾ずを呑のむ。一体、どんな形になったのか。

『武詞くんが～、藤ふじ江えファンタスティック文庫の棚たなを担当しているって話をしたら～、それならライトノベルの売り上げで勝負しましょうってことになったの～。期間は今月いっぱいね～』

「……なるほど」

　そう来たか、という感じである。

（まあ、向こうとしてはそういう条件になるだろうな）

　アルトリバーが出来てから、庵あん波ば店の売り上げが落ちたのは商業コーナーのみである。これはつまり、女性向けやメディア等では庵波店が優位にあるということであり、そちらも含ふくめると向こうは圧あつ倒とう的不利になってしまう。

（勝てる戦いをするのが常道、とかなんとか言いそうだな）

　不快な想像である。これはつまり、武詞達商業のスタッフが軽かろんじられていることに他ならないからだ。経験の浅い武詞はともかく、熟練の腕うでを持つ佐希までバカにされるのは我が慢まんならない。

『で～、どう～？　何か～、いいやり方は思いついた～？』

　桃見が、聞いてくる。

「ええ」

　それに、自信を持って武詞は答えた。

「凄すごいのを、思いつきましたよ」







「さーて……」

　次のバイトの日。武詞は逸はやる気持ちを抑おさえきれずにいた。

「もう、テンション上がりすぎよ」

　そんな武詞の姿を見た佐希が、苦く笑しようする。

「はい、ポスター刷り終わったよ！　ミッションコンプリート！」

　園その花かが、大判の紙の束を持って駆かけ寄ってきた。

「どれどれ……おお、いい感じだね」

『六月の土日は、メンバーズカードのポイントが五倍！　ライトノベルを買うと十倍！』。紙には目立つフォントでそうプリントされ、見出しの下では、マスコットキャラクターの真ま黄きちゃんがカードを高々と掲かかげている。

「やっぱり、描かき下ろしはよいものだ～」

　うんうんと桃見が頷く。

　描き下ろしというのは、この真黄ちゃんのことである。真黄ちゃんをデザインしたイラストレーターさんに依い頼らいし、突とつ貫かんで用意してもらったものだ。

　──電話で話したところ、桃見は二つ返事で許可を取ってみると請うけ合い、すぐに上層部に話を付けてくれた。

　前例がないことなので、庵波店限定での試験運用という形ではあるが、問題はない。

（結果を出せば、いいんだからな）

「決まってからは～、とらの公式の店てん舗ぽページやツイッターでも～ポイントのことを告知してあるわよ～」

　桃見が言い、

「それなりに反はん響きようがあったようだ。中々ない試みだからな。本社のシステム担当は相当苦労したらしいが」

　観月が苦笑する。

「一言でそれを決めちゃう桃見店長ぱねえっす」

　二人の話を聞いた一いち乃のが、感かん嘆たんしたように言った。

「そりゃーもう、キャリアが凄いから。発言力ありありなんですぜ。なんせ店長は──」

　ふふーんといった感じで、舞子が何事か説明しようとし、

「あら、舞子ちゃん？」

　瞬しゆん間かん、桃見の様子が変化した。

「なんのお話かしら」

　猛もう烈れつなまでの威圧感プレツシヤーが、辺りに吹ふき荒あれる。

「……さ、さー。それじゃ、アテクシはソーハンさん来てないか見てくるのですことよ」

　話を不自然な形で打ち切ると、舞子はすたこらと逃にげだした。

（なんせ店長は……なんだったんだろう……）

「武詞くん？　何か気になることが？」

　ちらり、と。威圧感プレツシヤーだだ漏もれ状態の桃見が武詞を見やる。

「ないです、ないです！」

　慌あわてて否定する武詞だった。







「じゃあ、わたしは品出ししてるから。レジお願いね」

　開店と同時に、佐希がバックヤードへと向かう。

「うん、任しといて」

　武詞が答えると、佐希はふと歩みを止めた。

「……あのさ」

　そして、振ふり返ってくる。

「ごめん、ね。わたしのせいで、何だか大事になっちゃって……」

　とても、申し訳なさそうな顔。

「いいって。俺が勝手にやってることなんだからさ」

　にっこり笑いかける。そう、これは武詞の戦いだ。佐希が悩なやむことは何もない。

「……うん」

　そう言って、佐希は微笑ほほえんだ。──嬉うれしそうで、見ていると思わずどきりとするような、そんな笑顔だ。

「っ……さ、さてと」

　気を取り直して、武詞はカウンターに置いてあるノートＰＣを操作する。店内ＢＧＭを流すのだ。

「再生、っと」

　仕組みは簡単。ＭＰ３ファイルを、メディアプレイヤーで再生するだけである。

『ま・き・ら・じっ！』

　軽快なジングルが流れる。店内ＢＧＭは、ラジオ番組をモチーフにしたものなのだ。

『パーソナリティの、京きよう前まえせらです』

『同じくパーソナリティの、辻つじ野の帷い子こでーす！』

『よろとらー！』

　明るい女性の声──一いち乃の曰いわく、有名な声優さんらしい──が店内に響ひびく。

（うーん……）

　軽けい妙みようなトークを聞きながら、店内を見回す。

（やっぱり、減ってるな……）

　以前と比ひ較かくして、やはりお客さんの数は少ない。

（いやまあ、まだ開店したばっかりだし──）

　あれこれ考えていると、お客さんがやってきた。

「いらっしゃいませ」

　早さつ速そく接客する。お客さんは、レジの上にライトノベルを三冊置いた。合格のレギオスの三、四、五巻である。

「メンバーズカードはお持ちですか？」

　そう訊たずねてみると、お客さんは首を横に振った。持っていないようだ。

「かしこまりました」

　少し勿もつ体たいなく思いながら、武詞は精算を済ませた。

「ありがとうございましたー」

　頭を下げて、お客さんを送る。さほどしないうちに、次のお客さんが来た。こちらも、やはりライトノベルを持っている。

「メンバーズカードはお持ちですか？」

　訊ねてみると、今度のお客さんは出してきた。

「お預かりいたします。　ただいま、ポイントが十倍になっております」

　そう伝えながら、ちらりとお客さんの様子を窺ってみる。十倍になるなら……ということで、追加で何か購こう入にゆうしてくれるかと思ったのだ。

　しかし、お客さんは特に反応しなかった。ごそごそと鞄かばんから財布を取り出している。

（……あれ？）

　武詞は不思議に思う。たとえ追加で買わないにしても、「十倍なのか」といった感じのリアクションはあるかと予想していたのだが。

（どうしてだろう……？）







　──そして、その後も同じだった。

　ライトノベルを買う人はいる。沢たく山さん買う人もいる。しかし、ポイントの効果があったのかというとはっきりしない。買う人は、以前から買っていたのだ。

　お昼休みを挟はさんでからも、その傾けい向こうに変化はなかった。程ほどほどには売れている。だが、効果の有う無むを見み極きわめられない。

　──更さらに、問題がもう一つ。

「……ねえ、師し匠しよー。お客さん、少なくない？」

　レジを佐希と交代し、品出しを行っていたところ、園花が心配そうに聞いてきた。

「……だね」

　──客足が、更に遠のいている。

　天候が極きよく端たんに悪いということもない。大きなイベントがあったというわけでもない。だというのに、今までに経験したことがないほどに、全体的なお客さんの数が減っている。

「どうしたんだろう……」

　何かが、起こっている。それは分かるのだが、確認することが出来ない。じんわりとした焦しよう燥そうだけが、ゆっくりと降り積もっていく。

「武詞くん～。そろそろ上がっていいわよ～」

　だから、桃見にそう言われた時、武詞は返事もそこそこに事務所へと走り飛び込んだ。

「お疲つかれ様──なんだ、どうした？」

　あまりの勢いに、中にいた観月が驚おどろいた。

「おつかれです！」

　返事だけすると、武詞は勤きん怠たいを押し荷物を持ち、飛び込んだばかりの事務所を飛び出す。

　目指す先は──アルトリバーだ。

　お客さんの激減。その原因は、きっとあの店である。

「──これ、は」

　到とう着ちやくするなり、武詞は愕がく然ぜんとした。

「なんで、こんなに……」

　人、人、人。──凄すさまじい程の、盛せい況きようである。

　しかも、ただ沢山いるというだけではない。出てくるお客さんの一人一人が、あり得ないほどの大きさの紙かみ袋ぶくろを抱かかえているのだ。

「どういうことなんだ──」

「……あんたも、ここにいたのね」

　立ち尽つくす武詞の脇わきに、佐希が来た。

「見てご覧」

　そう言って、佐希はスマートフォンを差し出してくる。

　見ると、液えき晶しようにはアルトリバーのホームページが表示されていた。トップには、大きくこうある。

『アルトリバーあんば店において、総選挙を開かい催さい！』

「ライトノベルの各レーベルごとに担当店員が付くんですって。で、レーベルの売り上げごとにそれぞれの店員にポイントが加算されるから、それで競争するっていう形かな」

「いやいや、待てよ。それって──」

　流は行やり物にさほど詳くわしくない武詞でも知っている。これは、有名なアイドルグループが使っている手法だ。

「一位になった店員は、金額に応じて応おう援えんしてくれたお客さんとデートしたりコスプレの個人撮さつ影えい会を開いたりするそうよ」

　佐希が、溜ため息いき混じりに言う。

「……でも、それはいくらなんでもやり過ぎだろ。ネットとかで叩たたかれてるんじゃないの」

　武詞が言うと、佐希は苦く笑しようした。

「それがね、そうでもないのよ」

　スマートフォンを操作すると、佐希はもう一度見せてくる。表示されているのは、ツイッターの検けん索さく画面だ。




　ちょｗｗｗ明らかに某ぼうアイドルグループ商法ｗｗｗｗ




　面おも白しろがっているもの、




　藤江担当の子かわいくね？　ちょっと貢こう献けんしてみるか………




　真ま面じ目めに興味を持ってしまっているもの、




　オタショップでものを売買するという行こう為いを脱だつ構築し、新たな概がい念ねんを提示していると言える。モノの売り買いそれ自体が、エンターテインメントたり得るのだ。（つづく




　何やら小難しいことを言って自己アピールしているもの。色々とあるが、共通していることがある。

「これ……受けてるのか」

　──そう、全体を通して好意的に受け止められているのだ。

「ええ。みたいね」

　悔しそうに、佐希が言う。

「これはさすがに予想外だったわ。こんなことをやるとも、それが受けるとも思ってなかった」

　表情は、かなり深刻なものだ。

「……うん」

　武詞も、そう言って頷うなずくことしかできなかった。

「……その、言っていい？　ポイントのことなんだけど」

　佐希が、遠えん慮りよがちに聞いてきた。

「うん、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「思ったんだけど……多分、効果は薄うすい、かも」

　──薄うす々うす勘かん付いていた、ことだった。

「発想はね、よかったと思うの。ただ、なんて言うんだろ、とらに来てくれるお客さんって……そういうの、あんまり気にしないかもしれない」

「……なるほど、な」

　欲ほしいものとなれば、万ばん難なんを排はいして買いに来る。興味のないものには気を取られず、真まっ直すぐ買いたいもののところへと向かう。値段の高い低いも気にしない、自分が欲しいというその気持ちを一番大事にする。

「うん、言う通りかも、しれない」

　そんなお客さんに、お得さをぶら下げてもそっぽを向かれるだけ──いや、それも違ちがう。

「初めから、眼中にないかもな」

　そもそも、おそらく認にん識しきさえしてもらえないだろう。

「あと、言おうかどうしようか迷ってたんだけど……ポイント倍とか、実は珍めずらしくないのよね。たとえば、ゲマさんはマスコットキャラの誕生日に二倍にしたりしてるはずよ」

　少し遠慮がちに、佐希が言う。

「その……あんまり、目新しくなかったのかも。五倍っていう数字は大きいけど、目を惹ひかなかった──みたいな」

「……そう、か……」

　武詞は唇くちびるを噛かむ。残念ながら、決定打には程遠かったようだ。一体、どうすればいいというのか──

「お！　とらのまきの店員さん！　奇き遇ぐうですね！」

　その時、何やら変に元気な声が掛かけられた。

「敬礼！」

　声の主は、太った眼鏡の男性だった。何やら、佐希に向かってびしりと敬礼している。

「ぐはあ！」

　そして、敬礼したまま男性は前のめりに倒たおれ込んだ。後ろから蹴け飛とばされたのだ。

「限界だと思った」

　苛か烈れつな一いち撃げきを加えたのは、ややキツい印象の女性だった。

（ん……？）

　この光景には、見覚えがある。確か、この二人は──

「……あ、マロンブックスの！」

　そう、マロンブックスの店員さん達だ。園花と研究に向かった時、店先で激げき烈れつなボケツッコミを繰くり広げていた人達である。

「貴様は～～～！」

　武詞を見るなり、男性の方が駆かけ寄ってきた。確か、湯ゆ川かわ太たい地じという名前の人のはずだ。あの時、自分で名乗っていたから間違いはないはず──

「うぐぐぐ!?」

　などとのんびり分ぶん析せきしている場合ではない。太地が、いきなり首を絞しめてきたのだ。

「貴様は幼女に手を出したヘンタイではないか！　悪あく霊りよう退散悪霊退散！」

「いや手なんて出してませんから！　てか苦しい！　苦しいですよ！」

　さすが大おお柄がらなだけあって、絞める力が強い。自分の顔がどんどんピンクになっていくのが分かる。

「だからやめろっつーの」

　きつい印象の女性──確か由ゆ良らという名前のはずだ──が、げしげしと太地を蹴ける。

「おうふ！」

　太地が転がり、ようやく武詞は解放された。

「あ、あのー……お仕事終わりですか？」

　佐希が、二人にそう訊たずねる。武詞が締め上げられて驚いたのか、珍しく若じやつ干かんおろおろしている。

「うむ！」

　得意げに太地が答え、

「不自然な言い回しで返事すんなよ。きもちわりーな」

　由良が再び蹴りを入れる。

「うごっほ！」

「あの……今明らかに吹ふっ飛とんだんですけど、大丈夫なんですか？」

「我々の業界ではご褒ほう美びです……」

　武詞がおそるおそる訊ねると、太地がよろよろ起き上がりながら答えた。

「で、君らは何やってんの？」

　由良が、武詞と佐希を見ながら聞いてくる。

「えっと、その……」

　口ごもりながら、佐希がアルトリバーの方を見やった。

「あー、敵情視察ね」

　由良は苦笑する。

「ふんぬー！　人気が出すぎだ！　訴そ訟しよう！」

　太地が憤ふん慨がいした。あれだけぼこぼこにされたのに元気な辺り、相当のバイタリティを持っているようだ。

「おめーが原告な時点で敗はい訴そ確定だよ。……んじゃま、あたしは帰るよ。おつかれさん」

　手をひらひら振ふると、由良は歩き出した。

「そうだな。行こうか」

　太地も、それに合わせて歩き出す。

「ついてくんなよ」

「ゲボアハァ！　……ひ、ひどい……駅まで道が同じなのに……」

「遠回りしろや。仕事の時以外は半径二十メートル以内に入らないよう心がけろ」

「あ、あの……」

　過激なドツキ漫まん才ざいを繰り広げる二人に、武詞は話しかけた。

「ん、どうしたん？」

　由良が、武詞の方を見やる。

「この態度の違い……イケメンは正義だというのか……」

「わけわかんねーこと喋しやべんなって」

　ぶつぶつ言う太地を、由良が再び張はり倒す。

「あそこの店……どう思いますか？」

　由良に、武詞はそう聞いてみた。

「んー」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、由良は少し考える。

「あんまいい気はしないね、正直なところ」

「うむ」

　由良の言葉に、太地も頷く。

「だからなんで相あい槌づちが『うむ』なんだよ。普ふ通つうに喋れよ普通に」

「やっぱり、圧あつ倒とうされたりしますか？」

　何度目か分からない蹴りを入れる由良に、武詞はもう一度聞いてみた。

「されないね」

　即そく答とうだった。

「えっ──」

　思わず、息を呑のんでしまう。

「うむ。むしろ、されてはならない」

　蹴られて地面に転がっていた太地が、起き上がる。

「ロリコンくん。君は今日バイトだったのかい？」

「あ、はい……」

　ロリコン呼ばわりに抗こう議ぎするのも忘れて、武詞は返事をしてしまっていた。

「お客さんは来たのかい？」

　なぜかというと、太地の様子が違うのだ。

「ええ、まあ……」

「減ってはいたけど、来てくれたんだね？」

　──それまでとは、明らかに別の何か。

「ならば、圧倒されていてはいけない。どれ程ほど強力なライバルが現れても、どれ程強大な敵が相手でも、来てくれる人が一人でもいるのなら、最後まで諦あきらめてはならない」

　──言うならば、信念のようなもの。

「我々は、支持してくれる人達を決して裏切ってはならない」

　──それが、感じられる。

「やれやれ。デブのくせに生意気なことを」

　今度は、由良も殴なぐらなかった。おそらくは、太地の言葉を認めているのだろう。

「ふう……」

　すると、太地は大げさに肩かたを竦すくめた。

「すまんが由良くん。我が輩はいのストライクゾーンは十五歳までなのだ。惚ほれられても応こたえてあげられないよ。……だが、まあ一夜限りの遊びでもいいのならごふぁああ!?」

　途と端たん、それまでで一番の暴力が太地を襲おそった。無言のまま、由良は徹てつ底てい的に太地を叩たたきのめす。

「……そう、か……」

　それはさておくとして、武詞は立ち尽つくしていた。

「……そう、ですね！」

　太地の言葉に、胸を打たれたのだ。

「すごく勉強になりました！　なんて、お礼を言えばいいか……！」

　思いっきり、頭を下げる。

「ふっ。礼などいいよ」

　地面に倒れたまま、太地が笑った。

「ただ、そうだな。感謝しているというのなら、君の店の可愛かわいいロリ少女の写真を──ぶぐふっ！」

「ほんとごめんね。廃はい棄きしておくから。……しかし重てえな。日ひ頃ごろ何食って生きてんだよ」

　気絶した太地をずるずると引っ張りながら、由良は歩いて行った。

「……なあ」

　その背中を見送りながら、武詞は佐希に話しかける。

「俺さ、やるわ」

　半分、自分に向かって。

「まだまだ、これからなんだ」

　そう、宣言する。

「……うん」

　佐希は、微笑ほほえんできた。

「頑がん張ばって。……ううん、違ちがうな」

　そして、首を横に振り、言い直す。

「がんばろっ」







「ふふ……」

　そんな二人の姿を、少し離はなれたところで観月が見ていた。唇くちびるには、微笑が浮うかんでいる。

「あら～、観月ちゃん～。こんなところでどうしたの～？」

「ひゃっ!?」

　いきなり話し掛かけられ、観月は裏返った声を上げた。

「あら可愛い～。ＲＥＣね～」

　話しかけたのは、桃見だった。

「もう、おどかさないでください」

　すねたように、観月が唇を尖とがらせる。

「二人のことが～、気になった～？」

「……ええ」

　桃見の問いに、観月は頷うなずいた。

「この光景を見てしまったら、心が折れるかもしれません。何か一言、かけてあげようかと思いまして」

「でも～、先を越こされちゃったね～。ふとっちょさんだけど～、言ってることは正しかったし～。残念だった～？」

　むふふと笑いながら、桃見が言う。

「まあ、それも悪くないと思います」

　苦く笑しようを返すと、観月は空を見上げる。日はまだ落ちきっていない。夏が、近い。

「わたしや店長に言われたら、つい『はいそうですね』と正直に受け止めてしまい、自分で考えることをやめてしまいます」

「そうね～。わたし達の言葉を信しん頼らいしてくれるのは嬉うれしいけど～、そうなるのはちょっと困りものよね～。だから、湯川さんには感謝しないといけないよね～。ふとっちょさんだけど～」

　さっきから、桃見の言葉にはどこかとげがある。

「……以前『ロリババアは対象外』と言われたのを、未いまだに根に持っているのですか？」

　それに勘かん付いたらしき観月が聞くと、

「うふふふふふふふふふふふふふふふ」

　桃見の体から、殺気が放たれた。

「あはは……」

　苦笑する観月である。

「……まだ、彼に一任しておくつもりですか？」

　ふと、観月はそんなことを訊たずねた。

「わたしとしても、アルトリバーのやり方は想定外でした。正直なところ、彼にはまだ荷が重すぎるかもしれません」

「そう考えないでもないんだけどね～」

　殺気を放つのをやめると、桃見は顎あごに指を当てる。

「今のを見て決めたわ～。武詞くんがやめたいって言うまで～、やってもらうわ～」

「そうですか」

「ええ～。武詞くんのいいところは～、一見無茶な発想を実行に移しちゃうところよ～。そこに辿たどり着きさえすれば～、きっとチャンスはあるわ～」

　しかし、ふと桃見は目を伏ふせる。

「……ただ、彼には辛つらいことかもしれないけれどね。圧あつ倒とう的な相手と戦うってことは、想像するよりもずっとしんどいことだもの」







　帰宅してから、武詞はＰＣをインターネットに繋つないでいた。何かヒントはないか、とあれこれ検けん索さくしていたのだ。

（うーん……）

　しかし、そう簡単にヒントが見つかるはずもない。時間だけが浪ろう費ひされていく。

（明日あしたもバイトだしな……）

　時計を見ると、もう二時を回っていた。いい加減、寝ねないといけない。

（……ん？）

　そこで、ふと武詞は気になる記事を見つけた。経済誌のページで、アイドルの『総選挙』手法について解説しているものだ。

（どれどれ）

　これを最後にしよう。そう思いながら、リンクをクリックする。

『ポイントは、やはり双そう方ほう向こう性である。これまでのアイドルは、文字通りの高たか嶺ねの花であった。手が届かないのは勿もち論ろんのこと、水をやることも肥料を与あたえる事も出来ない。ただただ、見守るしかない存在だった。

　それを、変えたのがこの手法である。ファンは、自らの力でアイドルの今後にコミットすることが出来る。ただ漫まん然ぜんと応おう援えんするだけではなく、直接的に影えい響きようを及およぼすことが出来るのだ。対象に自分も参加できるということが、モチベーションへと繋がるのだ──』

「……これだ！」

　思わず、声が出ていた。あの閃ひらめきが、もう一度訪おとずれたのだ。

「よし、よし……」

　時間のことなどとうに忘れて、武詞はアイデアをまとめることに没ぼつ頭とうした。

「……まだ、いけるぞ！」







「……ちょっと、どうしたの？」

　次の日の朝。武詞を見るなり、佐希はそう訊ねてきた。

「ん？」

「なんか、変に目がらんらんとしてるんだけど」

「……へへ、まあね」

　そう言うと、武詞は一つの箱を取り出した。

　蓋ふたの部分に細い穴を空け、横からは中が見えないようになっている。投票箱や、学校の生徒会が置いている意見箱等に似ている。

「なにそれ？」

　佐希が、不思議そうに聞いてきた。

「ここに、レビューを入れてもらうんだ。ほら、店内にメンバーズカードの申込書を記入するための台があるだろ？　あそこに置いてみようかなって」

　まず、使い方から説明する。

「……アルトリバーのやり方がお客さんを惹ひき付ける理由に、『自分が参加できる』ってことがあるんだ。そもそもの総選挙でもそうだよ。ＣＤを買うことで、自分が推おしているアイドルがより活かつ躍やく出来る──だからこそ、ファンは沢たく山さんお金を使うわけだね」

　次に、狙ねらいを説明する。

「それを、あえて取り入れてみる。でも、作品に対して失礼なことはしたくない。あくまで、一つ一つの小説を尊重したい。だから、こういう風にしてみることにしたんだ」

　自らの経験も反映させている。以前コーナー作りを頑張れたのは、自分が好きな作品のためだったからだ。

「自分の好きな作品について語りたい。自分の好きな作品を薦すすめたい。それって、誰だれでもある気持ちだと思うんだ」

「……もう、何よ。昨日の今日ですぐに新アイデア出してくるとか」

　佐希が、苦笑する。

「頑張るっていってもすぐには無理だろうって、だから悩なやんでるだろうって心配してたのに、なんだか取り越し苦ぐ労ろうだったみたい」

　しかし、武詞のアイデアがダメだというわけでもないようだ。

「……心配、してくれたの？」

　武詞がそう聞くなり、佐希ははっと息を呑のむ。

「べ、別にしてないわよ！　……そう、変に悩んで仕事に支障が出たら困るからよ！　それだけ！」

　そして、顔を赤くしてそう言った。

「う、うん……」

　武詞が気け圧おされながら返事をすると、

「なに!?　疑ってるの!?」

　佐希は一層ヒートアップし、メガホンを取り出した。

「またそれかよ！　やめろ振ふり回すな危ない！」

「おはよう～。朝から元気ね～」

　どたばたしていると、桃見が近づいてきた。

「あ、店長。ちょっといいですか？　実は──」

　早さつ速そく、説明してみる。

「ふむふむ～。なるほどね～」

　聞き終えると、桃見はにっこり笑った。

「いちいち許可を取らなくていいわよ～。どんどん試ためしてちょうだいな～」

「はいっ！」

　──信頼されている。そのことが、嬉しかった。







「ありがとうございましたっ」

　買い物してくれたお客さんに、心を込こめて声を掛ける。今の状じよう況きようでも来てくれる、そのことへの、せめてもの感謝の気持ちだ。

　それから、ちらりと台の方を見てみる。台には、箱と「あなたのレビューが、とらのまきの売り場を作る！」という見出しのポップ──武詞が徹てつ夜やで考えたものだ──が用意してある。

（うーん……そう簡単に、増えないか……）

　今のところ、お客さんからの投とう稿こうはない。足を止める人はいるが、実際に書いた人は未まだいない。

（まあ、確かにレビューを書くのは大変だろうしなあ）

　いきなり言われても、そう簡単に文章は思いつかないだろう。もしかしたら、一度家に帰って書いた上で、持ってきてくれるという展開があるかもしれない──

（……お？）

　その時。一人のお客さんが台の前に立ち、置いてあるボールペンを手に取った。武詞より少し上くらいの、若い男性である。

（来た来た来たっ）

　ガッツポーズをこっそり取りつつ、様子を窺うかがう。

　男性は、紙に何事かささっと書き付けて箱に入れた。そして、少しだけ笑ってからその場を去る。

（おおお……）

　書いたことが、嬉しかったのだろうか。考えた人間として、とても感動的である。

（早く、早く読みたい……）

　逸はやる心を、必死で抑おさえる武詞だった。

　──そして、昼休み。

「……うーん」

　事務所の隅すみの机で、武詞は箱を前に考え込んでいた。

「……うーん、うーん」

　いざとなると、急に緊きん張ちようしてきたのだ。

（考えてみると、やったことの反応をリアルタイムで見るのって初めてなんだよな……）

　アッパレストの時は、後になってまとめて見せてもらった感じだった。今回とは、随ずい分ぶんと状況が違ちがう。

（どきどきするもんなんだな……こういうのって）

「師し匠しよーー。おつかれさまー」

　うんうん唸うなっていると、園花が駆かけ寄ってきた。

「どしたのー？」

　武詞の様子を見て、園花は怪け訝げんそうに訊きいてくる。

「いやさ、早速コメントもらっちゃったんだけど……なんか読む勇気がなくってさ」

　苦笑しながら、武詞はそう答えた。

「ふむふむー。……あ、そうだ！」

　ぽむ、と園花が手を合わせる。

「代わりにあたしが読んであげるー！　だったら大だい丈じよう夫ぶだよね！」

「えっ、いやちょっと──」

　止めようとするが、

「答えは聞いてなーい！」

　園花は一気に箱を開けて中の紙を取り出した。

「さあ読むよー！　えーと、なになに……えっ」

　紙に目を通すなり、園花の表情が変わる。

「これ、は──」

「ど、どうしたの？」

　様子がおかしい。

「こ、これらくがきだね！　うん！　ぽーいしちゃお！」

　慌あわてたようにそう言うと、園花は紙を丸めて捨てようとする。

「おいおい、ダメだよ。折角もらった意見なんだから」

　そう言って、武詞は園花から紙を取り上げた。

「あっ──」

　園花が、なぜかすごく不安そうな顔をする。

「どうしたのさ、一体」

　首を傾かしげながら、武詞は紙に目を落とし、

「っ──」

　絶句した。




『勝てないからって客に助け求めるとかバロスｗｗｗｗｗプロの意地とかないんですかー？ｗｗｗｗｗｗもの売るってレベルじゃねーぞｗｗｗｗ』




「……っ、……」

　本当に、本当に、まったく言葉が見つからない。一生懸けん命めいやったことを面おも白しろ半分にからかわれるというのは──筆舌に、尽つくしがたい。

「おつかれー。……ってちょっと、どうしたの？」

　休きゆう憩けいに来たらしい佐希が、驚おどろいた様子で駆け寄ってきた。

「なんか凄すごい顔してるわよ」

「あ、佐希お姉ちゃん……」

　園花が、佐希の横に駆け寄る。

「あのね、師匠の箱に……その……」

「……なるほどね」

　それだけで事情を察したのだろう、佐希は武詞の許もとに歩み寄ってきた。

「貸して」

　紙をひったくり、目を通す。

「……」

　佐希も、文字を読むなり表情を変えた。

「……ふう」

　忌いま々いましげに溜ため息いきをつくと、佐希は紙を破りゴミ箱のそばまでいって投げ捨てる。

「こんなの、いちいち相手にしてたらきりがないわよ」

　戻もどってくると、佐希はそう言った。

「無視したらいいの。自分の考えに自信を持ちなさい」

　いつもよりも、少し直接的な物言いだ。

「……ああ」

　ようやく、武詞はそれだけ絞しぼり出した。

「でも、もう少し考えてみるよ。確かに、これは単なる煽りかもしれないけど、こちらの意図が伝わっていないという風にも言えるからね。伝える努力をしなくちゃいけないってことさ」

　言いながら、武詞は自分の言葉を軽いものだと感じていた。

「正しく伝えれば、きっとお客さんも分かってくれるはずだよ」

　──どうすれば、その目標が達成出来るのか、ちっとも分かっていないのだから。







　仕事が終わると、武詞はまたアルトリバーの前に立っていた。

　今日もアルトリバーは大繁はん盛じようである。沢たく山さんのお客さんが訪おとずれ、沢山買い物をしている。

（くそっ……）

　内心で、呻うめく。きっと、こうしている間にも差は開く一方である。早くなんとかしないと、挽ばん回かい出来ないほどに水を空けられてしまう──

「おや、これはこれは」

　──今、一番聞きたくない声がした。

「どうなさいました、こんなところで。もしや、あなたも買い物に？」

　寺田である。余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべて、武詞の方を見ている。

「はは、いえ、そんな」

　むっとする気持ちをこらえつつ、武詞はなんとか笑い返してみせた。

「調子はいかがですか？」

　寺田が、そう訊たずねてくる。

「調子、ですか……」

　なんと、答えればいいのか。正直なところを言うのは抵てい抗こうがある。しかし、嘘うそをついて誤ご魔ま化かしたくもない。

「ははは、まあまあ。まだ始まったばかりですよ。数字が確定したわけではありません」

　そんな武詞の葛かつ藤とうを見み透すかして、寺田が笑う。お前の考えていることなどお見通しだ、そう言わんばかりに。

「……」

　悔くやしい。しかし、言い返す言葉も見つからない。

「何分、そちらの店には伺うかがっておりませんもので」

　なおも寺田は笑顔である。

「あなた方のやり方は、まったく参考になりませんからね」

　笑顔で、武詞の誇ほこりを踏ふみにじってくる。

「まあ、せいぜい頑がん張ばって下さい。アニメショップ店員の意地とやら、見せて頂けるのを楽しみにしていますよ？」







「ちくしょう……」

　自分の部屋。床ゆかに大の字になり、武詞は何度目か分からない悪態をついた。

　──去っていく寺田を、ただ睨にらみ付けることしかできなかった。

　追いかけて、ぶん殴なぐったり蹴けり倒たおしたりするのは簡単だ。だが、それでは意味がない。武詞は街のチンピラではない。アニメショップの店員なのだ。手を出した時点で、反則負けである。

　だから、受けた屈くつ辱じよくには、自らの成果でもって報むくいねばならない。それは分かっている。

（でも、どうすれば……）

　分かってはいるのだが、道筋が見えない。倒してやるという気合いはあるのだが、それを発揮するための手段が、見つからない。

　──意気込みだけでは、勝てない。それが、現実なのだ。

　佐希の顔が浮かぶ。園花や、桃見や、他のみんなの顔も浮かぶ。

（みんな、俺に期待してくれてるのに……）

　武詞が試行錯さく誤ごしていても、誰だれも何も文句を言わない。武詞なら出来ると信じて、任せてくれているのだ。

　何とかして、それに応こたえなければ。しかし、どうすればいいのか──

（また、振ふり出しだ）

　そして、最初のところに戻ってしまう。この繰くり返しだ。延々、堂どう々どう巡めぐりを続けている。

（風ふ呂ろにでも、入ろうかな……）

　気分転てん換かんした方が良さそうだ。今の状態で考え続けても、きっと答えは出ない。

　よっこらせと体を起こしたところで、ぶるぶるという振しん動どう音が部屋に響ひびいた。マナーモードにしたままの携けい帯たいに、着信があったようだ。

（……藍あい那なか）

　確かく認にんすると、かけてきたのは藍那だった。

「はい、もしもし」

　とりあえず、着信に出てみる。

『あっ、もしもし』

　藍那の声が、携帯から流れ出てきた。

『あのね。この前朝ご飯作りに行ったでしょ？　その時、忘れ物しちゃって」

「あー、なるほどな。何忘れたんだ？」

　落ち着いている藍那としては珍めずらしいが、まあそんなこともあるだろう。

『んとね、お鍋なべを混ぜるためのおたまなんだけど……』

　そこで、藍那は言葉を切った。

『……ねえ、たっくん。何かあったの？』

「い、や……別に？」

（な、なんでだ？）

　内心で動どう揺ようする。今の僅わずかなやり取りで、どうしてバレてしまっているのか。

『ふーん……』

　そう言うと、藍那はしばらく言葉を切る。

『うん、分かった。忘れ物はいいよ。それじゃあね』

「えっ、もしもし、もしもし？」

　そして、再びしゃべり出したと思ったら、すぐに通話を終しゆう了りようしてしまった。

（な、なんだったんだ？）

　さっぱり訳が分からない。

（……まあ、それはさておき。何かアイデアを出さないと）

　もう一度、店のことについて考え直そうとしてみる。

（……うーん……）

　しかし、今一まとまらない。悩なやんでいると、呼び鈴りんがぴんぽんとなった。

「……ん？」

　時計を見ると、もう十時を回っていた。こんな時間に、一体誰だろう。

「はいはい……」

　とりあえず、部屋から出て階段を下り、インターホンまで行って確認する。

「……藍那？」

　画面に映っていたのは、藍那だった。シャツに上着を羽織っただけの、軽装だ。

（こんな時間に、あんな格好で……）

　少々不用心である。忘れ物なら、言ってくれれば明日学校にでも持って行ったのに。

（とりあえず、行くか）

　いつまでも外に立たせているわけにはいかない。武詞は玄げん関かんに向かった。

「まったく、どうしたんだよ」

　言いながら、扉とびらを開ける。

「忘れ物か？　だったら──」

「お邪じや魔ましまーす」

　すると、藍那はさっと入ってきた。

「えっ、あれ？」

　靴くつを脱ぬぎ、家に上がる。

「お、おい藍那。一体何を──」

　武詞の言葉に耳も貸さず、藍那は階段を上っていく。

「ちょっと、待てって」

　その後を、武詞は慌あわてて追いかけた。

「さーてと」

　武詞の部屋に入ると、藍那は床に正座する。

「話してもらうよ、たっくん」

　そして、武詞を真っ直ぐ見み据すえてきた。

「話すって、何を──」

「もちろん、たっくんが今悩んでること」

「っ──」

　言葉に詰つまる。

「……い、いや。別に悩みなんて──」

「ばれないとでも思ってたの？」

　すっ、と。藍那が目を細めてきた。

「電話で声聞いた瞬しゆん間かん、すぐに分かっちゃったよ。何か、悔しい思いしてきたでしょ」

「うっ……」

　こんな反応をしてしまっては、もうダメだった。藍那の瞳ひとみに、確信の色が宿る。

「……」

　黙だまり込み、目を逸そらす。子供のような反応だが、もう他にどうしようもなかった。

　──話せば楽になる。そのことは分かっている。しかし言えない。話してしまうと、歯止めが利きかなくなりそうだから。この重く辛つらい気持ちが、一気に溢あふれ出してしまいそうだから。

「……どうしても、話したくない？」

　藍那の声が、寂さびしそうなものに変わる。

「だったら、いいの。無理に聞き出そうなんてしないから。……でも、でもね」

　藍那は黙り込んだ。何か言いたいが、言えない。そんな空気だ。

　時間だけが、過ぎていく。沈ちん黙もくに耐たえきれなくなり、武詞は藍那の方を見た。

　──視線がぶつかる。藍那の左右で色の違う瞳オツドアイは、ずっと武詞に注がれていたのだ。

「わたしは……たっくんの力になってあげたいの。……たっくんのお仕事のことは、正直言ってわたしはあんまり分からない。聞いてあげるだけしかできないかもしれない。でも、それでもきっと楽になるはずだよ」

　藍那が微笑ほほえむ。穏おだやかで、慈じ愛あいに満ちた──そんな表情。

「遠えん慮りよなんかしないで、吐はき出しちゃっていいんだよ。全部──受け止めてあげるから」

「──お、れは」

　気がつくと、武詞は口を開いていた。

　そして、抱かかえていたものがとめどなくこぼれ落ちていく。店をバカにされた悔しさ、みんなの期待に応えられない焦あせり、寺田に負けつつある無念さ。

　それを、藍那は全部聞いてくれた。時に頷うなずき、時に相あい槌づちを打ちながら、最後までしっかりと。

「……俺、ずっと思ってた。自分が普ふ通つうじゃないズレた存在だって。でも、それは勘かん違ちがいだったのかもしれない」

　遂ついに、武詞は自分でも気づいていなかった本音さえ口にし始めていた。

「全然、凄すごいアイデアが思いつかない。俺……俺、ひょっとしたら、自分で考えていたよりずっと……普通の人間だったのかも──」

　そこまで言ったところで、武詞の言葉は何かに塞ふさがれた。

「──えっ」

　膝ひざ立ちになった藍那が、武詞を抱だきしめていたのだ。

「ありがとう。やっと、話してくれたね」

　武詞の顔を、自分の胸に埋うずめるようにして。

「……、……っ！」

　じたばたする武詞だが、藍那は放はなしてくれない。

「辛かったね。大変だったね。でも、もういいんだよ」

　徐じよ々じよに、力が抜ぬけていく。何も考えられなくなっていく──

「頑がん張ばらなくていいし、耐えなくてもいいよ。辛い気持ちがなくなるまで、わたしがこうしてずっと甘えさせてあげるから」

　──そんな藍那の言葉が、弛し緩かんしていく意識をぎりぎりのところで蘇よみがえらせた。

「──だっ、ダメだっ」

　叫さけびながら、武詞は甘すぎる牢ろう獄ごくからすんでの所で逃のがれる。

「あらら？」

　ずっと膝立ちだった藍那が、ぺたんと床ゆかに座った。

「う、嬉うれしいけど──ダメだ」

　藍那の囁ささやきは甘美だ。何もかも投げ出して藍那の言う通りにすれば、きっと楽になるだろう。

「それじゃ、俺がダメになってしまう」

　しかし、あくまでそれは逃とう避ひに過ぎない。

「俺は、ここで逃にげるわけにはいかないんだ」

　そして、逃げることではなにも解決しないのだ。
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　──マロンブックスの人の言葉が蘇る。一人でも来てくれる人がいるのなら、裏切ってはいけない。ここで諦あきらめてしまうのは、きっと完全な背信行こう為いだ。

「……うん、合格」

　そんな武詞を見ながら、藍あい那なは微笑む。

「ダメになっちゃったたっくんをずっと甘やかしてあげるっていうのも、それはそれで魅み力りよく的なんだけど……やっぱり、たっくんはカッコいいたっくんが一番だね」

　どこか、寂しそうに──どこか、嬉しそうに。

「さて、事情は大体分かったよ」

　そう言うと、藍那は顎あごに指を当てる。

「というわけで。明日ね、わたしと──ホテルでお泊とまりしよ？　勿もち論ろん、二人っきりでね。きっと、元気が出るはずだよ？」

　そして、そんなことを言った。







「どうしたよ、なんか様子が変だぞ」

　そんな友人の指し摘てきは、正せい鵠こくを射たものだった。

「なななな何を言っているのだね」

「ろれつは回らず、視線は定まらず、呼吸は変に荒あらく、目は血走り、額には汗あせが浮うかんでいる」

　わざわざ解説調で分ぶん析せきしてから、友人たる学は結論づける。

「これを変と言わずして何を変と言うのかってレベルだ。付き合い長いけど、こんな奇き妙みようなお前を見るのは初めてだな」

　そこで武詞は否定した。

「俺は、冷静だ。熱く燃え盛さかるほどにな」

「だめだこりゃ」

「あ、たっくん！」

　しょうもないやり取りを繰くり広げていると、いきなりそんな声が響ひびいた。

「おわあっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げて、武詞は座っていた椅い子すから転がり落ちる。

「どうしたの？」

　声の主──すなわち武詞の動どう揺ようの原因でもある藍那が、目をしばたたかせた。

「ど、どぼも……どうもしないぞ！」

　平静を装よそおおうとして、武詞はいきなり失敗する。

「……なんか怪あやしいな？」

　学が眉み間けんに皺しわを寄せた。

（まずい……！）

　この男は、学校中の情報が集約し拡散するタイプの人間である。今武詞が直面している事こと柄がらについて知られてしまったら、どう転んでもろくなことにはならない。

「俺トイレ行ってくるわ」

　ひとまず脱だつ出しゆつすべく、武詞は万ばん能のうな理由を用意してその場を離れた。







「ねえ、たっくん」

　武詞の後ろから付いてきていた藍那が、口を開く。

「……な、なんだ」

　きょろきょろと辺りの様子を窺うかがいながら、武詞は返事をした。

「そんなに心配しなくても、誰だれもいないと思うよ。ここ、体育倉庫の裏だし」

「……」

　まあその通りである。しかし、武詞は落ち着かないままだった。

　──ホテルでお泊まりしよ？

　藍那の言葉が、頭の中でぐるぐると渦うず巻まいている。

（ＯＫ、ここは冷静になるべき場面だ）

　武詞は深呼吸をした。妙みように芝しば居いがかった言い回しになっている時点で冷静もへちまもない気がするが、とにかく落ち着かねばならない。

（いいか、まずは状じよう況きようを適切に把は握あくするんだ。それから対策を立てるんだ）

　自らのすべきことをしっかり決め、そのために何が必要なのかを考えていく。

（必要なのは時間……！　状況を適切に把握し、それから対策を立てるための時間だ！）

　ほとんど話が進んでいないが、とにかく目的は決まった。

（というわけで、時間稼かせぎを──）

「そうそう。ホテルのことだけど……今日でいいかな？」

　どうやら、そんな猶ゆう予よはないようだった。







　世界各地を旅し、色々な場所に行ってきた武詞であるが、日本における『そういう』宿しゆく泊はく施し設せつに足を踏ふみ入れた経験はない。

（どうする、どうなる……俺……!?）

　というわけで、武詞はパニックに陥おちいっていた。

（やっぱそういうところって……ベッドが回転しながら上じよう昇しようしたり照明がピンク色だったり風ふ呂ろ場ばがガラス張りだったりするのか……!?）

　創作物を通じて得た、おそらくは多分に偏かたよっているのであろう知識が、頭の中を猛もう烈れつな勢いで駆かけ巡めぐる。

（どうする、どうなる、俺……！）

「ついたよ、たっくん」

　武詞の思考が振ふり出しに戻もどったところで、藍那の声がした。

「つ、つつつついたか！」

　上ずった声で武詞は返事し、目の前の建物を見上げる。

「……あれ？」

　そして、きょとんとした。

　──実際足を踏み入れたことはなくとも、外から建物を見たことはある。そういう宿泊施設は、得てして変に派手だったり、あるいは妙にうらぶれていたり、さもなくば非常に目立っていたり、逆に異様に地味だったりする。

　──少なくとも、実に高級だったり、正に豪ごう奢しやだったりするということはない。

「ここ、は……？」

「ホテルだよ？」

　藍那が、何を聞くのかという表情で言う。

　確かにその通りだ。ホテルである。しかしこれは、星が三つも五つもついているタイプのホテルだ。

「え、いや、でも……」

　見るからに高そうな外車が乗り付ける。降りてきた男性を、手てぶ袋くろを嵌はめ制服を身につけたホテルマンが迎むかえる。いかにもビジネスで来日したような白人男性が、武詞達の脇わきを通る。続いて現れたサングラスに帽ぼう子しを被かぶった女性は、あるいはお忍しのびの芸能人だろうか。

（どういうことだ……？）

「……あ」

　困こん惑わくする武詞を見て、藍那がむふふと微笑ほほえんだ。

「たっくん、もしかしてなんか別のホテルを想像してた？」

「えええ!?」

　ひっくり返った声が喉のどから迸ほとばしる。

「やだぁ、もう。たっくんってば」

　くすくす藍那が笑う。

「お、お前……分かってて……！」

　今までの思わせぶりな態度は、武詞の内心を分かった上でからかっていたようだ。

「さぁ、どうでしょう」

　悪いた戯ずらっぽくそう言い残すと、藍那はホテルの中へと足を進めた。

「お、おいちょっと」

　慌あわててその跡あとを追いかける。

「うおっ……」

　ホテルに足を踏み入れるなり、武詞は圧あつ倒とうされてしまった。

　──外から見ていたそれ以上に、素す晴ばらしい。

　内装は、調度品の一つ一つに至るまで、贅ぜいを尽つくしている。その一方で、嫌いや味みな成金趣しゆ味みは感じられない。真の意味で、上質である。

「ちょっと待っててね」

　そう言い残すと、藍那はフロントへと歩いて行った。

（すごいな……）

　その後ろ姿を見ながら、武詞は感かん嘆たんする。気け圧おされ怯ひるむ武詞とは対照的に、落おち着き払はらっている。制服姿だというのに、周りの空気に溶とけ込み馴な染じんでいる。

（さすがは、いいとこのお嬢じよう様さまだな）

　改めてそんなことを考えていると、藍那が戻ってきた。案内係だろうか、ボーイさんが傍かたわらに従っている。

「じゃ、お部屋に行こ。六十階だよ」







「うおっ……」

　部屋に足を踏み入れるなり、武詞は圧倒されてしまった。

「さっきと同じ反応だね」

　藍那が笑う。

「いや、だってさ……」

　広々とした部屋は、瀟しよう洒しやでハイクラスな空気で満ちている。どちらも武詞の人生に無む縁えんな表現であり、居い心ごこ地ちの悪いことこの上ない。

「高級ホテルの六十階の部屋ってのは、別世界なんだな……」

　大きな枕まくらの置かれたベッドが二つ並び、カーテンやら机やら調度品が並んでいる。その一つ一つは、明らかに武詞の食費何ヶ月分にもなるような高級品ばかりだ。

　室温は暑くもなければ寒くもなく、涼すずしすぎもしなければ暖かすぎもしない、まさに絶ぜつ妙みような水準に保たれている。

「たっくん、宝探しでこういうホテルに泊とまったりしたことなかったの？」

　二つ並んだベッドに腰こし掛かけると、藍那はそんなことを聞いてきた。

「ないな。もっとこう……木賃宿というか……胡う散さん臭くさい人が経営してる胡散臭い宿ばっかりだったな……」

「あ、それってもしかしてあれ？　映画で見るような、宿屋の人が『ルームサービスをくれてやるぜ』とか言って鉄てつ砲ぽうを撃うってくるようなところ？」

　実際にそんな経験をしたことがある。モガディッシュの裏路地にある宿屋での話だ。母が機転を利きかして発はつ煙えん筒とうをばらまかなければ、武詞達は今いま頃ごろ行方ゆくえ不明邦ほう人じんのリストに揃そろって名を連ねることになっていただろう。

「わあ、羨うらやましいなあ」

　武詞のそんな話を聞くなり、藍那は目を輝かがやかせる。

「いやいや……実際に銃じゆうを向けられると、そんなこと言ってられなくなるって」

　苦く笑しようしてしまう。

「……まあ、それはさておくとして。一つ聞きたいんだけど」

　こうしてホテルの部屋に到とう着ちやくして、武詞はようやく思い当たった。

「なんで、ホテルに泊まりに来たの？」

　至し極ごく当然の疑問である。こんな高級ホテルに武詞を連れてきて、一体何をしようというのだろう。

「んーとね」

　顎あごに指を当て、藍那は視線を彷徨さまよわせる。

「ここに来たら、きっとたっくんのためになるかなーって思ったんだ」

「俺の、ため……？」

　今ひとつ、話が見えない。

「ふふー」

　目をぱちくりさせている武詞を見て、藍那は意味深に微笑む。

「まあ、とりあえずご飯にしようよ。わたし、お腹なか空すいちゃった」

　そして、そんなことを言った。

「ああ、そうか……もう結構な時間だな」

　携けい帯たい電話で時間を確かく認にんしてみると、そろそろご飯時になっていた。窓の外も、すっかり夕焼け模様だ。

「てか、眺ながめいいな……」

　今いま更さらながら、そんなことを感じてみたりする武詞である。

　夕日に赤く照らされた街並み。ビルには徐じよ々じよに明かりが点ともり始め、行き交かう車もライトを輝かせている。

「だよね。一度、この景色をたっくんと見てみたかったんだ」

　武詞の横に並んで、藍那が言う。

「俺、と……？」

　どういうことだろう。武詞が不思議に思っていると、

「そうだよ」

　藍那は、なぜか少し寂さびしそうに笑った。

「えっ──」

　その雰ふん囲い気きに武詞が驚おどろいたところで、

「さ、行こ行こ」

　藍那はもう一度笑う。もう、寂さみしげな様子はない。

「……行く？」

　武詞はきょとんとした。

「どしたの？」

「いや、ホテルのメシってそれこそルームサービスじゃないの？」

　武詞のイメージとしては、内線であれこれ注文するとボーイが台車のようなものに載せて部屋まで持ってきてくれるというのが、正しいホテルの食事である。

「ほら、あれだよ。なんか蓋ふたの付いた皿に載せてあるローストチキンとか」

「んー、それもいいんだけどね。このホテルのご飯美お味いしいし。……でもねー、今日はちょっと違ちがう趣しゆ向こうで行ってみようと思います」

　少しおどけたように、藍那はそう言った。







　藍那が向かったのは、ホテルのロビーだった。

「あれか。ホテルのレストランか」

　いかに縁えんがない武詞とは言え、ホテルにレストランがあることくらいは知っている。

「帽子が長いコックさんがステーキとか焼いてくれるところだな」

「んー。そこもいいんだけどね」

　部屋にいた時と同じことを言うと、藍那はロビーを歩く。

「ホテルならではのサービスをお願いしてみるのです」

　そこは、フロントとは別の場所にあるデスクだった。デスクの中には、女性が一人立っている。年の頃ころは武詞の母と同じか少し若いくらいだが、醸かもし出す雰囲気が全然違う。のほほんとしている武詞の母と対照的に、実に落ち着いた感じである。

「すいませーん」

　そんなことを武詞が考えていると、藍那が女性に声を掛かけた。

「はい、いかがなさいましたか」

　女性は、笑顔を返す。

（おぉ……すごいな）

　愛あい想そが良すぎることも悪すぎることもなく、見る者に問答無用で好印象を与あたえる、何とも完かん璧ぺきな笑みである。見習わねば──と言いたいところだが、これはちょっとやそっとでは身につけられそうにない。レベルが高すぎる。

（しかし……）

　それはさておくとして、武詞には一つ不思議なことがあった。

（この人、どういう役目なんだろ）

　フロントとは別のところにあるのだから、一いつ般ぱん的なチェックインその他とは違う仕事を担当しているのだろうが、さっぱり思いつかない。

「お願いがあるんですけど」

　そんな女性に対して、藍那は、

「お食事したいんですけど、わたしと彼にぴったりなお店を紹しよう介かいしてくれませんか」

　滅め茶ちや苦く茶ちやな要望を出した。

「い、いやちょっと……」

　武詞は慌てる。気取ったバーでカクテルを頼たのむのではないのだ。何をいきなり、困らせているのか。

「かしこまりました」

　だというのに、女性はにこやかに引き受けた。

「え、えええっ……!?」

　仰ぎよう天てんしてしまう。想像を遥はるかに超こえた展開である。

「落ち着いていてゆっくりお話が出来るお店、賑にぎやかで楽しくお食事が出来るお店、アットホームで温かいお店とございますが」

　まるであらかじめ内容を予想していたかのような滑なめらかさで、女性は候補を並べる。

「んー、ゆっくり喋しやべれるところがいいかなー」

「では、そのように手配致いたします」

「あ、あと。わたし達、学校帰りで制服なんですけど」

　算段がついても、驚きは終わらない。

「これでご飯行くのもちょっと……って感じなので、服も用意してもらっちゃってもいいですか？」

　またしても藍那は、無茶ぶりと言っていいお願いをしたのだ。

「はい、お任せ下さい」

　女性は、呆あきれた様子も見せずに微笑ほほえむ。

（な、なんなんだ……？）

　理解を超ちよう越えつした光景である。一体、何がどうなっているのだろう。

「では、すぐに手配いたしますので、しばらくお部屋でお待ち下さい」

「はい、分かりました。よろしくお願いしますー」

　話が済んだのか、藍那が武詞の許に戻もどってくる。

「おいおい、あんまり無茶ぶりするなよ。悪いだろ」

　思わず、武詞は説教してしまった。向こうがお客さんを無む下げに出来ないからといって、そういうことをするのはよくない。

「無茶ぶりなんかじゃないよ。むしろ、簡単な方なんじゃないかな」

　しかし、藍那はにこにこと悪びれた様子もない。

「お部屋に戻ろ？　しばらくしたら、わたしの言ってることが分かるはずだよ」







「うひゃー……」

　そこは、イタリアンレストラン。洒落しやれた内装に大人っぽい空気が漂ただよっている。

「すごいな……」

　小声で呟つぶやき、武詞は嘆たん息そくする。普ふ段だんドングリをぼりぼり食べている武詞にとって、まさしく別世界だ。

「それでは、ごゆっくりどうぞ」

　ウェイターの人が、すっと頭を下げた。

「ど、どうもご丁てい寧ねいに……」

　武詞も、ついつい頭を下げてしまう。

（いや、しかしすごいな……）

　──武詞達が部屋に戻ってしばらくして、ボーイさんがやってきた。あの女性の言こと伝づてを持ってきたのだ。

　言われるがままについて行くと、藍那の要望は全すべて叶かなえられた。すなわち、服は準備されており──しかも、その場で採寸して合うものを用意するという周しゆう到とうさだった──、ホテルの前にはレストラン行きの運転手付き自動車ハイヤーが待っていたのだ。

　呆あつ気けにとられる武詞に向かって、女性は微笑みかけてきたのだった。

「何かございましたら、いつでもお申し付けくださいませ」







「あの人、何者なの？」

　武詞は、藍那にそう訊たずねた。無茶な頼みを魔ま法ほうのように叶えてしまう様は、まるでフィクションに登場する執しつ事じのようだった。

「んー、あの人はねー」

　返事を考える藍那が身に纏まとっているのは、落ち着いた色合いを基調としたワンピースだった。あの女性が用意してくれたものだ。実に上質な雰囲気である一方、藍那の年相応をはみ出さないよう配はい慮りよされてもいる。選んだ人のセンスの良さが窺うかがえるデザインである。

　同じく武詞も、制服ではなくオシャレな服装にチェンジしていた。似合っているのかどうかは自分では分からないが、とりあえず高い服というのは着き心ごこ地ちの時点で違うことはよく理解出来た。

「コンシェルジュさんなんだよ。知ってる？」

　藍那が言った。

「コンシェルジュ……」

　ちらちらと聞いたことはある。

「えーと……なんかこう、案内してくれたり教えてくれたりする人じゃないの？　お店とかにいるような……」

　なんというか、インフォメーション窓口と服屋の店員さんを足して二で割ったような感じのイメージである。

「んー。それは、実際のコンシェルジュさんを参考にして出来たものなんだよね」

　少し考えてから、藍那はナイフとフォークを手に取る。

「ま、とりあえずご飯にしよ。わたしもうお腹がぺこぺこだよ」

「あ、ああ。そうだな」

　武詞もナイフとフォークを手に取り、

「……うーむ」

　それから考え込む。

「どしたの？」

　テーブルの上の食事に早速手を付けながら、藍那が首を傾かしげた。

「いやその、マナーとかどうしたもんかなと」

　ナプキンの置き方とか、食べる順番とか、色々と細かいルールがあるはずだ。海外に行っているといっても、並以上の店で食事することはないので、その辺についてはさっぱりなのである。

「あー、気にしなくてもいいよ」

　藍那がくすくす笑う。

「勿もち論ろんしっかりマナーが身についてる方がいいけど、そこまでこだわらなくてもいいんだよ。騒さわいだり汚きたなくしたりしなければ大だい丈じよう夫ぶー」

「そ、そうなのか……」

「ナイフとフォークが苦手な人のために、お箸はしを置いてるお店も多かったりするんだよー」

「なるほどなぁ。じゃあ、大丈夫か」

　というわけで、目の前の皿に載っている料理にナイフを入れてみる。

「お、うめー」

　口に入れて、武詞は感動する。何の料理なのか分からないが、とりあえずとても美味だ。

「もー、口にもの入れたまま喋っちゃダメだよ」

　すると、藍那に叱しかられた。

「う……ごめん」

　さっき、最低限行ぎよう儀ぎ良くしろという話をされたばかりだったのに、ついうっかりやってしまった。

「もー……」

　そう言うと、藍那は自分も料理を口に運ぶ。さすがと言うべきか、自然な上品さが漂っている。

「本日のプリモ・ピアットをお持ちしました」

　すっ、と。ウェイターさんが現れた。

（primo piatto最初の皿ってことは……こりゃ前菜みたいなもんかな……？）

　イタリア語は日常会話程度しか知らないが、何となく意味は分かる。

「きのこのトマトクリームリゾットでございます」

　出てきたのは、ご飯料理だった。

（前菜にしては、随ずい分ぶんとボリュームあるな……）

「素す敵てきな夜になりますよう、スタッフ一同心を込こめておもてなし致します」

　配はい膳ぜんを終えると、ウェイターさんは改めて頭を下げた。

（……随分と、丁寧に接客されてるなあ）

　こういう店に来たことのない武詞だけに、勝手が分かっていないだけなのかも知れないが、明らかに一いつ般ぱん客きやくとは別の待たい遇ぐうを受けている気がする。

「……なあ。なんか凄すごく扱あつかい良くない？」

　ウェイターさんがいなくなってから、武詞は藍那に聞いてみた。

「それもねー、コンシェルジュさんの力だよ」

　藍那がふふんと笑う。

「何者なんだ……コンシェルジュ……」

　謎なぞは深まるばかりである。

「何者なんだろうねー」

　藍那が言う。

「……そう、謎と言えば」

　武詞は、大事なことに思い当たった。

「あのさ、俺のためにホテルへ連れて来てくれたって言ってたけど……」

　大事というか、根本的な部分である。先程、聞きそびれていた部分だ。

「……あ、そうか」

　しかし、藍那が返事をするよりも前に、武詞は理由に思い当たった。

「俺が悩なやんでいたから、元気づけようとしてくれたのか」

　美お味いしいものを食べて、豪ごう華かなホテルに泊とまって。行ゆき詰づまっていた武詞が気分転てん換かん出来るように取りはからってくれたのだろう。

「んー」

　スプーンを手に、藍那は少し考え込む。

「理由は、三つあるんだよ」

「三つ……？」

「一つは、たっくんの言う通り。出来ないからってずっと考え込んでても、いいやり方は思いつかないよ」

「そか……ありがとな」

　礼を言う。確かに、あのまま悩んでいても、武詞は何一つ答えを出せなかっただろう。

「どういたしまして」

　藍那は、優やさしく笑いかけてきた。心こころ遣づかいが、とても嬉うれしい。

「……あれ？　でも、あと二つもあるのか」

　そこで、武詞は首を傾げる。

「二つ目はー、たっくんと久しぶりに晩ご飯を食べたかったの」

「久しぶりか？」

　武詞はきょとんとする。つい最近も、朝ご飯を一いつ緒しよに食べたような気がするのだが。

「久しぶりだよー」

　武詞の言葉を聞くなり、藍那はむっとむくれた。

「そうだっけか……？」

「そうですー。ふんだ」

　ぷいっとそっぽを向き、それから藍那はぱくぱくリゾットを食べ始める。

「んー……」

　同じくリゾットを食べながら、武詞は昔の事に思いを馳はせてみた。

「……ああ、そういやそうか。晩飯は久しぶりだな」

　蘇よみがえってくるのは、幼い頃ころの記き憶おく。







　──武詞が藍那と出会ったのは、小学校低学年の頃のことだった。

　それまで武詞と両親は１ＤＫの団地住まいだったのだが、とある財宝を見つけ出したことにより一いつ軒けん家やを購こう入にゆう、引ひっ越こすこととなった。

　その引っ越し先の近くに住んでいたのが、藍那だったのだ。







「でしょー」

　リゾットを食べる手を止め、藍那が武詞を見やる。左右で色の違う瞳オツドアイが、武詞に視線を注いでくる。







　──藍那の第一印象は、大人しいというものだった。いつも伏ふし目がちで、喋しやべらないというわけではないが会話のきっかけを自分から作ることはしない──そんなタイプの子供だったのだ。

　常に返事。いつも受け身。大人数になれば、相あい槌づち以外の発言をしなくなる。

　なぜ、そういうスタンスで人と付き合うのか。武詞がその理由を知ることになったのは、藍那と付き合ってしばらくしてからのことだった。







「だなあ。ガキの頃は良く晩飯ごちそうになってたよな。俺がクラスのヤツと喧けん嘩かした帰りとか」

　懐なつかしさが湧わき上がってくる。

「そうだよ。たっくんったら、冒ぼう険けん家は後には退ひかないとか言って、たった一人で立ち向かっていくんだもん」

　藍那も目を細める。







　──ある日、学校の休み時間。武詞は、藍那がクラスの男子にからかわれている場面に出くわした。

「きもちわりーなー」

「見ろよ、泣きそうだぜ」

「涙なみだも左右で違う色になるんじゃないのー」

　いかなる方向であれ、小学生のコミュニティにおいて「目立つ」という要素は高いリスクを伴ともなう。とりわけ外見の違いは、得てして致ち命めい的な事態を招く。

「また下向いているぞー」

「せんせーが言ってただろー。人と話す時はちゃんと相手の目を見ないとダメだぞー」

　藍那の身に降りかかっていたのは、まさにそんな災わざわい。

「……」

　男子の心ない言葉に、藍那は俯うつむき目を伏せるばかりだった。

　──普ふ通つうであれば、ここで女の子特有の横社会が機能し、集団での反論から先生への密告までを一度に済ませ、男子の攻こう撃げきを粉ふん砕さいする場面なのだが、藍那は一人だった。彼女の育ちの良さが、ここに限っては彼女に悪あく影えい響きようを及およぼしていたのだ。

　男子が目を付けるのが彼女の瞳であるとするなら、女子が問題視するのは若じやつ干かんハイソサエティな藍那の生活水準だった。

　武詞達の通う小学校は一いつ般ぱん的な公立の小学校であり、本人や家族が溶とけ込もうとしても、どうしても端はし々ばしに違いが出てしまうことがあった。直接的に何かされることはなかったが、かといって能動的に関わってもらえることもなく、結果として藍那は浮ういていたのだ。

　ならば同じ水準の子供が通う私立に行けばよいという話なのだが、そうもいかない理由があった。父がいわゆる『地方の名士』であるため、藍那は地域から離はなれるわけにはいかなかったのだ。

　高校までは、地元の学校で。そんな無形の圧力が、あちこちからかかっていたのである。

「おら、目を上げろよー」

「隠かくすなよ」

　そんなわけで、藍那は孤こ立りつ無む援えんだった。徐じよ々じよにエスカレートしていく行こう為いにも、黙だまって耐たえ続ける他なかったのだ。

「おい、やめろよお前達」

　──そんな複雑な理由を欠片かけらも知らないまま、ただ己おのれの義ぎ憤ふんのみで一人の少年が立ち上がるまで。







「今思うと、もうちょっとやりようはあったよなあ。まだ、親おや父じの言うことをバカ正直に真まに受けてたし」

　リゾットを平らげて、武詞は苦く笑しようする。

「だねえ。……でも」

　そういって、藍那は遠い目をする。

「嬉しかったな。勇気、出たんだよ」







　冒険の経験は豊富で、体力その他でも同世代の子供達を上回っていた武詞であったが、一対多数の喧嘩では限界があった。

「ま、まだだぜ……」

　しかし、武詞は退くことをしなかった。

「この程度、なんでもないぞ。冒険者は……逃にげないんだっ」

　袋ふくろ叩だたきにされ、ふらふらになりながらも、立ち上がり続けたのだ。

「ま、またかよ……」

「おい、もう行こうぜ」

　この不ふ屈くつの闘とう志しは、一いつ旦たん『身分カースト』が決まったらそれに従って行動する他の子供達にとって、明らかに異質だった。

「お前、キモいんだよ」

「もう来んなよ」

　そのため、彼らは一様に恐きよう怖ふを感じた。異質でなおかつ屈くつ服ぷくさせ得ないものを、人は恐おそれる。いつしか、男子達が武詞と揉もめることはなくなった。

　しかし。これで、男子達は藍那に近づかなくなる──というほど話は甘くなかった。男子達は、武詞のいない時を狙ねらって再び藍那にちょっかいをかけようとしたのだ。

「やめて」

　そして、彼らは信じられないものを目まの当たりにする。

「この目は、わたしがおばあさんからもらった大切なものなの」

　不当な暴力に対して敢かん然ぜんと立ち向かう、一人の凜りんとした少女の姿を。

「あなた達なんかに、バカにされたくありません」

　男子達のからかいは消しよう滅めつした。伏せられていた藍那の目は徐々に上を向くようになり、同時に彼女が本来持つ魅み力りよくを伝え、いつしか彼女は孤独ではなくなっていった。







「喧嘩の理由を言うなっていうから、藍那の父さんと母さんには長らくやんちゃ小こ僧ぞうだと思われててさー」

　今となっては笑い話であるが、恥はずかしい話でもある。

「ごめんねー……。お父さん達には、からかわれてたことを隠してたから」

　藍那は苦笑する。

「勇気を出して、頑がん張ばろうって思えたからね。自分の考えを、押し通そうって」

　そんな藍那の言葉に、ふと武詞は思い出す。

「高校も、親しん戚せきの人には地元の公立って言われてたのに、稲いな野のに決めちゃったよな。あれもか？」

「うん。あの時も大変だったなぁ」

　何かを思い出すように、藍那が言う。

「それはいいけど、なんでそうしたの？　別に公立でも良かったんじゃ」

「だって、たっくんが稲野にいくって言ったんだもん」

　悪いた戯ずらっぽく藍那が言う。

「やれやれ、はぐらかしやがって」

「はぐらかしてないんだけどなあ」

　そう言ってから、ふと藍那は武詞の顔を見てきた。

「……あの時のたっくん、格好良かったよ」

「な、なんだよ改まって」

　どぎまぎしてしまう。藍那の視線に、何か──普ふ段だんと違うものを感じたのだ。

「……そ、そうだ。あと一つの理由って、なに？」

　そこで、武詞は話題の変へん更こうを試みてみた。

「……」

　藍那がすっと目を細める。どうも、怒おこらせてしまったらしい。

「教えてあげない。自分で考えたらいいよ」

　不ふ機き嫌げんそうにそう言うと、藍那は食事を再開してしまったのだった。







　食事を終え、迎むかえに来ていたハイヤーでホテルに帰った頃ころには、辺りはすっかり暗くなっていた。

「ところでさ……実際いくらだったの？」

　ロビーに足を踏ふみ入れながら、武詞は藍那に訊たずねた。

「んー。思ったよりは高くなかったかな」

　藍那が答える。彼女の機き嫌げんは、次の料理が出てくる頃には直っていた。女心というのは難しいものである。

「あ、支し払はらいのこと？　だったら気にしないでいいよー」

　藍那はそう言って笑う。しかし武詞としては、はいそうですかと聞くわけにもいかない。藍那の予想より安かったとしても、相当な金額には違ちがいないはずなのだ。

「いやでもだな、ホテルの料金もあるし……」

　宿しゆく泊はく料まで支払うとなると、正直金額的に一いつ括かつ払ばらい出来るかどうか怪あやしくなってくるのだが、それでも武詞は払はらうつもりでいた。全すべてにおいて適当な武詞の両親だったが、金銭の貸借的な面で問題を抱かかえる事は絶対にしなかった。そこは見習わなければならない。

「いいよいいよ、出世払いで。たっくんならきっともっと立派な男の人になるんだし」

　そう言って、藍那はカードを取り出した。

「これがあるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　クレジットカードである。色は──黒。

「うおおっ……それはまさか……！」

　選ばれし者のみが持つことを許されるというクレジットカード──ブラックカードである。伝説の宝ほう剣けんみたいな肩かた書がきだが、本当に本当なのだからどうしようもない。

「……てか、支払いはお父さんだろ。勝手に使って大丈夫なのか……？」

「うんー。むしろ頑張れって応おう援えんされちゃったよ」

「応援……？　俺を応援するよう応援してくれたのか……？」

「お帰りなさいませ」

　武詞が首を傾かしげていると、声を掛かけられた。

「あ……どうも」

　あの、コンシェルジュの女性である。

「お食事は、楽しんで頂けましたか？」

「はい、とっても素す敵てきなお店でした」

　藍那がそう答えると、女性はにっこりと笑った。

「それはようございました」

　とても、嬉うれしそうな笑え顔がおだ。

「……あの」

　その笑顔を見るなり、武詞は思わず話しかけてしまった。

　なぜか、と問われると困る。しかし、何かとても大事なことを聞けそうな気がしたのだ。

「はい、いかがなさいましたか？」

　女性が聞き返してくる。

「えっと、その……」

　どう聞けばいいのか。話しかけておいて、内容が思いつかない。

「……」

　間が持たなくなって、藍那の方を見やる。

「ん？　うん」

　しかし、藍那は微笑ほほえむだけで何も言ってくれない。

「あの……コンシェルジュって、どんな仕事なんですか？」

　弱り果てた挙げ句、武詞はあまりに漠ばく然ぜんとした質問をしてしまった。

「はい」

　だというのに、女性は笑顔のままで答えてくれる。

「わたしどもの仕事は、お客様のご要望に応こたえることです。旅行でいらしたお客様には観光の手配をいたしますし、ご必要でしたらお土産みやげのアドバイスもいたします。ビジネスでおいでのお客様には翻ほん訳やくや通訳のお手伝いをすることもございますし、コンサートのお席やスポーツ観戦のチケットの手配をお引き受けすることもございます。勿もち論ろん、レストランの予約・手配も承うけたまわっておりますよ」

「なるほど……」

　よろず請うけ負おい、といった感じらしい。

「何でも屋さん、っていうと失礼かな？　でも、本当にどんな事でもやってくれるんですよね」

　藍那も、似た印象を受けたようだ。

「はい、さようでございます」

　藍那の言葉に、女性は頷うなずく。

「日本の金魚を東南アジアの国に持って帰って飼いたい……と仰おつしやるお客さんのために、税関の通り方から東南アジアで日本の金魚が生きていけるかということまでお調べしたこともございますし、以前自分の国に来ていてお世話になった『ヤマモトさん』に会いたいので捜さがしてくれ、というご要望にお応えしたこともございます」

（何と、まあ……）

　内心で驚おどろく武詞である。特にヤマモトさんの件くだんは、さらりと言っているがとんでもないことだ。ヤマモトさんが日本にどれだけいるのか考えれば、とんでもない労力が必要だったことは想像に難かたくない。何かヒントがあったのだろうが、それにしても凄すさまじい。

「わあ、すごいですねっ」

　藍那が、感かん嘆たんしたように言う。

「恐きよう縮しゆくでございます」

　女性は微笑む。

「今回も、わたし達にぴったりのお店を紹しよう介かいしてくれましたし」

（確かに、そうだよな……）

　藍那の言葉は、確かにその通りである。

　洒落しやれていて、食事は美お味いしく、それでいて肩かたが凝こらない。そんな感じのお店だった。

（多分、俺に合わせてくれたんだろうな）

　藍那の依い頼らいは、「ゆっくり喋しやべれる店」。ホテルの格式から言って、ソムリエがでてくるようなフランス料理店やら、政治家の会合に使われそうな料りよう亭ていやらが出てきてもおかしくない場面だ。しかし、武詞が高級な空間に不慣れだったのを見み抜ぬき、それを勘かん案あんして紹介するお店を選んでくれたのだろう。

（藍那の言う通り、すごいなぁ……）

　そこら辺の気き遣づかいが押しつけがましくないところにも、驚きよう嘆たんさせられる。武詞達利用客のことを、本当に心から第一に考えているからこそ出来るのだろう。

「お褒ほめの言葉、ありがとうございます」

　すっ、と。嫌いや味みにならない程度に腰こしを折ってから、女性はもう一度微笑む。

「法的、道徳的に問題のないことであれば、いかなるご依頼でも解決致いたします。お客様のお望みを、きっと叶かなえてご覧に入れますよ」

（……ん？）

　その言葉が、武詞のどこかに引っかかった。

（なんだ……なんだ？）

　どの部分が、何に引っかかったのか。

（待てよ、待てよ……）

　女性の言葉を思い返す。

　──仕事は、お客様のご要望に応えることです。

　──いかなるご依頼でも解決致します。




　──お望みを、きっと叶えてご覧に入れますよ。




　瞬しゆん間かん、史上最大級の電流が武詞の全身を一気に突つき抜ぬけた。




「ああっ！」

　為なす術すべなく声を出す。ほとんど絶ぜつ叫きようのようだ。

「は、はい？」

　初めて女性の表情に変化が生じた。まあ無理もないことである。経験豊富であろう彼女も、いきなり質問してきた上で唐とう突とつに叫さけぶ客というのは初体験なはずだ。

「藍那、鍵かぎ貸して。部屋に戻もどるわ」

　それにも構わず、武詞は藍那にそう頼たのんだ。とにかく、この思いつきを一刻も早くメモする必要がある。絶対に、逃のがすわけにはいかない。これは──逆転の一手だ。

「はいはい、どうぞ」

　特に驚いた様子も見せず、藍那はカードキーを渡わたしてくる。

「よし、じゃ行ってくる」

　エレベーターに向かって駆かけ出し、

「あっ、いけね」

　途と中ちゆうで気づき武詞は駆け戻った。

「すいません、書くものありますか？」

　そして、コンシェルジュさんにそう訊たずねる。

「はい。こちらでよろしいですか？」

　差し出されたペンと紙を受け取り、武詞は駆け出し、

「あっ、いけね」

　またしても戻った。

「ありがとうございました！」

　そして、コンシェルジュさんに頭を下げる。

「いえ、お役に立てたのでしたら光栄でございます」

「ほんと、助かりました！」

　もう一度頭を下げると、武詞は今度こそエレベーターへ向かって駆け出したのだった。







「……あの、よろしいのですか？」

　武詞が去ってから、コンシェルジュの女性は藍那に向かって訊ねた。

「はいー」

　藍那はにこにこの笑顔である。

「三つ目の目的が、達成出来たって感じなのです」







　ホテルの部屋。置いてある机に向かい、武詞はあれこれと書き付ける。

　思いつく限りのことを、まずは書き出してみるのだ。脈みやく絡らくや整理はひとまず無視。湧わいてくるうちにアイデアをすくえるだけすくうのである。

「……あ、ちょっと待てよ」

　そこで、武詞は思い当たった。もう一つ、コンシェルジュさんに聞いておきたいことがあったのだ。

「どしたの？」

　いきなり、藍那の声がした。

「うおっ」

　びっくりして見やると、藍那がベッドに腰こし掛かけていた。

「なんだ、戻ってきてたのか」

「いましたー。鍵かかってて入れなくて大変でしたー」

　拗すねたように、藍那が唇くちびるを尖とがらせる。

「そうだったのか……ごめん」

　集中していて、まったく気づかなかった。

「で、何があったの？」

　溜ため息いきを一つつくと、藍那がそう聞いてくる。

「いや、コンシェルジュの人にもうちょっと聞きたいことがあって。レストランのことなんだけど……」

　武詞がそう言った途と端たん、藍那は苦笑した。

「ちょっと無理じゃないかなー」

「え？　何で？」

「時間だよ、時間」

　そう言われたので、武詞は携けい帯たい電話を取りだして時間を確かく認にんしてみた。

「うおっ……？」

　仰ぎよう天てんする。午前一時を回っていたのだ。

「い、いつの間に……」

　ホテルに戻ってきた頃ころは、もうすっかり日が落ちていたとはいえ、まだ夜になったばかりだったはずだ。自分は一体何時間机に向かっていたのか。

「うーん……こりゃダメかな……」

　さすがに、この遅おそさに質問は不可能だろう。

「……たっくん、なんか少し変わったね」

　がっかりする武詞に、藍那がそんなことを言ってきた。

「ん？　そうか？」

　どの辺が変わったというのだろう。自分ではあまり自覚がないのだが。

「ほら、下で大声出したり走り回ったりしてたでしょ。あの時、今までのたっくんなら『普ふ通つうじゃないことをしてしまったああ』とか言って落ち込んでたと思うんだ」

「あー……」

　言われてみればそうである。あれは、正直奇き行こうに近かった。確かに、武詞ならやってしまったと思い悩なやむべき場面だ。

「でも、そうならなかったよね。今も、思い出してるのにあんまり後こう悔かいしてないし」

「だなぁ」

　なぜなのだろうか。ペンを止めて考えてみるが、良く分からない。

「それはね」

　藍那が言う。

「何か打ち込めるものを見つけて、何か大事なものを手に入れて、変われたんだと思うよ」

　武詞は振ふり返った。

「でしょ？」

　藍那が笑いかけてくる。どこか──少しだけ、寂さびしそうに。

「なるほど……な」

　多分、藍那の言う通りだ。

「すごいな……お前、よくそんなに分かるな」

　驚おどろいてしまう。武詞本人でもはっきり気づいていないことを、よくも的確に見抜けるものだ。

「それは、幼おさな馴な染じみだから──だけじゃ、ないかもね」

　言って、藍那は目を逸そらした。なぜだろう、藍那が普ふ段だんと少し違ちがうように見える。

「……ああ、でも。他に頑がん張ばれてる理由はあるんだぜ」

　ふと、武詞はあることに思い当たった。

「そうなの？」

　藍那が、小首を傾かしげる。

「なんていうか、さ」

　言いかけてから、武詞はやめた。少し、恥はずかしいのだ。

「なんていうか？」

　藍那が聞き返してくる。やはり、言うしかないようだ。

「藍那に、これだけ助けてもらってるからさ。全力でやらないとな、ってのも……あるのかなって」

　これだけ手伝ってもらっておいて、立ち止まるわけにはいかない。頑張らなければならない。そういう、ことだ。

「……えへへ」

　藍那は、少し照れたように笑った。

「ま、まあ……そういうわけだ」

　本格的に恥ずかしくなってきたので、武詞は藍那に背を向け作業に戻る。

「そっかぁ。そこまで感謝してくれてるのかあ。……ね、じゃあね。ご褒ほう美び……欲ほしいかな」

　後ろで、藍那がそんなことを言った。

「ご褒美？　ああ、俺に買えるものなら何でも買ってやるぞ」

「もう、ものじゃないよ」

　藍那の声が、少しふて腐くされたようなものになる。

「なんだ、どこかに出かけるとか？」

　振り返らず、メモを続けながら武詞は聞いた。

「それも違うよ。……たっくんったら、意地悪だね」

　そして、藍那の言葉が途と切ぎれた。代わりに聞こえてくるのは、何か衣きぬ擦ずれのような音。

「……わたしはね、たっくん」

　囁ささやくような、藍那の声。

「たっくんに……わたしを、素す敵てきな女の人に、して欲しいの……」

「へ？　するもなにも女だろ藍那は」

　ペンでメモを突つつきながら──考えを適切に書き表せないのだ──武詞は首を傾げる。

「……」

　藍那が黙だまり込む。

「そもそも──あ、そうかそうか。こうだ」

　適切な表現が浮うかんだ。ペンを走らせる。

「で、……こうして、店長にも協力してもらって、……よし、よし」

　頭の中が、アイデアの奔ほん流りゆうで一いつ杯ぱいになる。藍那のことがすっかり頭から消える──

「……たっくんのおばかっ」

　次の瞬しゆん間かん、武詞の後頭部に何かがぼふっとぶつかった。凄すごい勢いで飛んできたようだが、特に痛くはない。

「な、なんだ？」

　振り返ると、ぶつかってきたのは枕まくらだった。拾い上げてみるとふかふかで、なるほどこれなら勢いが凄くても痛いということはない。

「どうしたんだよ、藍那」

　見やると、藍那は布ふ団とんに潜もぐり込んでいた。その姿は見えない。

「知りませんっ。おやすみなさい！」

　布団の下から、怒おこったような藍那の声が聞こえてくる。

「どうしたんだよ……」

　さっぱり訳が分からない。きょとんとする武詞であった。







「……ん？」

　窓の外から差し込む光を浴びて、武詞は我に返った。

「もう、朝か……」

　徹てつ夜やしてしまっていたらしい。

（良くないんだけどなあ）

　徹夜するメリットはなにもない。人間は元々夜に寝ねて朝に起きるというリズムに合わせて体の仕組みが出来ている。そこを崩くずすと、大なり小なり悪あく影えい響きようが出てくるのだ。

（ついつい必死になっちゃったんだよな……）

　という風にわかりきっていても、一いつ旦たん動き出すとどうにもならない。我ながら因果な性しよう分ぶんだと思う。

（ま、成果はあったしな）

　机の上のメモを見やる。やたらと散らかっているが、アイデアそのものはまとまった。

（今度こそ……今度こそ、いけるぞ）

　今までで一番の手て応ごたえ。色々と試行錯さく誤ごしたが、遂ついに──決定的な打開策を見み出いだせた。

「ん、んぅ……」

　ベッドの方から声がした。藍那だ。

（寝てたのか……）

　まあ、当たり前の話である。こんなにも寝ね心ごこ地ちの好よさそうなベッドがあるのに、一いつ睡すいもしていない武詞がおかしいのだ。

（てか、起こさないとな）

　今日も学校がある。武詞はともかく、藍那のような優等生が遅ち刻こくするのは色々とまずい。

「おーい、藍那。起きろ。朝だぞー」

　とりあえずそう声を掛かけてみると、

「ふわぁ……」

　藍那が身を起こした。

「おはよ……おわあああ!?」

　その姿を見て、武詞は悲鳴を上げる。

「んー……？」

　何ということか、藍那は下着しか身につけていなかったのだ。

「な、ななななにをしてるんだお前は！」

　武詞は上ずった声を上げる。

（てか、……大きい!?）

　どうしても見てしまう。なんと……なんとふくよかな双そう丘きゆうであろうか！

「……」

　シーツを引き上げ胸むな元もとを隠かくしながら、藍那は目を細めて武詞を見てくる。

「残念でした」

「なっ、何がだ！」

　狼狽うろたえる武詞に、藍あい那なは舌を出してきた。

「もう遅いってことですー。べーだ」







　登校途と中ちゆうのこと。佐希の鞄かばんがぶるぶると震ふるえた。

「……？」

　駅のホームで、佐希は鞄に手を入れる。

「……」

　メールの送り主を確かく認にんして、佐希が目をしばたたかせる。

「……」

　なぜか柱の鏡で髪かみを整えてから、佐希はスマートフォンを操作した。
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「えっ？」

　メールの本文を見て、佐希は声を出す。




『アイデアを思いついたよ。ラノベコンシェルジュ。詳くわしくはまた話すわ』




　画面には、そんな文章が表示されていた。
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　[image: よん]　なにもなかったよ！　いやマジで！　……でも、その後色々変わったのは事実かも。




　──武たけ詞しが藍あい那なと別れ、自分の教室に入るなり、佐さ希きはいきなり話しかけてきた。

「あんた、あのメールどういうこと？」

「どうもこうも、そういうことだけど……」

　面食らってしまう勢いである。

「本当の本気で言ってるのね？」

　念を押すように、佐希は重ねて聞いてきた。

「勿もち論ろん、そうだよ」

　はっきりと答える。それだけの自信があるのだ。

「……」

　佐希は、真しん剣けんな面おも持もちで武詞の目をじっと見てくる。まるで、何かを試ためすように。

「……ええ、分かったわ」

　やがて、佐希はそう言って表情を緩ゆるめた。

「面おも白しろそうな話じゃない。具体的に聞かせてちょうだい」







「つまりは、こういうことなんだ」

　武詞の席に移動して、説明を始める。

「ラノベコンシェルジュ。つまり、お客さんとやり取りしながらお薦すすめの本を紹しよう介かいするスタッフを用意するんだよ」

　これが、武詞の見出した答えだった。

「そうすれば、あの店との違ちがいを出せる。ただ売りつけるだけじゃない。作品の良さを伝えて、そして買ってもらうんだ」

　藍那の助けで辿たどり着けた、最後の手段である。

「面白いとは思うけど、気になるところがあるの」

　早さつ速そく、佐希が疑問点を挙げる。

「お薦めって言っても曖あい昧まいよね。それこそ、ネット通つう販はんのリコメンドでいいじゃんってなっちゃわない？」

　真剣に受け止めてくれているという証しよう拠こだ。実に有り難がたい。

「確かにそうだな」

　そこは武詞も考えたポイントである。しかし、ちゃんと負けない点はある。

「あれは、『この作品を買った人はこんな作品も買っています』って機能だよね。趣しゆ味みが似た人の購こう買ばい動向を踏ふまえて表示されるわけだから、『自分が好きになれそうな本』を知るには凄すごく有効だと思う。でも、『こんな本が欲ほしい！』っていう要求には不向きなんだ。まったく新しい何かを開かい拓たくするのは、多分難しい」

「だからこその、コンシェルジュってわけね」

　佐希が頷うなずく。

「そう。一人一人のお客さんに、寄り添そった形のサービスを用意するんだ」

　本物のコンシェルジュを見ているうちに、思いついたポイントである。

「どんな依い頼らいでも解決して、一人一人の要望に応えて、望みを叶かなえてみせる。とにかく沢たく山さん買わせるんじゃなくて、お客さんに本当に欲しいものを納なつ得とくして買ってもらうんだ」

「なるほど……」

　言って、しばらく考え込む。

「……でも、それって凄く大変よね。どんな要望が出されるか前もって分からないのよ。下調べもせず、その場で答えないといけないって、相当大変よ」

「そこなんだよな……」

　一番の問題点だった。実際にその務めを果たせる人間がいなければ、このプランは成立し得ない。

「もう少し、時間があればな……」

　武詞は溜ため息いきをつく。勝負の期限は迫せまっている。もう少し時間があれば、知識を蓄たくわえる事も出来たのだが。

「そうね……」

　佐希も、難しい顔をする。やはり、彼女も同じ懸け念ねんを抱いだいているらしい。

「もう少し時間があれば、店長に頼たのんで違う制服でも用意してもらうんだけど。一目見て分かった方がいいだろうしね」

「……え？」

　目をぱちくりさせる武詞である。佐希は、何を言っているのだろうか。

「ああ、そうだ。あんた、目印か何か作りなさいよ」

「いや、ちょっと……」

「それっぽいデザインにして、制服に付けられるようにしてさ。そうすれば、結構分かりやすくなるんじゃ──」

「待った、待った待った」

　慌あわてて手を振ふる武詞である。

「なによ？」

　佐希が聞いてくる。

「いや、聞きたいのは俺の方なんだが」

「なにを？」

「それもこっちの台詞せりふだって。お前は何の話をしてるんだ」

　佐希の言わんとする所が分からない。制服とかバッジとか、どういう意味なのだろうか。

「はあ？　あんたこそ何を言ってるのよ」

　佐希が腕うでを組む。

「そのラノベコンシェルジュ、わたしがやってあげるって話に決まってるでしょ」







「じゃあ……楽しい気分になれる本を一つ頼むよ」

　昼休み。武詞と佐希は、学校の食堂にいた。

「働くラオウ様とかどう？　世紀末覇は者しやがコンビニでバイトするストーリーよ。あんたパロディもいけるクチでしょ」

　天てん丼どんと日ひ替がわりランチを挟はさんで話すのは、ライトノベルについての話だ。

「なら次だ。基本一話で完結するコミカルなラブコメで、キャラクターが増えるにつれて徐じよ々じよに世界が広がっていく作品を頼む」

「ねこがみっ！　ね。アニメ化もされたシリーズよ」

　武詞の問いに、佐希は淀よどみなく答える。まるで、あらかじめ答えを用意しているかのようだ。

「ＮＦに続いて伝撃しばりでも即そく答とうか……」

　感かん嘆たんする武詞である。レーベルごとに色々と条件を出して質問してみたのだが、いずれもばっちりの答えが返ってくるのだ。

（一見簡単っぽいけど、こんなにテンポ良く答えるのは至難の業わざだぞ……）

　ある程度以上のライトノベル好きなら、じっくり考える余よ裕ゆうや自分の本ほん棚だなを見る時間を与あたえられれば似たことは出来るだろう。しかし、前もって分からない質問に瞬しゆん時じに回答するというのは、ちょっとやそっとでは不可能な芸当だ。

（早さが大事だもんな）

　ホテルではないので、一人一人とのやり取りに割さける時間には限界がある。普ふ通つうに仕事をしていてもぎりぎりなのに、更さらに業務を増やすのだから、大変シビアになってくるのだ。

（だから、出来るだけ手て際ぎわよく紹介する必要があるんだけど……これなら大だい丈じよう夫ぶかな）

　打てば響ひびくような佐希の受け答えならば、通常の仕事との両立も不可能ではないだろう。

「どのレーベルでもいけるわよ。次はファミスー文庫いってみる？」

　ふふん、と佐希は得意げに笑う。

「参りました」

　テーブルに手を突いて頭を下げる。まったくもって凄いことである。

「ふふん。恐おそれ入ったようね」

　佐希はえへんと胸を反らした。

「ま、わたしなんてまだまだよ。店長だったらこんなもんじゃないんだから」

　それから、苦く笑しようする。

「ああ、そうか……店長がいるな」

　佐希の言う通りである。全すべてのジャンル、全ての商品に精通しているという桃もも見みなら、佐希と同じかもっと凄いコンシェルジュぶりを発揮してくれるはずだ。

「うん、これでいけそうじゃない。あの寺てら田だってヤツにも一ひと泡あわ吹ふかせられるわよ」

　佐希が、嬉うれしそうに笑う。

「うーん……」

　しかし、武詞はその喜びように今ひとつ同調出来なかった。

「どうしたの？　何か納得いってないみたいだけど」

「いやさ……なんて言うんだろ。俺が受けて立った勝負なのに、店の人に頼たよっててなんかなー……っていう」

　納得いかないとすれば、そこだった。他力本願で勝ちを狙ねらいにいくというのは、どうにも据すわりが悪い。

「そうかしら？」

　うーんと佐希は首を傾かしげる。

「アイデアは大事よ。それなしじゃ、何も出来ないじゃない」

「いや、それはそうだけど……」

　佐希の言うことは、理り屈くつとしては理解出来る。しかし、気持ちの面でどうにも消化しきれないのだ。

「もう、はっきりしないわね。だったら自分もやんなさいよ」

　そんな佐希の言葉が、武詞に閃ひらめきを与えた。

「そうか、それだ！」

　思わず、ずいっと身を乗り出す。

「え、え？　ちょっと何よ、びっくりするじゃない。てか気をつけなさいよ、天丼に制服のネクタイが──」

「俺もやるよ、コンシェルジュ！」

　簡単なことだ。武詞も、最前線に立てばいいのである。後ろめたさもなく、全力でアイデアを実行に移すことが出来る。

「分かった分かった、分かったから座りなさい。……まあ、その気合いはいいと思うけど、大丈夫なの？」

　佐希が、少し言いにくそうに聞いてきた。

「……うん、分かるよ。今の俺にはコンシェルジュって荷が重いと思う」

　武詞の知識は、佐希や桃見には及およばない。同じ水準で本の紹介をすることは不可能だろう。

「でも、少なくとも……藤ふじ江えファンタスティック文庫限定なら、色々と紹介できるよ」

　棚たなを担当してからというもの、武詞は藤江の作品を読み漁あさっている。何分歴史の長い出版社なので、全ての作品を網もう羅らするというまでには至っていないが、それなり以上のレベルで詳くわしくなっているはずだ。

「ああ……いっぱい読んでたものね」

　佐希が、うんうんと頷く。

「じゃあ、あんたを藤江専門にして、残りの出版社をわたしと店長で分ける形にしましょうか」

「いいな、そのアイデア。一人一人の負担も少なく出来るし」

　どんどん話がまとまっていく。

（なんか……楽しいな）

　ふと、そんなことを考える。

　状じよう況きようはかなり差し迫っている。本来、呑のん気きに楽しんでいる場合ではないはずだ。

「さっきも言ったけど、何か身につける目印っぽいの作れない？　一目でお客さんに『この人がコンシェルジュだ』って分かってもらえるのが必要だと思うのよね」

　だが、わくわくしてしまう。

「バッジ作ってみようか？　それならすぐに出来ると思うよ」

「バッジかぁ、いいわねそれ。どういうのにする？」

「コンシェルジュっぽいのがいいよなあ。一目見て分かるようなデザイン」

　新しいアイデアを考えるのが、それを人とやり取りしてよりよいものにしていくのが、とにかく面おも白しろいのだ。

「あー、でもどうしたもんかな」

　その過程で、ふと武詞はある問題に思い当たった。

「そっちはバッジで十分なんだろうけど、俺はバッジだけじゃまずいかもな」

「どういうこと？」

「いやさ、普通に話しかけにくいかもしれないんだよなー」

　寺田の方法が上う手まくいっていることにも、繋つながるポイントである。

「なんで？　あんたもわたしも店長も、お客さんから見たら同じとらのまきの店の人じゃない。違ちがいなんてないでしょ」

「いやいや、そうでもないよ」

　苦笑しながら、武詞は首を横に振る。

「どの辺が？」

　よく分からないという面おも持もちで、佐希はお茶の入ったコップに口を付ける。

「だって、俺はむさい男店員じゃん。女性のお客さんが話しかけづらいのは勿もち論ろんとして、男のお客さんもいまいち話をしようってモチベーションが湧わかないよ。比べてそっちは、二人とも雰ふん囲い気きは違うけど『可愛かわいい店員さん』だろ。絶対人気に──」

「けほ、けほけほ！」

　いきなり、佐希がむせた。

「へ、変なこと言わないでよ！」

　口元をハンカチで拭ぬぐいながら、佐希は武詞に抗こう議ぎしてくる。

「別に、変なことなんて言ってないよ」

「言ってるわよ！　その、可愛い、とか……」

　もじもじしながら、佐希が言う。

「あ、いや、その──」

　ようやく、そこで武詞は自分が言ってしまった言葉の意味を理解した。

「そ、そういう意味じゃなくて。一いつ般ぱん論だよ一般論」

　別に、佐希に対して何か特別な意味を持たせたとかそういうわけではない。

「誤解すんなよ。あくまで客観的な視点での話だ」

「……」

　すると、佐希は何やら不満そうに黙だまり込んだ。

「だったら……」

　そして、何事かぶつぶつと言い始める。

「その、主観的には……」

　声が小さくて、よく聞き取れない。

「え？　なに？」

　聞き返したところ、佐希はより不ふ機き嫌げんな表情になった。

「肝かん心じんなところで言葉が聞こえないとか！　なにテンプレ主人公やってんのよ！」

　怒ど鳴なると、佐希は日ひ替がわりランチを勢いよく食べ始めた。

「ど、どういうことだよ……」

　弱り果てながら、武詞も自分の天てん丼どんに向かい合う。

（ちょっと冷めちゃったな……）

　喋しやべるのに熱中していて、生温かくなってしまった天丼の味わいは何とも生温かいものだが、それはそれで美お味いしく感じられてしまう。粗そ食しよくとさえ言えない極限の食生活を経験したことにより、武詞の味覚は極めて大らかになってしまっているのである。

「……」

　もぐもぐやりながら、ちらりと佐希の様子を窺うかがってみる。

「……」

　すると、佐希もちらりと武詞の様子を窺っていた。

「っ……」

　驚おどろいたように、佐希が目を逸そらす。

（なん、なんだよ……）

　なぜだろうか。その反応に、武詞の胸が強く脈打ち始めた。

　二人して黙り込む。何だかとても変な空気である。

「……そ、そういえばさ」

　耐たえきれなくなり、武詞は口を開いた。

「なに？」

　次の瞬しゆん間かん、佐希が聞いてくる。向こうも、同じ気分でいたようだ。

「えっと……」

　何を話すか考えていなかった。気楽な話で場を和なごませればいいのだろうが、肝心の話題がないのだ。

「……？」

　佐希が、怪け訝げんそうな、それでいて少し困ったような表情をする。

「……ああ、そうだ！」

　ふと、話題が武詞の脳のう裏りに閃いた。救われた気分で武詞は話を始める。

「お前ってさ、学校でラノベの話とかもするんだな」

　話題とは、今の状況そのものだった。

「なんか、意外というかなんというか」

　何しろ、自じ称しよう武詞の親友・学まなぶの言うところによると、佐希は学校で大人気なのである。ちょっとイメージが違う。

「ええ。別に隠かくすつもりはないもの」

　すると、佐希はさらりとそう答えた。

「リア充じゆうだけどオタクでもあって両方維い持じしたいとか、そういうわけじゃないんだし」

「そうなの？　人生相談あったら乗るよ？」

　ライトノベルネタだったので、拾ってみる。

「違うってば、もう。読モとかやったことありませんからー」

　佐希がくすくす笑う。上手くいったようだ。

「そう言えば、わたしも聞きたいことあるんだけど」

　佐希が話題を振ふってくる。

「食堂でご飯とか珍めずらしいわね。いっつもお弁当作ってもらってるのに」

「それは、今日は藍那が弁当を──」

　言いかけてから、武詞は黙り込んだ。

「──えっと、その」

　武詞の全身から、得体の知れない冷ひや汗あせが噴ふき出してくる。今朝の状況を、どういう風に伝えればいいのか。

（よ、よし！　誤ご魔ま化かそう！）

　それしかない。事態が深刻化する前に、速すみやかに対処するのだ。

「いや、別に何でもないよ。朝まで──いや、朝には一いつ緒しよにいたし、そうだよ」

（誤魔化せてねえええ！）

　我ながら支し離り滅めつ裂れつな発言である。

「……なに、どうかしたの？」

　佐希が、ますます怪訝そうな面持ちになった。

（ヤバい、ヤバい、ヤバいぞ……！）

　徐じよ々じよに、しかし確実に。ピンチが迫せまっている。

「……」

　無言で、佐希が武詞を見やってきた。

　ほぐれていたはずの空気が、また変化する。先さき程ほどよりも、ずっと深刻な気がする。

「……あ、もしかして喧けん嘩かしたとか？」

　武詞が焦あせりまくっていると、佐希がそんなことを言った。

「え？」

「ああ、うん。ごめん。変なこと聞いちゃって」

　佐希が、済まなそうに俯うつむく。

「いや、そういうわけでもないんだけど……」

　武詞がそう言っても、佐希は俯いたままである。どうしたのだろうと思いながら、武詞はお茶に口を付ける。なんだか、口と喉のどが渇かわいて仕方ない。

「……あの、ね」

　やがて、佐希が口を開いた。

「もしかして、やっぱり……あの幼おさな馴な染じみの子と、付き合ってるの？」

「ごほ、ごほごほ！」

　武詞はむせた。さっきの佐希と立場が逆になっている。

「ない、ない！　そんなんじゃないから！」

　慌あわてて否定する。まったく、とんでもない誤解もあったものだ。

「そ、そか。そなんだ」

　何やら何度も頷うなずいてから、

「……！」

　いきなり佐希は顔を真っ赤にした。さっきから、くるくると表情が変わって実に落ち着きない感じである。

「そ、それじゃ。わたしもう行くから」

　残っていたおかずをぱくぱく食べてしまうと、佐希は席を立った。

「またね」

　言い残して、テーブルから離はなれて行ってしまう。

「え？　え？」

　一人残された武詞は、狐きつねにつままれたような心持ちだった。いきなりピンチになったと思ったら、何もしないうちに回かい避ひできてしまっている。

（どうしたんだ……？）

「ふーん、なるほどね」

　武詞が首を傾かしげていると、いきなり隣となりに誰だれかが座ってきた。

「よく分かったよ。そういうことだったんだね」

　藍那である。何やら、不満そうというか不機嫌そうだ。

「そういうことって、どういうこと？」

「つまり、たっくんはさっきの子とはどういう知り合いなのかなってこと」

　横目で、藍那は武詞の顔を見てくる。

「どうって……その、バイト先が同じだったり、クラスが同じだけだったりする間あいだ柄がら……かな？」

「たっくん、気づいてる？　あの子と話す時、わたしと話す時と随ずい分ぶん違ちがってたよね」

「いやまあ、藍那は別じゃん。付き合い長いしさ。気を抜ぬいて話せるだろ」

　武詞はそう答えた。何せ、幼馴染みである。今いま更さら、気を遣つかって話したりする必要はどこにもない。

「……うーん。そういうことじゃないんだけどね」

　すると、藍那はなぜか少し哀かなしそうな顔をした。

「まあ、作戦の立て直しかな」

　笑うと、藍那はもうその話をしなくなった。







　武詞は自分の部屋で考え込んでいた。

（さて、どうしたもんかな）

　試ためしに作ってみたバッジ──佐希に話した通り、開いた文庫本の形をしている──を眺ながめる。

（うーむ……）

　それなりにいい形をしているのだが、今ひとつしっくりこない。何とも物足りないのだ。

　あれこれと頭をひねってみるが、なかなかこれはというデザインが浮うかばない。

（……お）

　考えあぐねたところで、武詞はふと一冊の雑誌に目を留めた。

　ドラグーンマガジン。藤江書房が発行しているライトノベル誌である。隔かく月げつ刊かんで、様々なライトノベルや漫まん画がが掲けい載さいされている。

（アイデアの参考になるもの、ないかな……）

　そんなことを考えながら手に取って、ぱらぱらとめくると、『フルオタク・パニック！』の短編の場所が開いた。何度も読み返しているうちに、くせがついてしまったのだ。

（むむ）

　ついつい、中身に目を通してしまう。

（いやあ、面おも白しろいなあ）

　三巻の発売に合わせて掲載されている、読み切りである。

（連載されないかなあ……）

　文章を目で追いながら、武詞は考える。

　──フルオタは、武詞やファンサイトに集まっている人達のように熱心なファンがいる一方で、幅はば広ひろい層からの支持は未まだ得られていない。以前作品が今ひとつ売れなかったのも、そういう側面が大きかったりする。

（難しいものなんだな）

　ふと、不安になる。これだけ面白い作品でも、読者──受け手に中々魅み力りよくが伝わらなかったりするのだ。武詞の思いつきが、果たしてお客さんに通用するのか。

　今までの失敗の記き憶おくが蘇よみがえる。また今回も失敗するのではないのか、また上う手まくいかないのではないのか──

（いや、ダメだダメだ）

　頭を振って、武詞は弱気を追い払はらう。

　佐希と藍那の顔が浮かぶ。二人とも、それぞれのやり方で武詞に協力してくれた。だというのに、肝かん心じんの武詞が先行きを悲観していてはいけない。

（さて、気を取り直して──ん？）

　ふと、武詞はとあるページで手を止めた。フルオタのイラストが載のっているページだ。

　ヒロインの千ち鳥どり橋ばしはなめが、恥はずかしそうに顔を赤らめながら、主人公の嵯さ峨が宗そう輔すけの頭をハリセンではたいているというシーンである。

（可愛いな……）

　ついついニヤニヤとしてしまう。なぜこうなっているのかというと、宗輔と他の女の子が仲良くしているところを見たはなめが心配になり、付き合っているのかと聞いたところ、鈍にぶい宗輔は質問の意味が分からず「なぜそんなことを気にする。関係ないだろう」とありがちなデリカシーのない台詞せりふを口にしてしまい、結果として殴なぐられてしまったのだ。

（……ん？）

　そこで、武詞の脳のう裏りに昼間の佐希の様子と、彼女が口にした台詞が蘇ってきた。

　──もしかして、やっぱり……あの幼馴染みの子と、付き合ってるの？

「……えっ!?」

　裏返った声を上げてしまった。

「いや、いやいやそんな……ありえないだろ……！」

　誰にともなく、そう否定する。

　あり得ない。あり得ないことだ。そんな、佐希が武詞と藍那の仲に嫉しつ妬としているだなんて、荒こう唐とう無む稽けいにも程がある。

（でも、でもだな……）

　あの時。佐希は、武詞に訊たずねてからすぐに顔を真っ赤にしていなくなってしまった。あの態度が、もし、このフルオタのシーンを思い出してのことだったとしたら。

（ま、まさか……まさか……！）

　結論に辿たどり着きかけて、

「そんなわけないだろっ！」

　再び武詞は否定した。いくら何でも、妄もう想そうだ。そんな、ライトノベルみたいなことが現実に起こるわけがない。

「作業、作業だ！」

　自分に言って聞かせるようにそう叫さけぶと、武詞は工具を準備し始める。




　高速ジョニー@alien_Johnny

　なんかとらのまきがやるらしい。http://bit.ly....




「準備はこれでＯＫね～」

　自分の着ている制服を見ながら、桃見が言った。

「さすがだな、庫くら川かわ」

　観み月つきも、感心したように頷く。彼女が見ているのは、佐希と桃見の制服の胸についているピンバッジだった。

　色は銀色で、文庫本をモチーフにしている。金属素材の上質な作りで、それでいて制服との調和を乱さない程度にカジュアルでもある。

　──あの後、作り直したものだ。基本のデザインはそのままに、全すべての要素をブラッシュアップし完成させたのである。

　かつてロボットのオブジェを製作した時に匹ひつ敵てきする集中ぶりだった。さすがに睡すい眠みんは必要に応じて取ったものの、入れ込み具合は同等なはずだ。

「一心不乱に取り組んだということが、よく分かるな」

「そうね～。他の雑念を捨て去って頑がん張ばったって感じ～」

「は、はは……」

　二人の賛辞を聞きながら、武詞は曖あい昧まいに笑う。その一心不乱さの元になった雑念のことが、頭をよぎったのだ。

　視線で、雑念の元──すなわち佐希の姿を追う。

　佐希は、少し離はなれたところにいた。飾かざってあるアッパレストを眺めている。

「……？」

　佐希が、振ふり向いてきた。どうやら、武詞の視線に気づいたらしい。

「うん、やっぱりね」

　何事か言いながら、佐希が歩み寄ってくる。

「やるじゃない。ものを作らせたら、右に出る者はいないわね」

　そして、武詞を褒ほめてきた。あの日のことなど、なかったような態度である。

「あ、ああ」

　返事をしながらも、違い和わ感をおぼえてしまう。

（どういう、ことだ……？）

「……お？　おお？」

　困こん惑わくしている武詞の脇わきに、舞まい子こが出現した。

「これは、二人の間に何かあった予感？」

　思わず、びくりとしてしまう。驚きよう異い的な嗅きゆう覚かくである。

「そ、そんな……何もないですよ、何も」

「へえ？　その割には視線が不自然に泳いでますよ」

　笑って誤ご魔ま化かそうとするが、舞子の追つい及きゆうはやまない。

「面白いことが起こっている予感」

　一いち乃のまで加わってくる。

「もう、誤解ですよ」

　すると、佐希が口を開いた。

「わたしとこいつの間に何かあるわけないでしょ」

　否定の仕方も、いつも通りだ。

（全然、気にしてない感じ……？）

　武詞の考えすぎだったのだろうか。

（うーん……）

　それはそれで、なぜだろうか。もやもやしたものが残ってしまう。

「おや。なんだか残念そうな表情だねぇ？」

「いや、ですから──」

「師し匠しよー！　師匠師匠ー！」

　なおも舞子の追及を受けていると、園その花かが駆かけ寄ってきた。何やら、ただごとではない様子である。

「どうしたの？」

「あの人がまた来てるよー！」

　武詞の問いに、園花はそう答えてきた。







　らいほん@bottom_children

　@alcoholicbabyラノベコンシェルジュ？　何それ？




　百薬の長は万病の元@no_alcoholic

　かのんちゃんが言ってたRT水間かのん@canon_cannon

　とらさんで面おも白しろいことをしてるらしいので紹しよう介かい。わたしもメルト一いつ本ぽん橋ばしも、負けないように頑張らなくっちゃー[image: ]RT「ラノベコンシェルジュやります！」http://bit.ly...




「売り上げはいかがですか？」

　分かりきったことをわざわざ聞いてくるのは、この寺田という男の性格の為なせる業わざか、あるいは心理戦の一いつ環かんとしての駆け引きなのか。

「はは」

　いずれにせよ、愉ゆ快かいではない。

「おや、その様子だと苦戦していらっしゃるようですね」

　勝ち誇ほこったように、寺田が言ってくる。

「いえいえ、これからですよ」

　煮にえくり返る怒いかりをこらえながら、武詞は笑ってみせる。

「そうですか。……では、楽しみにしていますよ？」

　ニヤニヤしたまま、寺田は去っていった。余よ裕ゆう綽しやく々しやく、といった感じか。実に、悔くやしい。

「……うー！」

　寺田が去るなり、武詞の背後で園花が呻うめいた。

「腹立つー！　師匠、怒おこってやりなよー！」

「ダメダメ」

　苦く笑しようしつつ、武詞は首を横に振る。

「ここで喧けん嘩かしてもしょうがないよ。悔しかったら、結果を出さなくちゃいけないんだ」

　そして、園花の頭をぽんぽんと撫なでる。

「怒ってくれてありがとう。嬉うれしいよ」

　本心である。不ふ愉ゆ快かいな事態に対して、誰だれかが自分の代わりに怒ってくれると、何だか勇気づけられるのだ。

「えへへ」

　くすぐったそうに、園花が笑う。

「その通りよ～」

　桃見が、とことこ武詞に歩み寄りながら言った。

「安い挑ちよう発はつに乗っても～、自分が損するだけ～」

「そういう手段に向こうが出てきた、というのは面白くもありますね」

　観月が言う。

「そうね～。思っていたよりは早かったけど～、タイミングとしては願ってもないところね～」

　桃見がにんまりした。

「ひょっとすると～、ひょっとするわよ～」

「どういうことですか？」

　訊ねるが、

「ふふ～」

　桃見は答えてくれない。

「とにかく～、今はやるべきことに全力を尽つくしましょう～」







　ばんとらいん　@gunfighter_special

　なんかコンシェルジュ？　で人気取ろうとしてる店があるとか。こういうイメージだけ優先したやり方は好きじゃない。







「いらっしゃいませ」

　お客さんに声を掛かけながら、品出しを行う。日々の作業に変わりはない。基本的な部分での諸もろ々もろを怠おこたってはならないのだ。

「あの、すいません」

　ふと、そんな声が聞こえてきた。

（むっ）

　雰ふん囲い気きで分かる。これは、普ふ通つうの質問ではない。多分──コンシェルジュ絡がらみだ。

　ちらりと見やる。男性のお客さんだ。少し落ち着かない様子なのは、あまり店員に話しかけるのに慣れていないからだろう。

「はい、いかがなさいましたか？」

　話しかけられているのは、佐希だった。

「お薦すすめの本ですね？　かしこまりました。どういう風な作品をお探しですか？」

　佐希の受け答えは、相変わらず堂に入っている。武詞と初めて会った時から変わらない。

「ハードな展開の作品ですね。それではこちらの作品はいかがでしょうか」

　ライトノベルの棚たなから、佐希は一冊の本を取り出した。

「『なるな！　ＳＥ』というシリーズです。システムエンジニアの過か酷こくな労働環かん境きようを描びよう写しやしていて、なんと二巻で主人公が過労死しちゃうんですね。その後家族による法ほう廷てい闘とう争そうが始まって──」

「はい～。お話を伺うかがった感じでは～、エッジの利きいた作品がお好きなんですね～」

　その横を、桃見が別のお客さんを連れて通る。

「こちらなどはいかがでしょ～。『づきヅキ！』です～。偏へん頭ず痛つうがズキズキする中頑張る主人公って設定が面白いですよ～」

　そして、彼女も棚から何冊か本を出した。

「『帰省彼女サナ』もお薦めですよ～。何かあったらすぐに実家に帰っちゃう女の子がヒロインなんです～。『わたしの実家……あったかいの……』って帯が秀しゆう逸いつですよね～」

（おお……滑すべり出だしはいいみたいだな……）

　ちらり、と。手近な壁かべに貼はってあるポスターに目を向ける。武詞が自分で作ったものだ。

『ラノベコンシェルジュが、あなたに本を紹しよう介かい致いたします！』

　あえて派手な装そう飾しよくを抑おさえ、真ま黄きちゃんをワンポイントで使用しただけの落ち着いたデザインに仕上がったポスターは、店内の目立つ場所にいくつも貼られている。

『どんなアバウトな条件でもＯＫ！　欲ほしい一冊を、三名のコンシェルジュが、きっと見つけ出してご覧に入れます！　土日の開店から一七時までのベータテスト。みんなもコンシェルジュに話しかけてテスターになってよ！』

　一いつ世せいを風ふう靡びしたアニメ作品の言い回しを織り込んだ説明文の後には、佐希と桃見、そして武詞の紹介がイラスト付きで入っている。イラストは舞子が描えがいてくれたもので、それぞれの特とく徴ちようをうまくデフォルメしている。

　武詞が藤江ファンタスティック文庫を担当し、他の二人が残りの出版社を分け合うという形になっている。自分の担当が少ないのが目立つのが若じやつ干かん情けないところだが、その分しっかりこなすつもりだ。

「ありがとうございますっ」

　佐希が頭を下げた。どうやら買ってもらえたらしい。その表情は、本当に晴れやかだ。

（上う手まく、いってるのかな……？）

　そう結論づけるのは早い。何しろ、まだ始まったばかりなのだ。

　しかし、嬉しそうな佐希の姿を見ていると、なんだか希望が持てそうな気がする──

「あのー、いいですか？」

　そこで、武詞は話しかけられた。

「はい！」

　少し声が上ずる。いきなりだったというのもあるが、それ以上に緊きん張ちようが大きい。

（しっかり、こなさなくちゃ……！）

　振ふり返ると、男性のお客さんだった。年の頃ころは、三十代前半くらいだろうか。

「藤江ファンタスティック担当の、ラノベコンシェルジュさんですよね？」

　温和な笑えみを浮うかべながら、お客さんが聞いてくる。穏おだやかな性格の人なのだろう。

「はい、そうです」

　だとすると、実に有り難い。最初のお客さんとしては、うってつけである。

「本をお探しですか？」

　ひとまず、本当にコンシェルジュ目当てなのか意思を確かく認にんしてみる。

「はい、そうなんですよ」

　頷うなずいてから、ふと男性は考え込むような様子を見せた。

「えーと、条件を言えばいいんですよね」

　しっかりポスターを読んでくれたようだ。実に有り難がたいことである。

「はい。曖あい昧まいでも漠ばく然ぜんとしたものでも、どんとこいですよ」

　あえて、少し砕くだけた言い回しを使ってみる。

「あはは、心強いですね」

　お客さんは、機き嫌げんを損そこねた様子もない。むしろ嬉しそうだ。

（よし、上手くいってるぞ……）

　掴つかみは成功した、と言って良いようだ。

「最近あまり藤江の本を読んでないんですよね。新規開かい拓たくしたいなあって感じです」

「なるほど」

　直近で売れている新シリーズを薦めようと思ったが、すぐに考え直す。そんな安直なチョイスは、きっと求めていないはずだ。

「どういう作品がお好きですか？」

「うーん……面白ければ何でも読むんですけどねえ」

　細かいこだわりはなく、オープンにそれぞれの作品を楽しむスタンスのようだ。一見やりやすいが、実は多分難しい。そういうタイプの人は、おそらくかなり目が肥えている。

（つまり、俺が試ためされるってわけだ……）

　中ちゆう途と半はん端ぱなことをすると、見み透すかされてしまう。要するに──真しん剣けん勝負ということに他ならない。

（さあ、どうするどうする……？）

　時間をかけるわけにはいかない。すぐに答えを出せないようだと、やはり見切られてしまう。

　今まで読んできた本を、可能な限りのハイスピードで反はん芻すうする。どれを選べば、いいか──

（……よし！）

　答えが見つかった。ほとんど直感に近い。しかし、正解のはずだ。

「こちらのシリーズを読まれたことはおありですか？」

　そう言って、藤江ファンタスティック文庫の棚から一冊の本を取り出したのは、合格のレギオスシリーズの一巻だった。

「あ、まだです。なんか人気っていうのは知ってたんですけど」

（きたきた！）

　予想通りの答えである。

　──この男性の年ねん齢れいからいって、「最近」はかなりスパンの長い部類に入る。合格のレギオスは必ずしも新しいシリーズではないのだが、触ふれていない可能性は十分に考えられる。そんな推測が、ずばり的中したようだ。

「いやあ、面おも白しろいんですよこれ。浪ろう人にん生が、移動する予備校都市で共同生活しながら大学合格を目指す話なんですけど──」

　作品の魅み力りよくを説明する。言葉で語れる部分などたかが知れているのかもしれないが、それでも必死で伝えようと努力する。

「ふむふむ」

　男性は、武詞の話を真剣に聞いてくれた。説明にも、つい熱が入る。

「はい、分かりました」

　やがて、男性が頷いた。

「一巻と二巻、買ってみますね」

　そして、そう言って微笑ほほえむ。

「……ありがとうございますっ！」

　武詞の全身を、喜びが駆かけ巡めぐった。生の達成感は、実に「熱い」。

「じゃ、失礼しますー」

　男性が、レジに向かって歩いて行った。その背中に、武詞はもう一度頭を下げる。

「やったじゃない」

　すっ、と。佐希が武詞の隣となりに立った。

「ああ、ほんとにな」

　まだ興奮が収まらない。心臓が、やたらと激しく脈打っている。

「もう、そんな有様でどうするのよ」

　佐希が苦く笑しようしてきた。

「これから、きっとどんどんお客さんが来るわよ。気合い入れましょ」




　ディッシュマスター@mutekino_saraarai

　とらのまき庵あん波ば店のラノベコンシェルジュ。自分は藤江担当の人と話してみたけど、感じのいい人だった。薦めてもらった本を二冊購こう入にゆう。面白そう～




　結論から言うと、佐希の言う通りだった。評判がネットで広まったのか、次々にお客さんが話しかけてきたのだ。

「た……たいへんだった……」

　勤きん怠たいを押して、武詞は机にがっくりと突つっ伏ぷした。

「師し匠しよーおつかれー！　師匠のすごさにあたしが泣いたー！」

　園花がねぎらってくる。

「あはは……ありがとう」

　お礼は言うが、自分でも分かるほど言葉に力が入っていない。

　普ふ通つうの仕事だけでも、相当にくたびれるのだ。そこにコンシェルジュの仕事が加わったのだから、これはもう大変どころの話ではない。

「……うん」

　武詞の隣で、佐希ものびている。日ひ頃ごろは元気で、時間が終わってからもあれこれと作業している彼女にしては珍めずらしい姿である。

（まあ、そりゃそうだよな……）

　一レーベルだけの武詞でさえこうなのである。複数担当している佐希の疲ひ労ろうは、推おして知るべしというものだろう。

「あらあら～、お疲つかれ様～」

　ところが、桃見だけはいつも通りだった。

「二人とも～、くたくたみたいね～」

　担当しているレーベル数は彼女が最も多く、よって仕事も一番キツかったはずなのだが、そんな様子は欠片かけらもない。

「店長……凄すごすぎです……」

　この小さな体のどこに、それだけのエネルギーが隠かくされているのか。圧あつ倒とうされる他ない武詞である。

「実はな。店長は一人ではない」

　ＰＣに向かって作業していた観月が、ふと口を開いた。

「旧ソ連の技術により生み出されたクローンであり、桃見一号から桃見七十二号まで七十二人の桃見店長が存在するのだ」

　そして、真ま面じ目めな口調でそんなことを言う。

（ど、どういうことだ……!?）

　武詞は混乱した。あまりに唐とう突とつすぎるＳＦ発言である。このまま、庵波店のみんなで謎なぞの組織と戦ったり宇宙人の侵しん略りやくに立ち向かったりするという展開に突とつ入にゆうするのだろうか。

　周りの様子を窺うかがってみると、周りのみんなの反応も大体同じだった。佐希は愕がく然ぜんとした表情で体を起こし、事務所に入ってきたところだったらしい一乃は、目を見開いて入り口で立ち尽つくしている。園花は話の内容自体あまり分かっていない様子である。

「説明するわね～」

　そんな中でも一人普ふ段だん通りだった桃見が、何やら話し始める。

「今のは観月ちゃんなりのジョークなのよ～。勿もち論ろんわたしは七十二人もいませんよ～」

「ちょ、ちょっと店長……」

　観月が、桃見の言葉を遮さえぎろうとする。

「どこが面白いのか説明するわね～」

　しかし、桃見はそれをわざとらしく無視する。

「つまり～、あえて極きよく端たんにあり得ない話をして～、『そんなのないだろ！』ってツッコミを待つボケの一種なのよ～、旧ソ連の超ちよう技術っていう設定を用意したり～、七十二っていう半はん端ぱな数字にしたりしておかしみを出そうとしているのも特筆すべきポイントね～」

「ちょっと、もうやめてくださいっ。滑すべった冗じよう談だんを詳くわしく解説されることほど辛つらい拷ごう問もんはありません……！」

　観月が顔を真っ赤にして懇こん願がんする。

「お疲れですー。遅おそ番ばんと替わってきま……あれ？　なんか随ずい分ぶん盛り上がってますね」

　舞子が事務所に入ってきて、驚おどろいたように言った。

「あ～。舞子ちゃん～、あのね～。観月ちゃんが……もがもが」

「ダメ、お願いだからもう許して下さい！」

　桃見の口を、観月がばっと押さえる。

「もが～、もがもが～」

「みんな疲れてたから、少し気分転てん換かんにでもなればと思っただけなのに……ひどいです！」

「もがが～」

　ぽかんとその様子を眺ながめる。なんというか、衝しよう撃げき的な展開及および光景である。

「……ふふ」

　机に肘ひじをつき、その上に顎あごを乗せながら、佐希が笑った。

「あんた、本当にすごいわね」

　そして、武詞にそんなことを言ってくる。

「へ？」

　どういうことなのだろう。今のは、観月がいきなりボケて自じ爆ばくしただけの話である。武詞の出番など、どこにもなかったはずだ。

「事務所の様子、見てご覧なさい」

　佐希が言うので、武詞は事務所を見回してみた。

　じたばた暴れる桃見と、それを押さえつける観月。

　その様子をニヤニヤと眺める一乃と、事情を教えるよう一乃にせっつく舞子。

　成り行きはよく分からないが、みんながわいわいやっていて楽しくなってきたのか一いつ緒しよになって騒さわいでいる園花。

「どう思う？」

「……いつも通り明るい、かな」

　佐希の問いに、武詞はそう答えた。みんな楽しそうで、笑いあっている。

「少し前のミーティングと比べたら？」

「あっ──」

　佐希に言われて、武詞は初めて気づいた。

　ここしばらく、今のような感じはなかった。どこかすっきりしない空気──おそらくは、アルトリバーの躍やく進しんから来る重苦しさが立ちこめていたのだ。

「あんたが色々試行錯さく誤ごしている様子が、みんなを励はげましたのよ」

　大おお騒さわぎのみんなを眺めながら、目を細める。

「そう、なのか……」

　もし。もし、佐希の言う通りだとしたら、こんなに嬉うれしいことはない。店の仲間達を元気づけられたのだとしたら──こんなに素す晴ばらしいことはない。

「やるじゃない。なんか、一つ壁かべにぶつかる度に乗り越こえてる感じ？」

　佐希が、なおも褒ほめてくる。

「い……いや、そんな。俺のやったことなんて大したことないよ。毎回、みんなに手伝ってもらってるんだし」

　武詞の力など微び々びたるもの。店のみんなの助けがあってこそ、実現出来るのだ。

「……ふーん」

　そんな武詞の言葉を聞くなり、佐希はにんまりと笑ってきた。

「なんだよ」

「別に。俺すげーみたいなアピールはあんたには似合わないかもねってことよ」

　そう言うと、佐希は立ち上がった。

「じゃ、わたし帰るから。おつかれさま」

「おう、おつかれ」

「お先に失礼しますー。お疲れ様でした」

　未いまだにどったんばったんやっている桃見達や、他の面々にも声を掛かけ、佐希は去っていく。

（……やっぱり、いつも通りだ）

　佐希の背中を見送りながら、武詞はそんなことを考える。武詞のこともよく見ていてくれて、時折示し唆さやアドバイスをくれる──そんな、アルバイトの先せん輩ぱい。

（いい加減、俺も普通に戻もどらなくちゃ）

　何だか、あの日の出来事にとらわれすぎている。普通になろうとするのも久しぶりだ、なんてことを考えながら、武詞も帰り支じ度たくを始めたのだった。







　網あみの子羊@lambofnet

　久々にとらのまき庵波店へ。やっぱりちゃんとした店は買い物しやすいなー。







（さて、今日か……）

　棚たなのメンテをしながら、武詞はそんなことを考えた。

　コンシェルジュの企き画かくを始めてから、早くも数週間。期限の月末は間近に迫せまっており、それまでに武詞が出勤するのは今日が最後である。

（やるだけは、やったんだけど……）

　実際のところ、ライトノベルの売り上げが現状どれくらいなのか武詞は知らない。自分の出勤している時間帯ならある程度は分かるが、仕事を終えた後や出勤していない日の分までは把は握あくしていないのだ。

（店長や観月さんに聞けば、教えてもらえるんだろうけどな……）

　それが分かっていながらも、武詞は訊たずねることをしなかった。

　現状を把握してしまうと、どういう形であってもきっと仕事に影えい響きようが出てしまう。良かったら気が抜ぬけてしまうし、悪かったら気が滅め入いってしまう。ニュートラルに仕事をするために、情報を遮しや断だんするというわけである。

　とはいえ、実のところ危うく聞いてしまいそうになった瞬間があった。園花が、武詞の目の前で売り上げについて聞いたのだ。

　──結果は教えません～。

　しかし、桃見はそう答えた。おそらくは、半分武詞に向かって。

　──ひとまず～、やるべきことを全力でやってご覧なさい～。売り上げの情報はわたしたちで管理しておきますから～。

（あれこれと気にするのではなく、突つき進め……ってことかな）

　というわけで、遮しや二に無む二に仕事に打ち込んでいるのだった。

「あのー、すいません」

　ふと、お客さんが声を掛けてきた。

「コンシェルジュさんですよね？」

　二人連れの女性のお客さんである。一人はフレームの細い眼鏡をかけていて、もう一人は髪かみを明るい色に染めている。いずれも武詞よりも年上で、程ほどよくオシャレな感じの出いで立ちをしている。大学生くらいだろうか。

「はい、そうですよ」

　武詞が答えると、女性二人は何やら顔を見合わせて笑った。

（な、なんだ？）

　笑い方からして、別に小こ馬ば鹿かにしているとかいったネガティブな理由ではなさそうだが、ではなぜなのかというとそれも分からない。

「あ、ごめんなさいごめんなさい！」

　武詞が当とう惑わくしているのに気づいたのか、眼鏡をかけた方の女性が謝ってきた。

「もう……ちゃんとやんなよ」

　茶ちや髪ぱつ女性が呆あきれたように言えば、

「だってえ。てか、あんたもでしょ」

　眼鏡の女性が、抗こう議ぎする。

（……？）

　何が何やら、さっぱりである。

「えとえと、それで。お薦すすめの作品聞いちゃったりしてもいいんですよね？」

　言いながら、眼鏡の女性が武詞のすぐ横まで近寄ってきた。

「ラノベ、読んでみたいなあと思って」

　茶髪の女性も、逆側に立ってくる。

「そ、そうですか……）

　いい匂においが、鼻をくすぐってくる。

（……い、いかんいかん）

　ついついにへらとしてしまいそうになるのを、必死でこらえる。

「ライトノベルを読まれたことは、これまでありますか？」

「ううん、ないですー」

「ですねー」

　武詞の問いに二人はそう答え、更さらに距きよ離りを詰つめてきた。

「えっ……と、それじゃあ。漫まん画がとかアニメとかは？」

「んー、『とだめアマービレ』が好きー」

「『デンターデンター』は全部持ってるよ」

　二人が挙げられるのはドラマ化されたものや、まあ誰だれでも一度は通ったようなもの。要するに、オタクではないということだ。

　若じやつ干かん珍めずらしいタイプである。そういう人が、いきなりとらのまきに来るというのは、あまり──

「ねえねえ」

「どうなんですか～？」

　二人が、更に近づいてくる。体と体が触ふれあいそうな程ほどに、間近だ。

「てか、君カワイイね。あたし好みかも」

「ちょっと、ずるいよ」

　二人が、揃そろって含ふくみ笑いを浮うかべる。

「え、えと……」

　どぎまぎしてしまう。綺き麗れいなお姉さん二人に挟はさまれるというシチュエーションは、仕事中だということも忘れてしまいそうな程に魅み力りよく的──

（……ま、待て！　ダメだ！）

　ぎりぎりのところで、武詞は我に返った。今日は大事な最終日なのだ。女性にうつつを抜かしている場合ではない。

「そうですね、でしたら──」

　桃もも色いろモードになりかけた頭を、必死で蹴けり上げる。

（趣しゆ味みとか好みからのお薦めは、無理。となると──）

　灰色とは言わないまでも、それなりに脳のう細さい胞ぼうがしゃっきりとし始める。

「こちらの作品はどうでしょうか」

　言いながら、武詞は一冊の本を用意する。

『神様もいない日曜日』。以前、藤江書房が主しゆ催さいする『ファンタスティック大賞』で大賞を獲かく得とくした作品だ。

　──藤江ファンタスティック文庫は、少年向けのレーベルである。よって、発売される作品の大半は男性読者をターゲットにしたものが多い。

　しかし、それ一いつ辺ぺん倒とうでもない。時に、より広い間口を意識した作品が発表される。この『神様もいない日曜日』は、そういった作品の一つである。

「主人公はこの表紙の女の子なんですけど、ほらツルハシ持ってるじゃないですか。これは単なる小道具じゃなくて──」

　作品の魅力を説明する。文体に漂う独特の詩情や、ヒロインの言動の可愛かわいさといった個々の要素にもプッシュしたいポイントがあるのだが、ライトノベルファンではないとするとその辺の共通言語がほとんど使えない。非常に難しい。

「すごい泣けるんですよ。主人公の子も、一生懸けん命めいな姿が共感出来て──」

　結果として、少々『薄うすい』表現になってしまっている。しかし、バックグラウンドの違ちがう相手に伝えるとするなら、やはりそういう一いつ般ぱん的な言い回しを用いる他ないはずだ。

「本当に面おも白しろい作品だと思います」

　その分を、言葉に力を込こめて補う。

「もっともっと色々な人に読んで欲しいですね。今でもメディアミックスが決まったりして、人気作と言えば人気作なんですけど」

　魅力を知って欲しい──そんな思いを、一言一言に込める。

「──とまあそんな感じなんですけれども、いかがでしょうか？」

　長くなりすぎない程度で切り上げて、反応を窺うかがってみる。

「……」

　二人の女性は、揃って驚おどろいた顔をしていた。武詞の紹しよう介かいが、想像以上に熱の入ったものでびっくりしている──みたいな雰ふん囲い気きだ。

「……どうする？」

「……うーん」

　女性達が顔を見合わせる。なんというか、困っているような様子だ。

（まずいかな……？）

　少々、やりすぎてしまったかもしれない。考えてみれば、「語る」という行こう為いはいわゆる『一般人』からは忌き避ひされがちなポイントである。もう少し、軽めな方が良かったか。

「買ってみよっか」

　武詞が後こう悔かいしていると、茶髪の女性がそんなことを言った。

「……ん。そだね」

　眼鏡の女性が、同意する。

「……あ、ありがとうございます！」

　思わず、笑え顔がおになってしまう。ダメかと思ったのだが、上手くいったようだ。

「でも、大だい丈じよう夫ぶかな……？」

　眼鏡の女性が、小声で聞く。

「いいよ。買お」

　それに対して、茶髪の女性は頷うなずいてみせる。

（……？）

　少し不思議なやり取りである。しかし、詮せん索さくするわけにもいかないので黙だまっておく。

「ありがと。読んでみるね」

　そう言うと、茶髪の女性はシリーズの一巻を持ってレジへ向かっていった。

「楽しみー」

　そう言うと、眼鏡の女性も同じく一巻を手にして茶髪の女性についていく。

『庫川くん～、庫川くん～。事務所までお願いします～』

　ほっとする武詞の耳に、そんな店内放送が飛び込んできた。声は、桃見のものだ。

（なんだろう……？）

　名指しで放送をかけられるというのも、珍しいことである。首を傾かしげながら、武詞は事務所へ向かう。

「はい、了りよう解かい致いたしました」

　事務所に入ると、観月が固定電話で誰かと話していた。その脇わきで、桃見が武詞を手招きしている。

「……？」

　首を傾げながら、武詞は取りあえず呼ばれるまま二人に近づいてみた。

「では、お待ちしております。はい、はい。それでは」

　観月が電話を切る。

「あの、どうしました？」

　武詞がそう聞くと、観月は武詞の方を向いてくる。

「ああ、庫川。実はな──」

「武詞くん～！　やったわね～！」

　観月の言葉が終わる前に、桃見が武詞に向かってジャンプし──なんと武詞の首に手を回すようにして抱だきついてきた。

「わわっ!?」

　驚く、なんて次元の話ではない。一体、なにがどうしてしまったというのか。

（てか……店長……やわらかい……！）

　小さく、ふにふにとしている。ぶら下がられるような体勢なのに重くない。密着する体から伝わってくる温かさと鼓こ動どうは、危険なほどに武詞の思考能力を奪うばっていく。

「……もう～、こういう時は腰こしに手を回して支えてほしいわ～。自分でしがみつくのも大変なのよ～」

　不満そうに、桃見が言う。

「す、すいません……その、いきなりだったんで……」

　言い訳しながら、そっと手を桃見の腰に回す。

（こ、これって……）

　抱だき合っているようだ。いや、「ようだ」ではなく、実際抱き合っているのと変わらない。

「こういう時に素す早ばやく対応できないと～、困ることになるわよ～」

　囁ささやくように言うと、桃見は武詞の首から手を離して地面に下りた。

「あああああ！」

　その時、やたら大きな声が事務所に響ひびいた。

「師し匠しよーがー！　店長と抱き合ってたー！」

　園花である。

「いや、今のは──」

「あたしもー！」

　そう言うなり、園花は武詞に向かって全力疾しつ走そうしてくる。

「ぐはっ!?」

　避よける間もない。その突とつ進しんを受け、武詞は椅い子すなどを巻き込みながら吹ふっ飛とんだ。

「い、いててて……」

　桃見の言う通りだ。素早く対応できなかったために、えらい目に遭あってしまった。

「……さて、もういいのかな？」

　観月が、苦笑混じりに聞いてくる。

「あらら～。まだでしょ～。ここまで来たら、観月ちゃんも抱きついてあげないと～」

　桃見が、そんなことを言った。

（な、なんと！　まさか観月さんまで……!?）

　何が何だかさっぱり分からないが、とにかくえらいことになってしまっている。園花の突進はともかくとして、桃見みたいに抱きつかれると、その、大変である。

「いえいえ、何を仰おつしやいますか」

　やれやれといった様子で、観月は首を横に振ふる。

（そりゃそうだよな……）

　体を起こしつつ、少し残念に思ったりする武詞である。
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「彼のような若者が、わたしのようなおばさんに抱きつかれても嬉うれしくないでしょう」

　少々観月は自分を卑ひ下げしすぎである。少しフォローしてみることにしよう。

「そんな、観月さんだって素敵な女性──」

「観月ちゃん？」

　武詞の言葉を、桃見の声が遮さえぎった。

「おばさんに抱きつかれても、って言ったわね」

　──否いな。それは正しくない。いつもよりも明らかに低い桃見の声が遮った、と表現した方が近いだろう。

「い、いえそれは……」

　観月が、さっと青ざめる。言ってはならないことを言ってしまった──そんな表情だ。

「それは、言外に何かを匂におわせているのかしら？　遠回しに、これまで武詞くんに抱きついた人間のうち、抱きつくにあたって不適切な年ねん齢れいの人間がいたと言っているの？　……ねえ、大事なことなの。答えて、観月ちゃん」

「え、えーと……ああ、そうだ！　庫川！　お前を呼んだ理由だ！　今から説明するぞ！」

　話題を無理矢理逸そらすように、観月が武詞の方を向いてきた。

「は、はい……」

　ちらちらと桃見の様子を横目で窺うかがいながら、返事をする。とばっちりは来ないだろうか。話の内容より、そちらの方が気になって仕方ない──

「喜べ。売り上げが伸のびているぞ」

「──え？」

　あれこれ気が散っていたせいだろうか。観月の言ったことを、すぐに把は握あく出来なかった。

「おめでとう。ラノベコンシェルジュは、成功だ」

「えっ……!?」

　息を呑のむ。

「本当、なんですか!?」

「ああ」

　観月が微笑ほほえむ。

「戻もどったんじゃなくて～、伸びたのよ～」

　桃見も、うんうんと頷く。

　その時、側そばにあったＰＣがぴろりんという音を発した。

「メールが届いたな」

　観月が、椅子に座ってＰＣに向かう。

「上に言って、他店てん舗ぽと売り上げの推移を比ひ較かくしたグラフを送ってもらった。まあ、ＴＣＳで見られないこともないが、こちらの方が分かりやすいからな」

　表計算ソフトが立ち上がり、一つ一つ色分けされた折れ線グラフが表示される。

　いずれも差こそあるが、それぞれ右みぎ肩かた上がりの結果を出している様子だ。中でも、青色のものが途と中ちゆうから急激に伸びており、一番上に位置している赤色のグラフを追いこし追い抜ぬかれの激げき闘とうを繰くり広げている。

「青色が庵波店の今月のライトノベルの売り上げだ。ちなみに、赤色は牧葉原店Ａの売り上げだな」

「えっ……!?　そ、それって──」

「ああ、そうだよ」

　椅子を回して、観月は武詞の方を向いてきた。

「今月、とらのまき全店舗の中でうちがトップクラスにライトノベルを売っていることになる」

「っ……」

　あまりのことに絶句する。牧葉原と言えば、誰だれもが知るオタクの『聖地』である。そこの店舗はそもそも規模の時点からまったく違ちがっているはずだ。それなのに、互ご角かくの結果だというのか。

「ライトノベルの部門で、マキＡとここまで競きそったのは記録的ね～」

　桃見が、感かん慨がい深ぶかげに言う。

「武詞くんのおかげよ～。ありがとう～」

「師匠───！　すごい！」

　園花が、感動したように声を上げる。

「いや、本当に……みんなのおかげで……」

　何と言えばいいのか、分からない。あまりに嬉しすぎて、言葉にならない。

（頑がん張ばれば、道は通じるんだ……！）

　冷静に考えると、ちょっと恥はずかしい台詞せりふかもしれない。それでも、思う。諦あきらめなければ、きっと──結果に繋つながるのだ。

「さて～」

　ふと、桃見が含ふくみ笑いをした。

「決着を付ける時が来たわね～」

「ですね」

　観月も、にやりとする。

「丁度お客さんも一息ついた感じだし～、ちょっとアルトリバーに顔を出してくるわね～」

「あ、それじゃ……僕も行きます」

　武詞は立ち上がる。決着を付ける、というのなら、武詞が行かねばならない。

「いや、庫川はいい」

　だというのに、観月はそんなことを言ってきた。

「引き続き仕事を頼たのむ。すぐに戻るが、もし何かあった場合は朝あさ霧ぎりに聞くといい。あいつなら責任を持って対処出来る」

「えっ……？」

　驚おどろく武詞である。

「うん～。そうね～」

　桃見も観月に同意する。

「でも、僕が行かないと──」

「いいのよ～」

　納なつ得とくいかない武詞に向かって、桃見は意味深な笑みを浮うかべた。

「武詞くんはいかないであげて～。武士の情けというアレよ～」
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　アルトリバーの事務所。

「……なぜなんだ……！」

　寺田が、落ち着きなく歩き回っている。

「どうして、どうして……作戦は間違っていなかったはずなのに……！」

　今までの、冷静かつ尊大な空気は完全に消え去り。

「なぜ、こうなってしまっているんだ……！」

　横顔には、隠かくしきれないほどの焦しよう燥そうが滲にじみ出ている。

「あの……」

　扉とびらを開けて、人が入ってきた。客や同どう僚りようにみかちゃんと呼ばれている女性だ。猫ねこ耳にメイド服という、アルトリバーの店員の制服を着ているのだが、その制服は随ずい分ぶんとモデルチェンジされていた。

「さっき寺田さんが言ってた、ことなんですけど……」

　スカートは過か剰じように短く、胸むな元もともぎりぎりのところまで露あらわになっている。色気とかそういう次元を超こえた、下品な程ほどの露ろ骨こつさである。

「みんなも、やっぱりちょっと……みたいな感じで言ってて──」

「何を馬ば鹿かな」

　その言葉を、寺田は饒じよう舌ぜつだが面めん倒どうくさそうな話し方で遮った。

「いいですか？　下着を見せることくらいはやってもらわないと困るんです」

　自らのことを賢かしこいと思い上がっている人間が、どうしようもないバカだと見下している相手と話す時に特とく徴ちよう的な、あの口調である。

「君たちのような女性は、顔と若さを除いたら何も残りません。女性と縁えんのない冴さえない男を騙だますくらいやってもらわないと、時給に見合った仕事をしたとは到とう底てい言えない」

「なっ……！」

　女性の顔に怒いかりが閃ひらめいた。今までの猫を被かぶった態度が消え、短気で攻こう撃げき的な色合い──おそらくは彼女の「素す」の性格だろう──が表情に明めい滅めつする。

「……もういいっす」

　小さな、しかしはっきりとした声でそう言って、みかちゃんは部屋を出て行った。

「ちっ……」

　自分がやってしまったことにも思い至らず、寺田は忌いま々いましげに舌打ちをする。

「随分と～、お困りのようですね～」

　その時、声がした。

「こんにちは～。いつもおいで頂いていたので～、今日はこちらから伺うかがいました～」

　桃見である。その脇わきには、観月が控ひかえている。

「……は、はは。これはどうも」

　すんでの所で表情を取り繕つくろうと、寺田は矢や継つぎ早ばやに話し始めた。

「いや、実はですね。色々と検討したのですが、やはり期間が短かったように思いまして。ビジネスにおいて、長期的な成長戦略は非常に重要です。いかがでしょう、もう少し延ばした上で──」

「今いま更さらルールの変へん更こう？　もうよしなさい。恥はじの上うわ塗ぬりよ」

　寺田の長広舌を、桃見が封ふうじた。

「その様子だと、こちらの予想以上に売り上げは落ち込んでいるようですね。一応数字を持ってきましたが、見せ合う必要はないということでいいかしら」

　全身から放つ、強きよう烈れつな重圧プレツシヤーでもって。

「っ……！」

　寺田が絶句する。

「わざわざやって来て分かりやすい挑ちよう発はつをしたり、客を装った店員を送り込んで攪かく乱らんを図ったり。そういう手に頼たより始めた時点で、あなたの苦しさは伝わってきていました」

　桃見は、そんな寺田を見み据すえる。

「わたし達は、貴方あなたのやり方は長続きしないと考えていました。他の店舗さんも、おそらくはそうでしょう。

　極きよく端たんな方法はすぐに飽あきられます。辛からさだけが売りの料理と同じで、どんどん過激化する他に手がなくなってしまう。そのことには気づいていると、思ったのですけれど」

　どこか、哀あわれむような視線で。

「貴方が発想を拝借したであろうアイドル達も、あるいは彼女たちをプロデュースしている側の人間も、様々な方法でお客さんの興味を持続させるように努力しています。

　そしてそれはライトノベルも同じこと。貴方が下らないと切り捨てた沢たく山さんの作品、その一つ一つに様々な輝かがやきが宿っているのですよ」

　そして、桃見は話を締しめくくる。

「当たり前のことですけれど、そこに気づいた彼と、彼の気持ちが正解でした。根底にある、好きな作品を伝えたい、もっと知って欲しいという誠実な思い。それがお客さんにも伝わったのです。『信しんなくんば立たず』──ということですね」

　言葉さえも発さず、寺田がうなだれる。その姿は、ひどくうちひしがれて見えた。

「──競合店舗を挑発し、競争へと持ち込んだ上で圧あつ倒とうし、精神的な優位を確保する」

　黙だまっていた観月が口を開いた。

「その攻撃的な発想自体は面白い。人間、一度この相手には勝てないと思ってしまうと、何も出来なくなってしまうものだからな」

　そして、寺田を見やる。

「──丁度、今の君のようにね」

　うつむいたまま、寺田が体を震ふるわせた。

「……これも何かの縁です。最後に一つだけアドバイスを上げましょう」

　寺田に背を向け歩きかけてから、ふと桃見が足を止める。

「『言げんは慎つつしまざるべからざるなり』。この言葉の意味は分かりますね」

　そう言って、桃見はちらりと寺田を振ふり返った。

「でしたら、自らの言動を振り返ることです。あるいは──もう手て遅おくれかも知れませんが」
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『現在改装中』

　アルトリバーの扉にそんな張り紙がされたのは、例の『勝負』が一段落してすぐのことだった。

「改装、か……」

　味気ないゴシック体の文字を眺ながめながら、武たけ詞しはそんなことを考えた。強い日差しがじりじりと肌はだを焼いている。バイトを終えた後であり、時間帯はもう夕方なのに、太陽の力は衰おとろえていない。本格的な夏が始まろうとしている。

　あれ以降、武詞は寺てら田だの姿を見ていない。会いたいのかと聞かれると別にそういうこともないのだが、しかしいきなり音おと沙さ汰たがなくなってしまったら何となく気になる。

「……お、君はもしかして！」

　ぼんやりと立っている武詞に、そんな声が掛かけられた。

「ん……？」

　声のした方を向くと、見覚えのある女性の二人連れがいた。

「やっぱりそうだー！」

「どうしたの、こんなところで」

　以前、店で武詞にあれこれと聞いてくれたお客さん達だ。どうやら、武詞の顔を覚えていてくれたらしい。

「んと、それは……」

　なんと説明したものかと武詞が困っていると、二人がアルトリバーを見やった。

「あ、もしかしてこの店？」

「だったらしばらく開かないよー。店長が左さ遷せん？　されたり、色々あったから」

「えっ──」

　驚おどろく武詞である。一体、どうしたというのか。

「あの店長、最後の方には制服をやたら露ろ出しゆつの多いデザインに変えたり、ちょっとやり過ぎてたの」

「正直法律的にヤバくない？　って感じだったよね」

「だよねー。一応熱心なお客限定の特別サービスだったんだけど、誰だれかが上にチクったらしくて」

「あたし、多分みかちゃんだと思うんだよね。本人は何も言わなかったけど」

「あー、分かる分かる。なんか『あいつうぜー』とか言ってすごいキレてたもんね」

　二人が、口々に言う。

「そもそも、そこまでやってもお客さん減る一方だったし」

「やめる直前とかマジ暇ひまだったもんね」

「……」

　何とも言えない感じである。桃もも見みから、実はアルトリバーは途と中ちゆうから苦戦していた──という話を聞かされてはいたが、そこまでなりふり構っていなかったとは。

「……というか、あれ？　随ずい分ぶんと詳くわしいですね」

　不思議である。今の話など、内情と言っていいレベルだ。どうしてこんなに通じているのか。

「ん？　あ、言ってなかったっけ」

「わたし達、アルトリバーの元店員なんだよー。やめたのは最近だけど」

「そ、そうなんですか!?」

　仰ぎよう天てんしてしまう。

「んー……もう時効だし、言っちゃう？」

「だねー。隠かくしてるのもなんか悪いし」

　二人は何事か相談すると、

「いやさー、この前お店に行った時ってさ、実はあの寺田ってのに言われてだったんだよね」

「言われて……？」

「うん。特別手当出すから、相手の仕事を邪じや魔ましてこいみたいに言われてさ」

「何なら誘ゆう惑わくしろとか言ってたよね」

「んなっ……」

　何か妙みようにひっついてくると思ったら、そういうことだったのか。

（あ、危なかったかも……しれない……）

　情けない話だが、ドキドキしてしまったのは事実だ。冷や汗あせものである。

「でもね」

　言って、茶ちや髪ぱつの方の女性が微笑ほほえんだ。

「一生懸けん命めい紹しよう介かいしてくれてるの見てさ、なんかそういうことするの悪いかなーと思って。店やめたのも、そこが大きかったりしたかな。やっぱ、騙だましてるみたいでイヤだったし」

「そう、なんですか……」

　自然と、笑え顔がおになってしまう。どうやら、武詞の誠意が伝わっていたようだ。

「本も面おも白しろかったしね」

　眼鏡の女性が言うと、

「あたしら、あんまり本とか読まないから時間かかっちゃったんだけど」

　茶髪の女性も同意する。

「実は、今日続き買いに来たんだよね」

「そうなんですか！」

「うんうん。またあのお店で買おうって話になって」

「売り上げに貢こう献けんするよー」

「ありがとうございます！」

　今はバイトの時間でもないというのに、頭を下げる。感謝せずにはいられないのだ。

「えへへ。やだなあ、お礼を言うのはこっちだってば」

　眼鏡の女性が言い、

「そうだよー。素す敵てきな本を紹しよう介かいしてくれて、ありがとうね」

　茶髪の女性が頷うなずく。

「それじゃ、あたし達本買いに行くから」

「また何かお薦すすめがあったら教えてねー」

「はいっ！」

　満面の笑みでそう答えると、武詞はとらのまきへと向かう二人の背中を見送った。

（ほんと、やって良かったな）

　作業量の関係から、コンシェルジュ業務は現在一時的に停止している。しかし、もう一度再開するのもいいだろう──

「おやおや。今の光景はどういうことですかな？」

「やはりリア充じゆうだったか……」

　いきなり、武詞の両側に舞まい子こと一いち乃のが現れた。

「い、いやいや。なんか誤解してません？　今のはほら、ラノベコンシェルジュやった時に来てくれたお客さんなんですよ。それで、たまたま出くわしたから──」

「ナンパしたと？」

　武詞の弁解を、舞子が即そく座ざに潰つぶす。

「むしろ逆ナンだと思われ」

　すかさず一乃が乗ってくる。実に見事な息の合いようだが、武詞としては実に難なん儀ぎだ。

「ですから違ちがいますってば！　僕はただ──」

「む、むむむ……」

　いきなり、武詞の足あし下もとからそんな声が聞こえてきた。

「……ん？」

　武詞は下を向く。

「む───！」

　そこには、何やら顔を真っ赤にした園その花かがいた。

「ど、どうしたの？」

　嫌いやな予感をおぼえつつ、武詞はそう訊たずねてみる。

「お客さんをナンパするなんて、師し匠しよーは正義の心を忘れたの!?」

　これはまずい。今後の展開は、武詞にとって極きわめて危険なものになってしまう。

「いや、ナンパと正義の心が繋つながらないというか、そもそも今のは冗じよう談だんの一種で──」

　慌あわててなだめようとする武詞だが、時既すでに遅おそし。

「成敗ー！」

　園花の体当たりが、武詞に命中した。

「あちゃー……やりすぎたかー……」

「サーセン。今は反省している」

　そんな二人の言葉を聞きながら、武詞は地面をごろごろ転がる。

「くっ……どうしてこんなことに……」

　呻うめきながら身を起こそうとすると、

「あんたがみんなに愛されてるからでしょ」

　頭上からそんな言葉が降ってきた。

「すっかり人気者ね、まったくもう」

　佐さ希きである。呆あきれたような、それでいておかしそうな、何とも言えない笑みを浮うかべている。

「いやいや、何言ってるんだよ」

　起き上がりながら、武詞は首を横に振ふった。

「さんざんいじられたり吹ふっ飛とばされたり、人気ってのとは違わないか？」

　俗ぞくに言うハーレム系のライトノベルのように、もっとこう嬉うれし恥はずかしな演出が為なされるのならまだしも、これでは実感が一向に湧わかない。

「……ふーん」

　佐希が、そっぽを向きながら鼻を鳴らす。何か言いかけてから、やめたようにも見える。「ほら、帰りましょ」

　どうしたのかと聞こうとしたところで、それよりも早く佐希は歩き出してしまった。

（……？）

　少しばかり不思議に思いつつ、武詞はその跡あとを追いかける。







「だよなー。あれ面白いよなー」

「あら、分かってるじゃない」

　歩きながら、ライトノベルの話をする。

「でもさ、そういう見方ってどうなの？　ちょっと穿うがちすぎっていうか」

「いやいや、何言ってるのよ。丸いものを見て『丸いです！』って言うだけじゃ足りないでしょ、どう考えても」

　だんだん雲行きが怪あやしくなる。

「つーかさ、ちょっとヒロインに厳しすぎない？」

「あんたが甘すぎるのよ。可愛かわいいキャラを見たらすぐにでれでれするんだから」

「でれでれしてないだろ。そっちこそ、イケメンキャラの悪事は大目に見るじゃん」

「そんなことないわよ。どの作品のどのキャラのどの悪事よ。言ってご覧なさいよ」

　喧けん嘩かが勃ぼつ発ぱつする。

「いやだから！」

「だからじゃなくて！」

　いつの間にか、二人は駅のホームでライトノベル論争を繰くり広げていた。

「うむむ……」

「ぐぬぬ……」

　互たがいに一歩も退ひかず、議論は中々まとまらない。

　──最近、よくあることなのである。最初のうちは、ラノベコンシェルジュの仕事内容について話し合うくらいだったのだが。

「……もう」

　ふと、佐希が目を伏ふせた。

「こういうことがしたかったわけじゃないけど……」

　そして、小声で佐希が言う。

「こういうことってどういうことだよ」

　ややむすっとした口調で訊ねる。武詞の太陽であるフルオタのヒロイン・はなめの言動について揉もめたのだ。若じやつ干かん御ご機き嫌げん斜ななめなのである。

「別に口くち喧げん嘩かがしたかったわけじゃないってこと。でも、そういうのもありかなって」

「……？　どういうことだよ？」

「こうしてライトノベルの話が思いっきり出来る相手がいるって、いいなってこと」

　そう言って佐希は武詞を見てくる。顔には、笑みが浮かんでいる。

「……それは、確かにそうかもな」

　今の話については、全面的に武詞も同意である。

「俺も、アルバイトして良かったよ。なんて言うか──いい出会いがあったっていうか」

　口元を緩ゆるめて、そう言う。

　バイト先のみんな。他の店てん舗ぽの店員さん。お客さん達。アルバイトを始めて、武詞の世界は一気に広がった。海を渡わたり、あちこち飛び回ったりしないでも、すぐ側そばにあった新しい世界──

「ちょ、ちょっと何よそれ」

　すると、佐希がいきなり戸と惑まどい始めた。

「え、いや、そりゃあ──」

　言いかけて、武詞は自分の言った言葉の意味を、佐希がどう受け取ったのかに気づいた。

「あっ、いや、これは！」

　顔が熱くなる。誤解である。そこまで深い意味はない。色んな人との出会いで、自分の世界が広がった──それだけのことなのだ。

「……っ」

　しかし、言葉が出てこなかった。

「──」

　何も言わず、佐希が武詞の瞳ひとみをじっと見てくるのだ。その瞳に宿る色合いが、微び妙みように今までと違うような気がする。違うとしたら、どう違っているのだろうか。佐希の視線には、どういう意味が込こめられているのか──

「はいー、そこまでそこまでー」

　そんな声がして、武詞の腕うでに誰だれかが絡からみついてきた。続いて、柔やわらかい何かがぐいっと押しつけられる。

「……藍あい那な!?」

　その誰かの姿を確かく認にんするなり、武詞は素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

「何でこんなところに！」

　そう、藍那である。制服姿で、ぴったりと武詞にくっついている。

「何でって、それは──」

　武詞の腕にくっついたまま、藍那は言う。

「──たっくんを、お迎むかえに来たんだよ」

「な、な……」

　佐希が、固まっている。

「この辺りって、駅が沢たく山さんあるから迷っちゃった。たっくんたら、どの電車で行ってるか教えてくれなかったし」

「だって、別に教えなくても──」

　そこで、武詞は気づいた。自分の腕に押しつけられているものの正体。それが、何であるかを。

（こ、これは……！）

　胸。胸である。藍那の──おっぱいだ。

「ん？　どうしたの？」

　くすりと笑うと、藍那は更さらに自分の体を押しつけてきた。柔らかく、それでいて弾だん力りよくのあるふくらみが、武詞の腕を甘い感かん触しよくでこれでもかと責め立ててくる。

（分かってる！　分かっててやってる！）

　突とつ然ぜんの事に、理解が追いつかない。鼓こ動どうが加速し、まともな思考能力を奪うばい去っていく。

「ちょ、ちょっとあんた達！」
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　佐希が、上ずった声で言いながら詰つめ寄ってきた。その顔は、真っ赤である。

「その……こ、こんな駅のホームで何やってるのよ！　はしたないわね！」

「えー？」

　対して、藍那は落ち着き払はらっている。

「どうして怒おこってるの？　別に、わたしとたっくんがどこで何しようと、関係ないでしょ？」

「っ──」

　藍那の言葉に、佐希は目を見開いた。何かが点火したような、そんな表情。

「──そ、それは！　わたしは、こいつと一いつ緒しよのところでアルバイトしてるの！　その……だから、人前で無む闇やみにそういうことされると困るのよ！　妙みような噂うわさとか立つじゃない！」

　若干つっかえながら、佐希が反論する。

「なるほどねー。一緒のところで仕事してるから、困るんだー」

　藍那はあくまで余よ裕ゆうだ。

「でも、それって仕事でしょ」

　そう言うと、藍那は佐希を真まっ直すぐ見み据すえ、

「仕事と」

　次に自分の胸に手を当て、

「プライベートは」

　そして言い切った。

「『別』にして欲しいよね」

「プライベート……って、どういうことよ！　あんた達どういう関係なの!?」

　狼狽うろたえた様子で、佐希が武詞と藍那を見比べる。

「んー」

　少し考えてから、藍那は武詞を見上げてくる。

「一緒にホテルに泊とまったりする仲……だよね」

「ぐはっ!?」

　武詞はむせた。よりによって、何というタイミングで、何ということを言うのか。

「言ったでしょー」

　武詞の耳元に口を寄せて、藍那が囁ささやく。

「作戦変へん更こう、だよ」

　武詞がその言葉の意味を理解するよりも早く。

「な、ななななな……」

　佐希がぷるぷる震ふるえ始める。

「なに、なに、なにを……」

　そして、彼女の手に握にぎられるメガホン。

「何をしてるのよあんたー！」

「ま、待て！」

　ばっと藍那から離はなれ、武詞は走り出す。身の危険──否いな、命の危険を感じたのだ。

「待ちなさーい！」

　メガホンを振ふりかざし、佐希が追いかけてくる。

「何でこうなるんだー！」

　悲鳴を上げながら、武詞は全力で逃にげ回ったのだった。








　あとがき




　どうもどうも。尼あま野のゆたかです。このたびは、フロムエースの二巻を手に取って下さいまして、まことにありがとうございます。

　一巻を発売するにあたって、沢たく山さんの書店様・アニメショップ様が協力して下さいました。コーナーを作って下さったお店、尼野ゆたかのへっぽこサイン色紙を飾かざって下さったお店、富士見書しよ房ぼうの公式サイトにコメントを寄せて下さったお店。本当に感謝しております。

　早速一つ一つの店てん舗ぽ様に、お礼を申し上げようかと思います。

　まず、とらのあななんば店様。舞ぶ台たいのモデルとして取材に協力して下さった上に、凄すごく大きなコーナーまで作って頂きまして、本当にありがとうございました。





　○とらのあな名古屋店様

　○とらのあな秋葉原店Ａ店様

　○とらのあな三宮店様

　○みどり書しよ房ぼう桑くわ野の店様



　こちらのお店様には、ホームページの企き画かくに応こたえてコメントを寄せて頂きました。盛り上げて頂いて、感謝しております！





　○メロンブックス大おお阪さか日本橋店様

　○メロンブックス三宮店様






　発売後すぐに、それぞれ独自にコーナーを作って頂きました。それぞれに工夫を凝こらした素敵な展開で、もう本当に感動してしまいましたっっっっ！








　○あおい書店川かわ崎さき駅前店様

　○文教堂溝みぞの口くち本店様

　○アニブロゲーマーズ池いけ袋ぶくろ店様

　○わんだ～らんどなんば店様

　○あおい書店横よこ浜はま店様

　○アニメガ武蔵境駅前店様

　○コミックとらのあな梅田店様






　こちらのお店様にも、作品を応おう援えんして頂けるという連れん絡らくを頂きました。何かの足しになればとサイン色紙をお送りしましたが、邪じや魔まになっていなければ幸いです……！







　こうしてお名前を挙げて、自分の作品をあちこちのお店で並べて頂けているのだなということを感じました。売って下さるお店あっての小説。そのことを、改めて感じる次第です。

　売るにあたって尽じん力りよく頂いている営業の皆みな様さまにも、感謝しております。担当さんからお話を伺うかがいましたが、本当に駆かけ回って下さっているのですね。具体的な内容を伺って、感動してしまいました。「いるのですね」なんて呑のん気きな書き方が恐きよう縮しゆくなほどです。この場を借りて、お礼を申し上げます！

　変わらず素晴らしいイラストを描えがいて下さっている瑠る奈な璃り亜あさん。作品についてあらゆる面でサポートして下さっている担当のＭ井さん。このお二方にも、改めて感謝の気持ちをお伝えしたいと思います。作品として完成させるにあたって、お二方のお力が不可欠です。ありがとうございます！

　そして勿もち論ろん、手に取って下さっている読者の皆様にもお礼を。皆様が買って読んで下さるからこそ、こうして小説を出せます。超ちようサンキュー！

　謝辞ばかりですが、どうしてもお伝えしたかったので……何卒なにとぞご了りよう承しよう下さい。

　皆様のご助力に応えられる作家になれるよう、これからも精進していく所存です。よろしければ、引き続き応援のほど、伏ふしてお願いいたします。





二〇一二年十二月　　　　尼野　ゆたか













フロムエース２




可か憐れんすぎる幼おさな馴な染じみとホテルに行いくんだけど、何なにか質しつ問もんある？















尼あま野のゆたか
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